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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　　　　◇　１　◇







　人間に発情期がなくてよかった──来くる栖す聖きよいは毎日のように痛感する。

　十月の第二週に入った月曜日、午前十時五分。広葉樹が色づき始めた公園で、コンクリート製の台座に腰こし掛かけていたキヨイは、自分の左ひだり脚あしを見下ろしてうろたえた。赤い首輪を着けた一いつ匹ぴきの小型犬がキヨイの脚に前脚を巻き付け、腰こしを振ふりたくっている。

「……ちょっ……！」

　出勤前にひと休みと、ブリーフケースの中からバインダーを取り出し、『人事異動通知書』と記された用紙をため息とともに眺ながめていたら、このありさまだ。

　犬にマウントされ、またか、と言いたくなる。今は勘かん弁べんしてほしかった。出勤前のスラックスを汚よごされたくはない。

「こらっ、マサムネ！　やめなさいっ！」

　散歩中にこの犬の飼い主の女性が、リードを放してしまったのだろう。名前を呼ばれているにもかかわらず、当のマサムネはキヨイの脚に腰を押しつけるのに夢中だ。飼い主の手前、払はらいのけるのも憚はばかられて、されるがままになってしまう。

　ついに飼い主に首輪を摑つかんで引っぺがされ、卑ひ猥わいな行こう為いは中断された。犬のマサムネは、クフゥンと悩なやましげな声を上げ、潤うるんだ眸ひとみでキヨイを見つめている。

「すみません、ごめんなさい！　汚れませんでしたかっ？」

　早口で問われて「だ、大だい丈じよう夫ぶです」と答えるやいなや、飼い主の女性は何度も「すみません」と頭を下げながら犬を抱かかえると、逃にげるようにしてキヨイの前から去った。

　エロ犬にいやらしいことをされてしまったあとはいつも、惨みじめで情けない気持ちになる。

　子供のころからキヨイにとって犬とは、吠ほえ声や追いかけられるのが怖こわいだけじゃなく、とんでもなく破は廉れん恥ちな動物だった。やつらは本能に衝つき動かされると、まるで周囲が見えなくなるらしい。人のペットとして身近に飼われているだけにあらゆるところで遭そう遇ぐうする、じつに恐おそろしい生き物だ。

　キヨイはエロ犬の何かが付いたかもしれない部分を、水に濡ぬらしたハンカチでごしごしと拭ぬぐった。昨晩は近所ののら猫ねこが部屋の近くで夜通し発情鳴きを轟とどろかせたために寝ね不ぶ足そく。うとうとして油断していた自分もいけないけれど、さっきは電車の中で痴ち漢かんに遭あい、そのせいでひとつ手前の駅で下車して、お茶ちやの水みず公こう園えんでひとりになってほっとしたところでエロ犬に遭遇した。つまり天敵は犬猫だけじゃなく人間も、というわけで気が休まらない。

「異動初日なのに……おれが何したっていうんだ」

　昔から犬も猫も、キヨイの近くに寄るとなぜだか発情する。「フェロモンとか、目に見えない何かを身体からだのどこかから発しているのかもしれないね」とキヨイに言った中学のときの先せん輩ぱいは、直後に「だって僕もどうしようもなく惹ひかれてる」と突とつ然ぜん覆おおい被かぶさってきた。急所を蹴けり上げてどうにか事なきを得たけれど、ほかにも、変態に捕つかまって暗がりへ引っ張り込まれそうになったり、追いかけられたり、昔からその手の苦労が絶えない。

　だからもしも、いかがわしいフェロモン説が事実で、犬や猫みたいに極きよく端たんに性せい欲よくが増大する『発情期』が人間にもあったなら、きっと毎日の通勤すら危あやぶまれる。

「はぁ……」

　キヨイが憂うれいの面おも持もちで顔を上げると、十メートル先の中型犬が耳をピンと立ててこちらを見ているのに気付いた。いやな予感で総毛立つ。キヨイはブリーフケースをがしっと摑むと、公園の遊歩道から一目散に逃げ出した。







　キヨイの勤める『千せん里り出版』は、本ほん郷ごう三丁目駅にほど近い文京区本郷二丁目に三つのビルを所有している。

　本社ビルは、キヨイが先週まで勤務していた『千里出版』第二ビルから徒歩で三分ほど離はなれた位置にあり、数年前に建て替かえられた第二ビルは書しよ籍せきやライフスタイル系雑誌などの編集部が、隣となりの第三ビルにはグラビア誌の編集部、ゲームやＤＶＤなどのメディア制作部が入っている。

　どちらかといえば男っ気の強い印象の第三ビルは、ファッションやライフスタイル系志望の自分には縁えん遠どおい場所と思っていたのだが、先週金曜日、キヨイは第三ビル内にあるアスタリスク編集部へ異動の辞令を受けた。

　配属されてから一年未満で突とつ然ぜんの異動命令だ。週明けの月曜から異動先に出社するようにとの通告で、驚おどろく暇ひまも、感傷に浸ひたる時間もない。とりあえずその日は荷物をまとめて、引き継つぎのための連れん絡らくに明け暮れた。

　第二ビルの一階控ひかえ室に仮置きしておいた、私物と備品が入った段ボール箱を取ってから異動先へ。

　第三ビルのエレベーターに乗り込んですぐ、鏡に映る自分を見てびくっとした。初出勤の朝から、この疲つかれ果てた顔はいかがなものか。土日で疲ひ労ろう回復していたのに、先さき程ほどの出社までの出来事で一気にヒットポイントを削けずられてしまったせいだ。

　アーモンド形の目をぎゅっと瞑つぶり、ぱっと開く。にこっと表情筋を引っ張り上げてエクササイズ。乱れた前まえ髪がみを整え、トップの毛束をふんわりさせて、襟えり足あしを指先で梳すいた。しかし外見だけいくら整えようと、気がかりなことまでは消せない。

「……気が重い……」

　心機一転、と明るい気持ちになれない理由はいくつかあった。

　異動先はこれまで在ざい籍せきしていたお堅かたいビジネス専門誌の編集部とは真逆の、ちょっとエッチな雑誌の編集部なのだ。成人指定されたいわゆる『エロ本』ではないけれど、クソまじめに社会や経営を語るビジネス誌を編集していたキヨイからすれば、天と地ほどの差がある。

　おまけに、そこの編集長は『豪ごう傑けつエロ魔ま人じん』として社内でも有名な人物らしい。いわく、酒と博打ばくちと女が大好きで、セクハラ発言連発のスケベ大王。エッチ系雑誌編集長になるべくして生まれてきた男だと。

『豪傑』も『エロ魔人』も、常つね日ひ頃ごろから「男性ホルモンが足りなすぎ」と言われがちなキヨイには縁遠いタイプだ。

「いや、否定から入っちゃだめだよな」

　これから先のことを考えれば下がりぎみになる目線を意識的に上向きにして、キヨイは『アスタリスク編集部』のパネルを前に大きく深呼吸した。

「Ｂブレーンズ編集部から異動でこちらへまいりました、来栖聖です」

　挨あい拶さつのリハーサルを最後に一度だけ。いざドアノブに手をかけようとしたら、勝手に開いた。

「だから、その『ぬめぬめぬるぬる愛あい汁じるにまみれて』じゃなくて『ぬぷぬぷ愛汁～』とかね、変へん更こうしていただけたらってことなんですよ。『ぬ』と『め』の連続で、パッと見、読めないですしね。は？　それ狙ねらった？　いやいや、狙いどころが違ちがうでしょーよ」

　スマホ片手にがちゃがちゃと話しながら百八十センチはあろうかという長身の男が出てきて、キヨイは咄とつ嗟さに開いたドアの陰かげに立った。

「ああ、そう？　でも『中出しアクメ塾じゆく』と『株式会社　絶ぜつ倫りん』は、まんま使いたいんで」

　整った横顔から繰くり出される猥わい語ごに、キヨイの脳機能はパチパチとショートする。ちらっと見えたネームプレートの様子だと、この編集部の人間のようだった。以前のビジネス雑誌の編集部ではスーツ着用が鉄則だったけれど、ジャケットのインナーは淡あわい色のシャツのみのノーネクタイだし、どうやら自由な服装を許されているみたいだ。

「……はいはい、よろしくですー」

　男は通話が終わったスマホのディスプレイをタップして「気ぃ遣つかう」とぼやいている。キヨイからすると、言いたいことを言っているように聞こえたが。

「…………」

　すると立ち尽つくしているキヨイに気付いて、男は眼力がありそうな目を大きくした。顔のパーツがはっきりしている特とく徴ちようや、少しウェーブのかかったミディアムレングスの髪かみ型がたからしてもワイルドな印象だ。

　不ぶ躾しつけな熱視線。二十センチほど上方からじっと見つめられると首根っこをがぶりと喰くわれそうで、キヨイは徐じよ々じよに亀かめのようにきゅううと首を竦すくめる。

　ややあって男は「どなた」とぶっきらぼうに声をかけてきた。

「あの、こっ、今日からお世話になります、来栖聖です。あ、Ｂブレーンズ編集部からき……」

「あぁ、新入りか。はい、どうぞ」

　さっきのリハーサルがまったく意味をなしていない挨拶の途と中ちゆうで、中に招き入れられた。ちらりと見えたネームプレートは『アスタリスク編集長　守もり口ぐち高たか虎とら』となっている。

　内心で「この人がっ？」と驚いた。アポを取ろうにも、編集長はいつも外出中か電話中で、「挨拶なら当日でいい」というつっけんどんな言付けを受け取ったきりだったのだ。

『豪傑エロ魔人』とのニックネームのわりには、整った相そう貌ぼう。がっしりとした身体や不ふ遜そんな顔つきがそれらしくはあるが、想像していたよりまともな見た目にキヨイは胸むねを撫なで下ろした。

「注目ー」

　頭を下げながら編集部に入ると、電話中の編集部員を含ふくめた四人がキヨイに注目した。二列六席、若い女性がひとりいる以外はみな男性だ。そして見み渡わたしたデスク周りには、思わずキヨイが目を逸そらしたくなるような、胸の谷間と臀でん部ぶを強調した毒々しいパッケージのＤＶＤや、雑誌などが散乱していた。

「きょうからウチに異動になった……」

　編集長から、名前なんだったっけ、という目線を向けられる。

「Ｂブレーンズ編集部から異動になりました、来栖聖、……あ、と、年は二十五歳です。今日からこちらでお世話になります。よ、よろしくお願いします」　>>>♥

　緊きん張ちようでがちがちの挨拶を終え、右側に立つ編集長をちらりと見上げた。

「ここの編集部員は右から……メガネ男子がデスクの阿あ久く津つ、三十一歳でアスタ在籍歴がいちばん長い。阿久津の前が森もり口ぐちサトル。サトルは以前ＤＶＤ制作にいた変わり種で二十九歳。その隣の電話中のは天あま利りで三十歳、法学部出身なのになんでかアスタの編集やってる。いちばん奥の茶ちや髪ぱつギャルが雪ゆき菜なちゃん、彼女は二十二歳の派は遣けんさんで、保育園に三歳児を預けてるから十九時までの勤務。席は阿久津の隣を使って」

　いっきに紹しよう介かいされて、キヨイは目を瞬しばたたかせた。スピードについて行けず、反応がワンテンポ遅おくれてしまう。

　指定された空席にひとまず荷物を置き、ひとりひとりに「よろしくお願いします」と頭を下げると、電話中の天利は分かったというように右手を上げ、他ほかの部員からは軽い挨拶が返ってきた。

「二週間前から休んでる喜き多たの仕事をやってもらうから」

「はい」

　キヨイの右みぎ隣どなり、だれも座っていない椅い子すを見て、編集長が小さくため息をついている。

　喜多は失しつ踪そうして行方ゆくえ不明と聞いているけれど、本当だろうか。その人のことは心配だが、この仕事は鬱うつで休職するとか、突然出社しなくなって連絡が取れないとかはときどきあって、驚くほど珍めずらしい話ではない。

「先週の編集長会議のとき、前んトコの編集長の後ご藤とうさんには挨拶しておいた」

「……そうですか。ありがとうございます」

　礼を言いながらどんよりした気分になる。もしかすると異動先の上司であるこの守口編集長にも、前の部署でのいざこざは変に伝わっているのかもしれない。

　人に聞かせたくない話だが、キヨイは前部署の編集長・後藤からセクハラを受けていた。

　最初はスキンシップの過か剰じような人だなという印象だったものの、肩かたを抱だかれたり腰こしに手を回されたりしたときのかんじが、どこか淫いん猥わいで意図的なのだ。

　今までにも同性からそういう好意を向けられたことがあった。けれど、社内の人間相手に騒さわぎ立てるのはよくないと我が慢まんしていたら、それを曲解した後藤編集長は「今夜、ふたりでどうかな」と誘さそってくるようになった。決定的だったのは、酔よった勢いでホテルに連れ込まれそうになったことだ。「冗じよう談だんですよね」と逃にげたものの、目は怖こわいくらいに本気だった。

　間ま違ちがいようのないセクハラ行こう為いだったけれど、上司に嫌きらわれたくはないし、しばらくすれば飽あきるか諦あきらめるかしてくれるだろうと安直に考えたのがいけなかった。

　いよいよ痺しびれを切らしたのか、接待の飲み会のあと、後藤編集長はこともあろうに編集部の応接室のソファーにキヨイを押し倒たおしてきた。ほろ酔いだったとはいえ、善悪の判断力を失うほどではなかったはずだ。キヨイが突つき飛ばした拍ひよう子しに後藤編集長は応接テーブルで顔を打って、目の周りにひどい青あざができてしまった。

　そのとき、思いも寄らない捨て台詞ぜりふを吐はかれた。

　──その気がないなら、誘うような目つきで、顔で、俺を見るな！

　言われている意味がまったく分からなかった。誘ったつもりは微み塵じんもない。でもこのときの一件が、後藤編集長からすれば恥はじをかかされた、プライドを傷つけられたということになったのだろう。

　それ以降はまさに手のひらを返すがごとく、途と端たんに風当たりがきつくなった。キヨイひとりが企き画かくの担当を任されなくなったのだ。

　くわえて「後藤編集長の顔のケガは来栖が負わせたらしい。来栖はああ見えてじつはカッとなる一面があるそうだ」などと吹ふい聴ちようされ、そうなった原因は「来栖が誘ゆう惑わくしたのを編集長が断ったから」と真逆の理由が囁ささやかれていたと、編集部を離はなれる間ま際ぎわにキヨイは知った。

　まったくやるせない。切望して配属された部署でなかったとはいえ企画を任されるようになり、若い人たちがもっと気軽に手に取ってくれそうな誌面がつくれたら……との気き概がいを抱いていた。まさにこれからその思いを昇しよう華かさせるべく奮ふん闘とうしていた矢先の不条理な異動だ。

　お前はそんなやつじゃないって分かってる、と言ってくれる人もいた。しかしへたに「それは真実と違う」とキヨイが騒げばきっとまた悪い方に臆おく断だんされ、異動どころではなくなる。弁解や反論の機会さえなかったけれど、いざこざを長引かせるよりも穏おん便びんに消えるのがいちばんマシと考えたのだった。

　でも、潰つぶされてそのまま萎しぼんだらそこで負けだ。後藤編集長が、異動先の編集長に何か言っても言わなくても、ここでがんばることで正当な評価を得るしかない。

　暗い気持ちは切り換かえようと静かに決意して編集長と向き合っていると、首に提さげていたネームプレートをひょいと持ち上げられた。いきなりの行動にどきっとする。

「クルス、キヨイ……キリスト教？」

「あ、名前……ですか？　よく言われますが、そういうわけじゃないです」

「そ。じゃあ、最後に俺の自己紹介」

　ネームプレートからすいっと上がった目線に射られた気がしつつ、「はい」と頷うなずいた。

「守口高虎、三十三歳、独身、アスタの編集長になって二年だ。阿久津もサトルも天利も俺よりここの在ざい籍せきが長いから、昨日までは俺が新入りだった」

　真顔で言われ、どう反応したら……と戸と惑まどうキヨイの背後で、紅一点の雪菜が「新入りって」と突っ込むと、編集長はにっと笑っている。

「他に知りたいことは？」

「編集長、それで具体的にはどんな仕事を……」

「あーその、編集長って呼ばれんのキライなんだよな」

　眉み間けんの深い縦じわが、その嫌けん悪お具合を物語っている。

「守口と森口、ふたりいて紛まぎらわしいから俺のことは名前で呼んでくれ」

「名前、ですか？」

　編集長を名前呼び。困こん惑わくしていると阿久津がこちらを振ふり向いた。

「みんな、高虎さんって呼んでる」

「た……はい……」

　何もかもが不安だ。編集部内の雰ふん囲い気きにしても、緊きん張ちよう感かんが漂ただよっていた以前の部署とは違いすぎる。

　自分を取り巻くすべてに戸惑いつつ、促うながされて席に着いた。

　デスクトップパソコンとタブレット端たん末まつが一台ずつ、他にはまだ何もない。段ボール箱の中から愛用の筆記用具とノートを取り出すと、高虎がキヨイの右側に立った。

　アスタリスク編集部で扱あつかっている雑誌が数冊、机に並べられる。

「で、引き継ついでもらう喜多の仕事の件。うちのメインの月刊誌『アスタリスク』のほうは【絶景シリーズ】と【キャバの嬢じよう王おうシリーズ】を毎月の連れん載さいで。新人グラビアアイドルの取材を最近喜多に任せたばっかりだったんだが、今は阿久津にやってもらってる。仕事に慣れたらいずれはそれも回すことになるから。あとは企画内容によって割り振り。年四回発行の増刊『アスタリスクＭＸ』、隔かく月げつ刊『アスタリスク・タブー』……こっちは芸能ゴシップネタが中心で……」

　メモを取るのに必死になっていたら声が止まったので、伏ふせていた顔を起こして高虎を見上げた。言葉を待って、そんなつもりはなくじーっと見つめ合ってしまった。すると高虎が目をぱちりと見開く。

「……なんだ」

「えっ？」

「幼いたい気けな小動物みたいな顔して。喰くうぞ」

「しょ……？」

　ただ見上げただけだ。ぞくっとするような声で降ってきた「喰うぞ」と、鋭するどい視線に瞬く。「まぁ、そのうちおいおい頼たのむわ」と肩を叩たたかれ、話の途と中ちゆうで高虎が踵きびすを返したので啞あ然ぜんとした。

「下のコンビニでコーヒー買ってくる」

　いってらっしゃーいと雪菜が見送ると、高虎はぴらぴらと手を振って編集部を出て行った。

「…………」

　結局、いきなり二本のシリーズを任された、ということ以外はよく分からない。

　グラビアアイドルがカバーの月刊誌『アスタリスク』を手に取った。ビキニを身に着けたカバーガールは、はやりの困り眉まゆでアヒル口だ。

「あの、すみません……【絶景シリーズ】って、どこかロケに行くんですか？」

　隣となりの阿久津に訊きくしかない。キヨイの質問に阿久津はメガネの奥の眸ひとみを少し大きくした。

「……奥おく多た摩まや湘しよう南なんあたりに行くこともあるけど。海外とか期待してるなら無理」

「なるほど、国内の絶景なんですね」

「え？」

　ズレた会話に、キヨイの斜はす向むかいに座る雪菜が「ええっ？」と噴ふき出した。

「絶景って、マジ日本百景的な？　世界遺産的な？　それ違うからキヨイちゃん」

　キヨイが手にしていた『アスタリスク』を取ってパラパラと捲めくり、阿久津がキヨイの目の前に雑誌のページを広げて置いた。

「……はわっ……」

　ぎょっとするなんて通り越こしている。「カメラマンはいったいどんな位置から撮とったんですか？」と訊きたくなるようなアングルの半はん裸ら写真が、見開きでレイアウトされていた。

　頭の中で、瞼まぶたの裏で、ぱしんと火花が散る。刺し激げき的な誌面から思わず目を逸そらしたけれど、これが仕事なんだからちゃんとすべきと決意して、もう一度まっすぐに向き合った。

　推察するかぎり、横おう臥がした女の子の股こ間かんに近接してカメラを構えなきゃこういう写真は撮れない。どう見ても乳ち首くびぐらいしか隠かくれてないほぼ紐ひも、と言っていいビキニはその紐すら結ばれていなくて、ただ裸体にのっているだけ。虚うつろな眸と半開きの唇くちびるがあたかも「イッた直後」を彷ほう彿ふつとさせるような画えだ。いちばん隠さなきゃいけない性器部分など、あってもなくてもいいような布……というかやっぱりそこもほぼ紐だった。

「紐……これ、紐ですよね……」

　眉間にいっぱい皺しわを寄せ、キヨイは震ふるえる声を絞しぼり出した。てっきり絶景をバックにグラビア写真を撮るのかと思っていたが、違ったみたいだ。

「絶景ってのは、きわどいポーズの女の子を舐なめるようなアングルで撮さつ影えいしたものだよ。うちの人気シリーズ」

　険しい顔で誌面を見つめるキヨイに、阿久津がそう説明してくれた。しかしキヨイの反応を見て、阿久津のほうも眉間をぐっと狭せばめている。

「……もしかしてきみ……童て……」

「昔に比べるとグラビアもずいぶん過激になったよな」

　訝いぶかしむ阿久津の問いに、高虎のやたら通る声が被かぶってそれを搔かき消した。いつのまにコンビニから戻もどったのか、ホットコーヒーを片手にうしろから声を掛かけてきたのだ。

　どうやら編集部の出入り口とは反対側の裏口から入ってきたらしい。そちらを見ると『書庫』となっていて、ここと繫つながる扉とびらが開けっ放しだ。

　高虎からコンビニの袋ふくろを手て渡わたされた雪菜が「ありがとうございま～す」と笑え顔がおを満開にして、中のお菓か子しを配り始めた。

「彼女らもライバルに負けられないってんで、こうやってどんどん布面積減らして、卑ひ猥わいな行こう為いを妄もう想そうさせる小道具持って、セックスを連想させるアングルと表情で撮られることを受け入れてるんだ。競争は加速度的に過激化して、最近のグラビアアイドルはＡＶ女優とどう違うんだって言われてる。しかし……」

　ひと呼吸置いたのでちらりと横目で高虎を見ると、舌なめずりしそうな下げ卑びた笑いを浮うかべていた。

「まったく、けしからんおっぱいだ。豊満な下乳は今にも身体からだからこぼれ落ちそうなババロアみたいに見える。この柔やわらかそうなとこ、トゥルンとしゃぶりたいね」

　昨今のグラビア事情を憂うれう表情で語ったかと思えば、すぐあとにそのまじめさを打ち消すようなエロ発言。キヨイは啞然とした。

　──そうだった。うっかり忘れてたけど、『豪ごう傑けつエロ魔ま人じん』の異名を持つ人だった。

　しかし、その脇わきを固める編集部員も負けず劣おとらずだ。

「ババロア。たしかに。いいですね、ババロア。それいただきます。『とろりんぷるぷるババロア乳♥』これどうですか？　女の子のおっぱいに疑ぎ似じ液ぶっかける画で」

　斜向かいのサトルがざっと絵コンテを描かいた紙をこちらに向けた。

「疑似液ってのは、精液に似せた白い液体のこと」

　阿久津のナイスレシーブで意味は理解できたけど、キヨイが人前で発した経験のない言葉のオンパレードだ。

「それ、ニップレスでいけたらいいな。疑似液ブラの着エロにしてさ」

　高虎の言葉はまるで宇宙人が宇宙語を発しているみたいで理解不能だった。

「？？？？」

「着エロは着衣でヌード並みにエロいやつ。『ナニナニブラ』ってのはブラジャー以外のもので乳首を隠すってことだよ。まず、乳首が見えないようにニップレスっていう絆ばん創そう膏こう状のシートを貼はるわけ。そこを手で隠せば手ブラ、髪かみで隠せば髪ブラ、疑似液で隠すから疑似液ブラ。疑似液で『精液ぶっかけ』を連想させるってわけ。でも十代の子にそれやらせると発売中止や回収になるから要注意。アイスキャンディー咥くわえさせてのあからさまなフェラ顔もＮＧ」

　阿久津の解説に、キヨイはもはや声すら出ない。そういう猥わい雑ざつなものを扱う雑誌の編集部と分かっているつもりで来たけれど、実際に目にして耳にすれば想像以上の衝しよう撃げきだ。

　驚きよう愕がくのあまり炭化しているキヨイの心境を知ってか知らずか、阿久津の説明を高虎が引き継いだ。

「わざと発売後回収を狙ねらう強つわ者ものもいるから、現場で妙みような交こう渉しようしてくるプロダクション関係者は要注意だ。回収前に売れた分はネットオークションで高こう騰とう。話題作りになって結果的においしい思いするからな。版元はリスクしか負わないし、うちは厳しい会社だから編集部員ももれなくペナルティをくらうぞ。そういう仕事は編集長である俺がさせないから、なんかあったらすぐに報告、相談すること」

　最悪は雑誌廃はい刊かんという重い処分もあり得る。女性タレント・アイドルの芸能情報雑誌を謳うたう『アスタリスク』も、同系の雑誌同様に成人指定や有害図書指定ぎりぎりの綱つな渡わたりだ。

「どうかすると立場が危あやうくなったら逃にげ打つやつもいるけど、高虎さんは違ちがうからね。高虎さんについて行けば間ま違ちがいない」

　雪菜がにこりと笑って、キヨイに親指を立てて見せた。

「雪菜ちゃ～ん、そういうかわいいこと言われたら時給上げてやりたくなるよねぇ」

「上げてくださいよー高虎さ～ん。ちびっ子にお金かかるんですー」

「ううーん、ううーん。検討しとく」

「……チッ」

　雪菜の舌打ちでコントにオチがついたところで、キヨイは控ひかえめなため息とともに手元の『アスタリスク』に目線を落とした。

　この雑誌を懸けん命めいに作っている人たちの前でいやな顔はできないけれど、ここでは、いかにして男たちの性的想像力を搔き立て、性せい欲よくを煽あおり、盛り立て、発散させられるかを日々考えなければならないのだ。まったくもって守しゆ備び範はん囲いにないジャンルすぎて、キヨイは憂ゆう鬱うつを通り越して頭も顔も真っ白で、無言になっていた。

「興味をそそるエロキャッチコピー、ヌキたくなる誌面作り。頼むからな」

「…………はい」

　覇は気きのない返事を不ふ審しんに思ったらしい。青ざめた顔を高虎に覗のぞき込まれて、キヨイはびくっと肩かたを跳はねさせた。

「高虎さん……彼、たいへんかも」

　左の阿久津からの言葉に、キヨイも高虎もそちらを振ふり向いた。

「彼、たぶん……童どう貞てい」

　あまりにも初心うぶすぎるキヨイの反応と嚙かみ合わない会話で、そう判断されたようだ。

　タイミングよく電話を終えた天利も、サトルも、雪菜も、そして高虎も「えっ!?」と驚おどろきの声を上げている。

「……じゃないですっ」

　カーッと耳まで赤くなりながら否定すると、「ほら、この否定の仕方が」と阿久津に指をさされた。

「童貞じゃないですけどっ……」

「「「「けど？」」」」

　どんなオチが待ってるんだ、という顔で阿久津以外の全員が立ち上がっている。ギュンと注目されて、キヨイはますます萎い縮しゆくした。童貞じゃない、に真実味を持たせるためには、言うしかない状じよう況きようだ。

「……い、一回しか、ない、ので」

　キヨイの告白に、立ち上がった前列がどっと沸わいている。

「一回！」

「逆にその一回がものすごく気になる！」

「分かった。その一回って、風ふう俗ぞくだろ」

　みんな言いたい放題だ。お祭り状態の中、高虎が「気にするな」とキヨイの肩を叩たたいた。

「ほぼ童貞でも大だい丈じよう夫ぶ。現実のセックスがどうとか、奔ほん放ぽうで過激な性経験のあるなしより、こういうのは妄想力が逞たくましいやつの勝ちだ。顔射も、パイズリも、潮しお吹ふきも、妄想の産物と男のロマンを詰つめ込んだ誇こ張ちよう表現にすぎない。ほぼ童貞のお前にしかできない、ほぼ童貞らしい欲望[image: 迸]ほとばしる妄想で、男心と股間をがっちり摑つかめ！」

　ほぼ童貞、を三回も言われてしまった。

「えと……、は……はい……」

「頼たのんだぞ、コリス」

　周りの編集部員たちは「モテそうなのに」「貴重な一回の相手はだれ、いつ、どこで」と沸きっぱなしだ。

「……あの、コリスじゃなくて来栖です」

　周囲の騒さわぎに搔き消され、キヨイの声は高虎に届かない。

　そんな中で阿久津だけは、冷やかす意味合いのツッコミもなくクールだ。

「こんなかんじの編集部だけど、みんな気さくだし、すぐ慣れるよ」

「はい」

　最初は呂ろ律れつが回らないほど緊きん張ちようしていたけれど、阿久津が言うとおりのようでほっとした。

　職場での人間関係の大切さと難しさを痛感したから、今度はもう失敗したくない。

「前んとこでは取材もやってたんだよな？　記事はライターさんに振ることもあるけど、うちは基本、編集兼けんライターって考えでやってる。ま、ライターっつっても、うちの読者さんが見たいのはあくまでもヌけそうな画えだけどな」

　ははは、と高虎がおおらかな笑い声を上げた。







　いくら記事より写真メインの雑誌とはいえ、その写真を引き立てて興味をそそるキャッチコピーと、簡潔で刺し激げき的な文章を書かなければならない──というわけで、キヨイはさっそく書庫からバックナンバーを引っ張り出してきた。雑誌『アスタリスク』のカラーを理解し、慣れることからスタートだ。

『芸能人のＳＥＸ画像』『枕まくら営業するアイドル』『ハプニングパンチラ祭り』……この辺りはまだ声に出して読めるレベルでも、『感じすぎるＢチク30連発』『生ハメ画像流出』『秘密のオナニー画像』なんてもう、どんな顔で発声したらいいのか、とおかしなことを考えてしまう。

「阿久津さん、次の『アスタリスクＭＸ』のここ、『アイドルのムレムレ股こ間かん』と『ぱっくんウマイ棒』って、中なか抜ぬき文字って指示じゃなかったですか？」

　聞こえてきただけで「ひいいい」と心の中で悲鳴を上げたキヨイだったが、女性の雪菜もシモネタ用語をまったく臆おくすることなく口に出している。

　いつか自分もあんな言葉をぽんぽん言うようになるんだろうか……いや、言えなきゃ仕事にならないのだが。

「ゆ……揺ゆれ乳……、ハメ……ハメ撮どり、フェ、フェ、フェラチ……ォ……」

　手にした雑誌を握にぎりしめつつ、見出しを声に出して読んでみた。生まれて初めて発した言葉ばかりだ。耳まで真っ赤になりながら最後は消え入りそうな声で三つ読んだら、全体力を消しよう耗もうしきって机上に突つっ伏ぷしてしまった。

「コリス、ちょっと」

　ちょいちょいと手招きされ、キヨイは涙なみだ目めを拭ぬぐって高虎の前に立った。

「阿久津は今バタバタしてるから、雪菜が訊きいてきたテキスト指定の件。デザイナーさんに確かく認にんの電話入れて、至急変へん更こうかけさせて……って、できるよな？」

「はい」

　ここへ移る前も雑誌編集の仕事をやっていたのだから、デザインの変更や確認の要領は同じだ。指示を出すときのＤＴＰデザイン関連の専門用語も頭に入っている。

「中が黄色の塗ぬりつぶし、アウトラインがピンクのぼかしで決定してたはずなんで。よろちくび～」

　明るい雪菜のお願いに、キヨイは笑って返す余よ裕ゆうもない。

　デザイン事務所に電話するだけのことなのに、手て汗あせをかくほど緊張する。

　結局、『アイドルのムレムレ股間』と『ぱっくんウマイ棒』の声が電話の相手に届かず二回繰くり返す事態になり、話の流れで『下乳・横乳、魅み惑わくのハミパイ』『お股またパッカン大だい開かい脚きやく』を言わなければならなくなった。

「デザイナーさんがばたばたしてたみたいで、こっちに送信するデータを間違えてたそうです。色校は最初の指定どおりのもので出てくるとのことです」

　問い合わせの結果を高虎に報告して、キヨイは「すみません、ちょっとトイレ……」と席には戻もどらずに編集部を出た。

　アスタリスク編集部があるフロアには、他ほかの編集部があとふたつ入っている。共同で使う会議室や備品庫もあり、どこを通ってもだれかがいて、キヨイは結局エレベーターに乗り込んで屋上へ向かった。

　屋上は昼休みになると軽く運動できるスペースになっていて、社員のみ立ち入りが許されている場所だ。そこにもだれかいるかもしれないけれど、狭せまい空間じゃない分、他人の存在はそれほど気にならないだろう。

　エレベーターが最上階に到とう着ちやくし、息苦しく狭い箱を飛び出して屋外へ続く扉とびらを開けた。

　十月に入って秋晴れの空の下、屋上に吹く風は少しひんやりとしている。火ほ照てった頰ほおにはその冷たさが気持ちよくて、ひとつ、ふたつと深呼吸したらちょっと落ち着いた。

　フェンス越ごしに見える街並み。この周辺にショッピングモールなどの派手な施し設せつ、高層のビルはない。古い建物が多く、ちょっと路地裏を歩けば古民家があるような町だ。

「はぁ……」

　金かな網あみに指を引っかけて、そこに額を押しつける。吐はいたため息は、冷たい風がどこかへ攫さらっていくけれど、胸きよう懐かいの澱おりはそこでもやもやと残ったまま。

　思わず、編集部を飛び出してきてしまった。これまで触ふれることがなかった世界にいきなり飛び込んで、しかもそれが濃のう厚こうときている。

　目を閉じると悪わる酔よいしたみたいに、雑誌の誌面が頭の中でぐちゃぐちゃにミックスされる。

　これまでは、性的なものや猥わい雑ざつな世界から隔かく離りされたように生きてきた。

　女の子は怖こわい。もちろん個人差はあれど、見た目のか弱さ・清せい楚そさからは想像もつかないような、いやらしさ・どう猛もうさを持った生き物だとキヨイは思う。

　さっき話題に上がった、キヨイにとってのたった一度の性体験は高校一年になったばかりの頃ころ、なかば強ごう引いんに女の子にのっかられてしまったというもので、そのときの肉食系女子に対する恐きよう怖ふ心と嫌けん悪お感かんが現在のキヨイに少なからず影えい響きようしている。

　それ以降、女の子とふたりきりなんてシチュエーションになる前にキヨイが逃にげ出すので、恋れん愛あい経験は皆かい無む。ほぼ童貞のまま二十五歳になってしまった。

　これじゃいけないと思う。人並みに性せい欲よくだってある。独りが好きなわけじゃないし、恋愛をしないで死にたくはない。

　だけどキヨイにはもうひとつ、高いハードルがあるのだ。

　ポケットの中でスマホがブルブルと振しん動どうし、キヨイはハッとした。

「やば……忘れてた」

　メールを送る約束を、朝のトラブルですっかり失念していた。スマホをチェックすると予想どおり、兄からの安否を確認するメールだ。タイトルも本文も『大丈夫か？』。早く返信しなければ、次は電話がかかってきてしまう。キヨイは高速で返信文を綴つづった。

『ごめん、ばたばたして忘れてた。今日も無事に出勤してるよ。異動先のファッション雑誌の編集部はいい人ばかりだし』

　暗あん黙もくの日課として、同居する兄に出勤完かん了りようの旨むねをメールで伝える。

　送信しました、とディスプレイに表示されるのを見届けて一分も経たたないうちに返信がきた。『メールが来ないから心配した。無事でよかった。仕事がんばれ』──笑え顔がおの絵文字が入った返信内容にほっとため息をついて、再びポケットに戻した。

　噓うそなんかいくらでもつけるのに。こんな確認になんの意味があるんだろう、と思う。

　噓をつく罪悪感はある。でもこの噓はすべて、異常な心配性しようの兄のためだ。

　真実なんか報告できない。通勤の電車内で痴ち漢かんに遭あったこと、エロ犬にマウントされたこと、異動先の編集部はエロが濃こすぎて気分が悪くなってしまったことも。異動理由なんて話してしまったら、そんな職場は今すぐ辞やめろと言われてしまう。

「……箱入り息子むすこ状態なのがいちばんいけないんだ」

　もうひとつの高いハードル──それは、キヨイの血の繫つながらない兄の存在だ。

　城しろ崎さき詠えい。キヨイの三つ年上の二十八歳で、二年前までゲイビデオの男優をやっていた。

　兄がそんな経歴を持つようになった理由は、ひとえに城崎家の家庭の事情によるものだ。

　元々は両親の再さい婚こんによって家族となった詠とキヨイだが、詠が高校三年、キヨイが中学三年のとき、両親が交通事故で亡なくなった。保険金は小さな会社の借金と従業員の給料、退職金に消えてしまい、詠は苦く渋じゆうの末に自分の体を犠ぎ牲せいにして家計を支える道を選んだのだ。詠が高校を卒業してからＡＶに出演して稼かせいでいた八年もの長い間、キヨイはその事実を知らずにいた。高校と大学進学の際も「保険金で賄まかなえる」と聞かされていたからだ。

　キヨイが兄の職業を知ったのは、二年前に男優の仕事を辞めて、現在のＡＶのシナリオライターに転向したときだった。そんな苦労を兄ひとりにさせていたとは思いもせず、何不自由なく過ごしていた八年間を詫わび、感謝して、これからは兄弟で助け合っていかなければ──そう思ったのも本心だけど、詠はキヨイが困るほどのブラコンで、今やそれが重じゆう症しよう化している。

　キヨイは昔から変態に付け狙ねらわれるなど、そういう方面でどうもトラブルが絶えない。

　小学校低学年の頃、キヨイは一度だけ車内に引き摺ずり込まれるという誘ゆう拐かい未み遂すいに遭った過去がある。無傷のまま保護されたものの、それまでも危なげな弟を護まもっていたつもりの詠は、ひどくショックを受けたらしかった。以降、「キヨイは俺が護る」と詠はますます用心棒のごとくついて回るようになった。

　両親が亡くなってからは、親代わりにと奮ふん闘とうし、キヨイが成人して社会人となった現在もその気き概がいが抜ぬけず、今や、護るというより監かん視しに近い状態だ。

　詠の思いは理解できるし、これまでのことを申し訳なく感じる気持ちから、キヨイは偏へん執しゆうともいうべき兄弟愛をこれまでまったく拒きよ絶ぜつできなかった。

「でももう、それを言い訳にしたくない……」

　詠の愛情がわかっているから、キヨイも詠を心配させないように、安全で真っ当な道を選んできた。けれどそれを優先しすぎたために、逃のがしてしまった経験や出会いがいくつもあった。

　でももう二十五歳なのだし、過か酷こくな環かん境きように身を置くことも必要だ。

「慣れるしかないんだよ。そうだよ。性は人間の本能で普ふ遍へんのものだ。生せい殖しよくと繁はん栄えいを忘れるってことは生きる気力を失うのに等しいんだ。エロスは今を生きるためのエナジーだ」

　ぶつぶつと言い聞かせるように唱えていたら、ぱこんと後頭部を叩たたかれた。

「さっそく尻尾しつぽ巻いて逃とう亡ぼうか、コリス」

「編しゅっ……たか、高虎さん」

　振ふり向いたらそこに立っていたのは高虎で、丸めた雑誌でぱこぱこぱこっと三回はたかれた。

「俺はな、困難や面めん倒どう臭くさいことから逃げるやつがいちばんキライなんだよ」

「逃げてませんっ、ちょっと休きゆう憩けいです……！」

「お前、トイレっつったろーが。休憩はうちでは十分って決まってんだ」

　ぱこぱこ、と二回追加され、キヨイは唇くちびるを歪ゆがめながら「すみません」と項うな垂だれた。

　伏ふせていた瞼まぶたを上げると、高虎と視線が絡からまる。

　熱を帯びる強い力の宿った眸ひとみだ。触れられていないのに心臓をぐっと鷲わし摑づかみにされた心地ここちがして、キヨイは肩かたを少し緊きん張ちようさせる。

「泣いてんのか、お前」

「違ちがいます」

　否定した次の瞬しゆん間かんには、高虎の指が眦まなじりに触れていた。あっという間のことで、顔を背ける暇ひまもない。

「噓つけ」

　高虎の人差し指の第一関節が、キヨイの涙なみだで濡ぬれている。

「近ちか頃ごろの若い奴やつはすぐ泣く」

「…………」

　豆とう腐ふメンタルを責められている気がして、高虎の視線から逃げるように目線を下げた。

「ま、いいんじゃねーの？　それですっきりするならな」

「ちょっと涙が滲にじんだぐらいで、泣いたなんて言いません」

　本当にそう思ってるから言ったのに、高虎は目を丸くしたあと「はは」と笑い声を上げた。笑われている理由が分からなくて、口を引き結んだまま高虎をじっと窺うかがう。

「そんだけ負けん気ありゃいいよ。なんだ、見た目は小動物みたいにしてるけど、案外中身は違ったりしてな」

　でも高虎くらい上背があって筋骨が逞たくましそうな男からすると、百六十二センチで成長が止まってしまった上に奥行きのない薄うすい体型のキヨイは、小動物に思えるのかも。

　目め尻じりを下げた高虎の優やさしい笑い方がいいな、と見とれていたら、急にその表情が険しくなった。なんだろう？　と目を瞬またたかせると、高虎はふいと視線を逸そらして、首のうしろをがりがりと搔かいている。そんな場面ではないはずなのに、照れているように見えるのは気のせいか。

「……？」

「あー、だーから、……そんなうるうるした目で見んなって。なんかざわざわする」

「え、あ、すみません」

　ごしごしと目を擦こすって再び高虎を見上げたら、天を仰あおいで「がっ」と妙みような声を上げた。

「それ分かってやってんの？」

「何をですか？」

　慌あわてた口調でそう言われても、何を指し摘てきされているのか見当が付かない。

「分かんねぇのかよ。むらむらしてくるって言ってんだ！」

　思わず一歩後退して高虎の股こ間かんを思いっきり凝ぎよう視ししてしまう。

「おいっ、どこ見てんだよ。見るな。勃ぼつ起きするだろ」

「ぼっ……」

　驚おどろいて、あらぬ方向へ顔を背ける。何もしてないのに勃起する現象なんて理解できない。混乱しながらも頭の中には、後藤編集長のあの言葉が蘇よみがえった。

　──その気がないなら、誘さそうような目つきで、顔で、俺を見るな！

　普ふ通つうに見ているだけなのに、他人にはそう映らないのかもしれない。

　目のやり場に困っておろおろしていたら、ぶはっ、と高虎が噴ふき出すのが聞こえて、控ひかえめに視線を戻もどした。

「コリス……お前、素す直なおだな」

「え？」

　高虎はにやにやむふむふと楽しそうに笑っている。

　からかわれたのだろうか。身の置き所がなくて、どんな顔をしていたらいいのか困こん惑わくする。

「俺は、前んトコでのコリスの仕事ぶりがどうとか、そんなのはどうでもいいんだ。アスタでのお前を、俺は見る。他人が下した評価をふーん、って聞きはしても、俺が判断するための参考にはしねーよ。そもそも前の編集部とうちじゃ畑違いだ。どんな立派な記事書いたとか売上伸のばしたかすら関係ない。もしもお前が、知らないジャンルだから、で終わらせるなら、どこ行ったって結果は同じだ」

　力強い高虎の言葉に、キヨイは目を見開いた。

　豊満なおっぱいグラビアを見て「この柔やわらかそうなとこ、トゥルンとしゃぶりたいね」なんてエロ発言したのと同じ人だろうか？

「……なんだよ。なんか返す言葉はないのかよ」

　トーンの下がった声で問われてはっとした。話している人の顔をついじーっと見てしまうのは癖くせで、これじゃあまた高虎を「見るな」と苛いら立だたせてしまう。

「終わらせるつもりはないです」

「見返してやろうって思わないのかよ。俺はむかつくんだよ、ああいうの。後藤さんは昔っからクセ悪いって一部の人間は知ってる」

「…………」

　やっぱり、後藤編集長があることないこと吹ふい聴ちようしたのだろう。それでも、権力者のそれを真に受けず自分の目で見て判断する、と言ってくれた高虎に男気を感じて、キヨイは再び胸の奥のほうをぎゅっと摑つかまれた気がした。

「あの、ここで……アスタで、仕事で、がんばりたいです。あ、あ、ああいうエ、エッチなものにいちいち動どう揺ようしないように、免めん疫えきつけなきゃって思います」

「免疫。言ったな」

　傲ごう岸がんな顔つきで確かく認にんされ、「はい」と語気を強めて頷うなずいた。

「ジュースでも飲むか？」

「……お、おごりですか」

　前の上司にも言ったことのない冗じよう談だんを思い切って口に出したら、高虎は「ふん」と笑ってくれた。

「あたりまえだろうが。俺は子供とレディとかわいこちゃんには優しいんだ」

「え？　おれはそれの、どこのカテゴリー……」

「そりゃあ、かわいいコリスちゃんカテだろ」

　ばんばん、と肩を叩かれ、頭をわしゃわしゃされながら「コリスじゃないです、来栖です」との反論は、やっぱり高虎には届かないようだった。
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　人間は順応する。どんなに過酷な環境に身を置こうとも、そこでしか生きられないとなれば、自分が慣れることを身体からだが自然と選ぶのだ。

「キヨイは『制服を脱ぬいだアイドル』の企き画かく、四ページ。アイドル二十人の名前とその写真に合ったキャッチコピーつけて、見開きでレイアウトする。キャッチは最長で二十文字、なるべく短文でインパクトあるやつな」

「はい」

　高虎から毎日繰くり出されるのが、キャッチコピーノックだ。最初は使えないキャッチばかりで、駄だ目め出だしの連続だった。実際、まったく使ってもらえない状態が数日続いて、ようやくひとつにＯＫを貰もらったときは嬉うれしくてガッツポーズしたくらいだ。

　記念すべき初採用キャッチコピーは『果か汁じゆうあふれちゃう♥フルーツ爆ばく乳にゆう』。ちなみに、ＮＧをくらったのは、今振り返っても「ごめんなさい」と謝りたくなる出来だった。

「なんじゃこりゃ。『好景気、上向きおっぱい』……お前の個性を出せとは言ったが、だれが経済の話しろっつった？　やり直し」

「うーん……『セキュリティー甘過ぎ股間』……セキュリティー……」

「『モザイクかけたいおっぱい』……このキャッチをかぶる女の子の気持ちになってみろ」

　がんばったのは分かるけど求めてんのは成果と結果、と言い切る高虎に「いいね」と言ってもらいたい。だから何度駄目出しされても、次こそ、と必死だった。

　いちばんの参考書である『アスタリスク』のバックナンバーを兄と同居する自宅には持ち帰れないので、終電間ま際ぎわまで編集部に残る日々。帰宅の電車に揺ゆられながら、ご飯を食べながら、風ふ呂ろに浸つかりながら、寝ねる寸前までキャッチコピーを捻ひねり出した。

　異動から二週間あまり、そのおかげで刺し激げき的な写真にはだいぶ慣れた。

　記事を大きく上回る大きさの写真と、それに合わせて書かなきゃならないキャッチコピーがとにかく多い。その傾けい向こうを見てみると、男心を煽あおるエロティック重視なものだけでなく、ちょっと噴き出すおもしろ系のものもあったりして、キヨイはひとりで「なるほど」「うまい」「？？？」と表情を七しち変へん化げさせつつ分ぶん析せきしたのだ。

　キャッチコピーはだいたいひとつにつき十文字程度。二十文字までいくとレイアウトの関係で文字が小さく圧縮されて二行から三行になってしまい、情報は盛れるけれどインパクトに欠ける。

「似たような写真が多いし、キャッチ捻り出すのって案外たいへんだろ」

　隣となりの阿久津がパソコンのディスプレイに目を向けたまま、キヨイに声をかけてきた。阿久津はキヨイの教育係として面めん倒どうを見てくれている。

「そうですね……流行語や既き存そんタイトルをもじるとか、時事ネタ、パロディは、つねに外に向けてアンテナ張ってないと乗り遅おくれるなぁって……テレビを見る目も変わりました」

　手帳とスマホには、思いついた言葉やネタになりそうなものを書き込んでいて、そろそろ何かに纏まとめないといけない。

「キヨイちゃん、意外と根こん性じようあるよね」

　雪菜がスティック状のチョコレート菓が子しをぽりぽりと食べながら、手帳とスマホに顔を突つっ込んでいたキヨイに向かってにこりと笑った。

「初日は蒼そう白はくになっちゃって、『これヤバイんじゃない？』ってかんじだったけど。喜多さんの分をカバーするために阿久津さんは校こう了りよう前に五日間泊とまり込みのほぼ徹てつ夜や状態だったし、ここでキヨイちゃんがギブアップなんてシャレにならないもん」

「文字にするのはだいぶ慣れたんですけど、まだ口に出すのは憚はばかられて……」

　電話口だと背中が汗あせで湿しめるほどだし、目の前にいる編集部員が相手だと耳までかっと熱くなって、つい声が小さくなる。そうすると、相手が高虎だった場合は「は？　なんだって？」と聞き返され、『このままイッちゃいそう』とか『おっきいけど咥くわえちゃう』を三回連続で言わされたり。しかもわざと聞こえないふりをしていたことなんか何回もあった。

「高虎さんのセクハラにも耐たえて」

　お気の毒、と眉まゆ尻じりを下げる雪菜に、高虎が「ばっかやろう」と笑っている。

「セクハラじゃねーよ。いちいち動揺しないように免疫つけなきゃって、コリスが言ったんだ。俺なりの強化訓練だよ」

「高虎さんはちょっと楽しんでるフシもありますよねぇ。キヨイちゃんが『イ……イッちゃいそう、です』って息も絶え絶えな声で言ったとき、口開いてましたよ。キヨイちゃん気をつけてね、高虎さんゲイかもだから」

「えっ？」

　雪菜のリークに、雪菜の隣の天利が「そうそう。職しよく業ぎよう柄がら、お店の女の子からめちゃくちゃモテるくせに、ここの編集長になってから本命がいるって話聞いたことない」と付け加えた。

「おーい雪菜、天利、本気にするからやめろ。そいつ素す直なおすぎて冗談通じないんだぞ。それに、本命がいないからゲイってどういう了りよう見けんなんだ」

　キヨイは驚おどろきで目を瞬またたかせていたけれど、高虎本人によってすぐにそれは否定された。それでも雪菜が笑って続ける。

「ゲイとニューハーフにも超ちようモテるじゃないですか。先月の校了明けで飲みに行ったときも、ニューハーフの人たちに囲まれちゃってたいへんだったんだよ。おいしそうなカラダ～ってべたべた触さわられてて、それを端はたから見てたらおっかしくて」

　だからといって、本人がゲイとの結論にはならない。たんにゲイにモテる体型なんだろう。

「雪菜ちゃ～ん。俺が股こ間かん触さわられて吃驚びつくりしてるときも、キミは楽しんでたわけね？」

「まさに陵りよう辱じよく！　ってかんじでしたよ。写メってＳＮＳで拡散させようかとちらっと考えましたけど」

「キミが良識ある一児の母でよかったよ」

　そこへ外出先からサトルがばたばたと戻もどってきた。

「ちょいちょいちょい、時間ないんだわ。『変わり四十八手』企画のイラスト用のポーズ、いくつか撮とらせて」

　慌あわてた様子でバッグを肩かたから下ろすと、やにわにカメラを取り出し「阿久津くんと、キヨイくんでいーや」と指名された。訳も分からずキヨイも立ち上がる。

「あ、３Ｐもあるから、あともうひとり……」

　天利は電話に出たところで、全員の視線が編集長である高虎に向けられる。

「いいよー。何、どんなん？」

「仰ぎよう臥がした女の子の肩を頭の方からひとりが押さえて、もうひとりは正常位でインサートを、ちょっと突とつ飛ぴなアングルでやりたいんですよね」

　キヨイちゃんがんばれー、と雪菜に手を振ふられて、やはり状じよう況きようが吞のみ込めないままキヨイはこくこくと頷いた。

　丸めて隅すみに立てかけてあったヨガ用マットを、阿久津が書庫の出入り口あたりに広げている。

「キヨイ、ここに寝て」

「え、あ、はい」

　高虎に手招きされて、「靴くつ脱ぬいで」と指示され、そのヨガ用マットに座った。

「……何するんですか？」

　サトルが帰社したのと同時にちょうど電話が鳴ったのと、話を聞いていなかったため、この段階でキヨイは何が行われるのか分かっていなかったのだ。高虎と阿久津を見上げるキヨイに、ふたりはどちらもギクリとしたように見えた。

「聞いてなかったのかよ。イラスト用のモデルになるってこと」

「イラスト？」

「サトルが担当してる『アスタリスクＭＸ』の突とつ発ぱつ企き画かくものに使うやつだよ」

　高虎の説明の続きを、その担当であるサトルが引き継ついだ。

「ちょっと変わったシチュでやるのがコンセプトの『変わり四十八手』。イラストレーターさんにカラミのポーズ説明したんだけど、欲しいアングルがよくわからないって言われてさ。写真送ったほうが、言葉で説明するより早いし正確だろ」

　キヨイは、みるみる表情を強こわ張ばらせた。ようするに、エロいポーズで写真に撮られる、というわけだ。

「えっ、えっ、噓うそですよねっ」

「何が噓だ。編集者あるあるだろーが」

「今までそんなの一度もっ！」

「そりゃあビジネス雑誌に四十八手は載のってなかっただろうけどな。さっさとヤルぞ」

　ひ────っ、と悲鳴を上げそうな口を両手で覆おおうと、阿久津にうしろから肩を摑つかまれ、ヨガ用マットにコロンと押し倒たおされる。

　口から両手を外せないで瞠どう目もくしていると、高虎が足元に跪ひざまずき、キヨイは両りよう脚あしを抱かかえ上げられてしまった。

「脚は？」

「キヨイくんの右脚は肩に引っかけですね、左脚はがばっと開くかんじで」

「俺は肩を両手で押さえとくかんじでいいんですかね」

「そうそう。で、阿久津くんの目線はキヨイくんの股こ間かん部分ね」

　信じられない会話がキヨイの頭上で飛び交かっている。人前ですることなどあり得ない卑ひ猥わいなポーズを強要されて頭の中は真っ白だ。

「キヨイくんは、右手を軽く口元に。もう片方の手は阿久津くんの左手を外そうと抵てい抗こうしてるかんじで」

「ほら、早く」

　高虎が上から覗のぞき込んできて、そう急せかした。真正面から覆い被かぶさってくる高虎はまるで飢うえた猛もう獣じゆうみたいで、体温を間近に感じるし、存在感がめちゃくちゃリアルだ。

　本当に何かされるはずはないのに、キヨイの心臓はばくばくばくと早はや鐘がねを打っている。

　じわっと眸ひとみが濡ぬれて、キヨイはおそるおそる口を覆う手を外した。

「お、まえっ……、雰ふん囲い気き作りすぎ！」

　なぜか高虎が怒おこっている。雰囲気作りすぎの意味が分からない。

「ど、どうしたら」

「だから、右手は口の辺りで、左手は阿久津の手を摑んで」

　もたもたしていたので、高虎からそれぞれの位置に手を導かれた。

　がちがちに緊きん張ちようした状態で、ぐっと腰こしが持ち上がった。押さえられた肩に体重がかかって痛い。地味な苦痛に表情が歪ゆがむ。

「ううっ」

「ちょっと力ちから抜ぬけ、キヨイ。まな板みたいになってんぞ」

「だ、だって」

「こんながちがちでセックスするやつがいるか！」

「だ、だってちゃんとしたことないっ」

「あ……くそ、いったんちょっとリラックスしろ。ほら、深呼吸」　>>>♥

　高虎に言われたとおりに「すー、はー」と深呼吸する。これ以上もたついてはみんなに迷めい惑わくをかけてしまうので、頭の中では元素記号の周期表を唱えた。

　やっとポーズが決まったところで、サトルがいろんな角度からデジタルカメラに収めていく。

「……おい、キヨイ、目ぇ閉じんな」

「え？」

　瞼まぶたを上げたら、ぼやけた視界の中で高虎は怒ったような、困ったような表情だ。でもこの体勢のせいでその顔つきが性的に見えてしまうし、高虎の体温や息使いを間近に感じて首筋がぞわわっと粟あわ立だってしまう。

　てきぱきと撮さつ影えいしていくサトルが途と中ちゆうでときどき、うーんと唸うなった。

「キヨイくん……なんか、……むちゃくちゃエロいんだけど」

　デジタルカメラの画面を覗いていたサトルが、おもむろに口を開いてそんなことを言う。

　身体からだを起こして、撮られた写真を覗き込み、キヨイ自身も頭がカッと滾たぎった。

　シャッターを押した瞬しゆん間かんの偶ぐう然ぜんとはいえ、薄うすく開いた唇くちびる、上気した頰ほお、涙なみだで濡れた眸は、抗あらがえない快楽にとろりと蕩とろけているように見えなくもない。

　おそるおそる高虎と阿久津を窺うかがうと、ふたりともごくりと喉のどを鳴らしていた。







　挿さし絵え用のポーズをさんざん撮影したあと、高虎が「ちくしょー、今日は飲みにいくぞ！」と脈みやく絡らくもなく宣言し、急きゆう遽きよキヨイの歓かん迎げい会かいを開かい催さいすることになった。

　土曜日の夜、本郷三丁目駅近くの居酒屋は二十時をすぎて満席の混こみ具合だ。アスタリスク編集部員が全員揃そろって、畳たたみ敷じきの座ざ卓たくをぐるりと囲んだ。いつもは退社している時間の雪菜も、歓迎会だから、と一時間だけ参加してくれている。

　店に入る前に兄の詠に、突とつ如じよ決まった歓迎会の報告メールを送信すると、すぐに『終電には遅おくれるなよ』との返事が来た。

　ちょっと前までは、飲み会が終わりそうな時間に店の前で待たれることもあったので、「上司や同どう僚りようの目があるから家で待ってて」とお願いし、やっとそれを守ってくれるようになったのだ。

「これが飲まずにいられるか」

「もれなく全員が、男に欲よく情じようしたんですもんね」

　宴えん会かいの話題の中心は、今日の挿絵用のカメラ撮影の件。

　あの撮影のあと、電話を終えた天利も、撮られた画像を見て絶句していた。

「そこらの女性よりエロかったのは気のせいかな」

　唸る天利に雪菜が「わたしを目の前にして言うっ？」と頰を膨ふくらませている。

「気のせい気のせい」

「高虎さんがいちばん気のせいに見えなかったけどな～」

　にやにや笑う雪菜を、高虎が半眼で睨にらんだ。

「うふふ。しかたないですよ、キヨイちゃん、うるるんお目々もかわいいし。その涙なみだ袋ぶくろも天然？　女子はメイクで盛ってんだよ？」

「涙袋をお化け粧しようでつくるってことですか？　どうやって？」

　雪菜がメイク道具を出し、「このアイシャドーを～ここに塗ぬって～」とキヨイの下瞼に『涙袋メイク』を施ほどこした。

「わ～ますますぷっくりして見える。キヨイちゃん、かーわいい！　チークも塗ったげようか？　オレンジとかマジ似合いそう～」

「や、さすがにそれはいいです」

「じゃあ薄いピンクのグロスだけ塗ってあげる～、ていうか塗らせて！」

「グロスってあの天ぷら食べたあとみたいになるやつですよね」

　雪菜とキャイキャイしていたら、生ぬるい気持ちで見ていたらしいサトルが、「まるできゃっきゃうふふ～な女子高生を見ているようだ」と呟つぶやいた。高虎と阿久津と天利は、ぽかんとして言葉を失っている。

「お、俺がオカシイんですかね……キヨイが女に見えるってわけでも、見み間ま違ちがうはずもないんですけど……骨格も声もまごうことなき男だし」

「だからこれを、女子高生を見ている、よ、う、だ、以外にどう直ちよく喩ゆしろっていうんだ」

　困こん惑わくしつつ見守っている阿久津とサトルの前で雪菜から唇にグロスを付けられて、そのべたべたとした感かん触しよくにキヨイは「女性はこの状態でモノを食べるんですか？」と戸と惑まどった。べたつくグロスの主成分はいったいなんなんだろうかと、思わずパッケージの成分表を確かく認にんしてしまう。

　ぺちんと後頭部をはたかれて振ふり向くと、高虎が「お前も飲め」とビールを差し出してきた。

　唇の上でねとねとする感触が落ち着かない。思わずグロスを舌で舐なめ取った。いちごの匂においに反して無味だ。

「あの、すみません、あんまり飲めないので少なめで」

「…………」

　席がしん、となり、「少しでもお酒を断るのはまずかったのか！」と見回したところ、男性全員が揃ってそっと目を逸そらしている。

「お前……たった今フェラしてました、みたいに唇くちびる舐めるとか超ちよう絶ぜつにエロすぎる！」

「フェッ……」

　頰まで真っ赤になって、「ごめん雪菜ちゃん、グロス取らせてください」と懇こん願がんした。

　擦こすり落としちゃだめよ、と雪菜に咎とがめられ、クレンジングシートで子供にするように口元を拭ぬぐわれている間、キヨイの背後で高虎が「ざわわする、ざわわっ」とぶつぶつ言っていた。

　それから子供を迎むかえに行く時間が迫せまった雪菜が先に退席し、高虎が仕切り直しの乾かん杯ぱいの音おん頭どを取った。

　乾杯、とグラスを合わせて、空いたグラスに再びどぼどぼとビールが足される。

「雪菜ちゃんは帰ったし、ここからは野や郎ろうどもだけで飲むぞ！　お前も飲め」

「だからおれはお酒はあんまり……」

　さっきから訴うつたえているのに聞く耳なし。

「ああん？　だいたいお前が無む駄だにエロ気を振りまくからおかしな空気になったんだろうが」

　それはとんだ言いがかりだ。でも自分の歓迎会なのだし、これまでにお世話になったことや、これからも迷惑をかけたり、いろいろと指導してもらうことを考えたら、少しくらいはお付き合いすべきだよなと、社会人らしい決意でもって頷うなずいた。

「ほんとにアルコールに弱いんで」

「なんだよ、吐はくのか」

「吐いたりするまで飲んだことないです」

「じゃあ大だい丈じよう夫ぶだ」

　何が大丈夫なのかぜんぜん意味が分からない。

「ビールが苦手なんじゃない？　サワーとか飲めば？　カクテルもロングとかタンブラーだとアルコール度数低いし。ほら。☆の数で度数が示してある。星一個のだったらほとんどジュースだよ」

「え、そうなんですか？」

　兄の詠から「カクテルは危険だから駄だ目め」と言われていたので、試ためしたこともなかったのだ。それに、前の編集部の人たちは無理にお酒を勧すすめてこなかったのだけど。

「……じゃあ、スプモーニ、で。アルコール薄めにってできますか？」

　軽い気持ちのこの一いつ杯ぱいが発ほつ端たんで、このあとどうなるかなんて、もちろん予想だにしなかった。

　残ったメンバーでメインに上がった話題は、九月末頃から仕事を休んでいる喜多のことだ。キヨイも気になっていたので、みんなの話に耳を傾かたむけた。

　話によると、喜多は『アスタリスクＭＸ』に掲けい載さい予定になっている某ぼうアイドルの写真と取材データをすべて持ち出したまま出社せず、行方ゆくえ不明になったというのだ。

「それで、いまだに連れん絡らく取れないんですか……」

「携けい帯たいも圏けん外がい。自宅を訪ねたけど帰ってないようだった。実家にも連絡一本ないみたいで……ご両親も心配してる」

　高虎の深刻そうな顔に、キヨイも表情を険しくした。独り暮らしのいい大人を金銭目的で誘ゆう拐かいなんてことはほぼないだろうけど、不ふ慮りよの事故に遭あって……なら可能性として考えられる。

「べつにヤバイネタとかじゃなくて、アイドルのグラビア写真と取材データだから、何かの事件に巻き込まれたとかはないと思うけどな」

　高虎が「ちょっとトイレ」と立ち上がった。

　賑にぎやかに盛り上がっている他ほかの客たちの間を抜ぬけ、高虎の姿が見えなくなるのを待ったようにして天利が口を開いた。

「でも、締しめ切りまでにデータ取り戻もどさなきゃ……それはそれでヤバイよな」

　天利の言葉に、サトルと阿久津が頷いた。事情を知らないキヨイは三人に目を走らせる。

「そんな大切なデータなんですか？　掲載が近いものなんですか？」

「次の増刊のやつ。Ｇ社の今年売り出し中の新人グラビアアイドルで、こっちからオファーして、どうにかスケジュール入れてもらったやつなんだ。特集ページ組んで、これまでになく肌はだの露ろ出しゆつのある写真だし、Ｇ社事務所も本気で勝負かけてる。そのデータをごっそりなくしました……じゃ顔向けできない」

　阿久津の説明を聞いて、予想以上に穏おだやかじゃない話だったんだと、キヨイはやっと理解した。

　Ｇ社所属のタレントにスキャンダル絡がらみで関かかわったことで、仕事を干されたり潰つぶされたりした芸能人は多数いる。強ごう引いん・ごり押しな売り込みで幅はばを利きかせているらしく、あらゆる面で敵に回すと厄やつ介かいだと噂うわさされている芸能事務所だ。

「じゃあ、データが戻ってこなかったら……どうなるんですか？」

「あっちの事務所が黙だまってないだろ。編集長の首が飛ぶか、最悪は雑誌廃はい刊かん……そういう圧力かけてくると思うよ。なくしましたごめんなさい、ですむ話じゃないからな」

「そんな……」

　部下が勝手にやった不始末なのに、編集長という立場で責任を取らなきゃいけない。そういうものだと分かっているけど、そんなの理り不ふ尽じんだと言いたくなる。

「何も持ち逃にげすることないだろうにな。足が付くんだから、転売できるわけでもなし」

「大事なデータを持ち出すことで、自分の立場を守ろうとしたのかも」

「持ち逃げしといて守れるわけねーべ」

「うん、だからそれだけ普ふ通つうの精神状態じゃなかった、ってことかなって。失しつ踪そう前、ちょっと鬱うつっぽかったし。でもほら、一度病院行ってみれば？　とはなかなか言えないからさ」

　天利、阿久津、サトルはそれぞれの見解を言い合い、最後に阿久津がため息をついた。

「喜多は元来まじめな男なんだ。締め切り間ま際ぎわには戻ってくると思う。……って、そう信じるしかないんだけど」

　高虎さん戻ってきた、とサトルが目配せする背後から、オーダーしていたカクテルがタイミング良く運ばれてくる。

　キヨイにとっての初カクテルに託かこつけて、全員で再度グラスを合わせた。

「あ、……ほんとだ。ジュースみたい。おいしいです」

　阿久津から「イケんじゃない？」と二杯はい目を勧められ、どうかなと思いつつも、仕事の話を交えて場の雰ふん囲い気きが盛り上がってきたこともあり、「じゃあもう一杯」と違ちがうカクテルをオーダーした。それから勝手に追加された三杯ばい目を飲んだ辺りで……。

「キヨイ？」

　なんだかふわふわする。身体からだが生クリームの海にでも浮ういているような心地ここちだ。

「おい、キヨイ、大丈夫か？　急にきたな」

　右から高虎の声が聞こえて、ゆらゆら揺ゆれながら、ふにゃふにゃの首をよいしょと起こした。

「はぁい……」

「………………」

　目の前にいるのは高虎のはずだけど、なんだか瞼まぶたが重くて、人の位置も、形も色もちゃんと認識できない。

「たか、高虎さ……どこ？」

　手をぱたぱたと前に動かすと、「ここだ」と握にぎられた。その温かさに、ふにゃりと頰ほおが緩ゆるむ。

「なんか、ちょっとー……酔よった、かな……」

　ぐらりと傾かしいだ感覚があって、もうこのまま横になってしまいたいと思ったら、温かくて逞たくましいものに身体を受けとめられた。背骨が抜かれてしまったみたいに、身体がぐにゃっと崩くずれる。キヨイ大丈夫か？　と、とても遠くから声が聞こえた。

「た、高虎さん、……キヨイっていつもこんなふうになるんですかね」

「知らねーよ」

「なんか……いろいろマズイんじゃないですか、この子。前の部署でも編集長といろいろあったっぽいことちょっと小耳に挟はさんだんですけど」

　聞こえてる、聞こえてますよサトルさん、と頭で思うけれど、もう瞼が開かない。

「尾おひれの付いた噂話を真に受けてんじゃねーよ」

「それにしてもほんとにちょっと……」

　ちょっと、に続くのはなんだろうか。

　だらしない？　情けない？　それとも後藤編集長のように「誘さそってるみたいだ」と言われるのだろうか。とんだ言いがかりだ。そんなつもりは微み塵じんもないのに。

　誤解しないでほしいと言いたい。でも、ううん、と唸うなるくらいしかできなくて、ただただ息が苦しい。

「しょうがないな。主しゆ賓ひんが潰れたんじゃだめだろ。そろそろ帰るか」

　高虎の声のあとに阿久津が「俺がキヨイを送ってきます」と申し出たのを、「いや、俺が送ってく」と断っているのが聞こえた。

　それからずるずると引き摺ずられて店を出た。冷たい夜風に吹ふかれて、ぶるりと震ふるえる。寒いのか、と優やさしい声で問われても、やっぱり言葉をなさず唸ることしかできない。

「わりぃ、サトル、タクシー捕つかまえて」

　何かがふわりと背中にかけられ、再び心地よい温ぬくもりに抱だきとめられた。ふにゃりと緩んだ身体をしっかり支えてくれる力強さに、ちょっとの間だけ、甘えてもいいかなと思ってしまう。

「送るっつったけど、キヨイ、うちどこだ？」

「……み、た」

「三み田た？　遠いな。お前、もー今日はうちに泊とまれ」

「……かとら、さん……」

「なんだ」

　すみません、と口に出したつもりだけど、ちゃんと言えたか分からない。

　まるで子供を寝ねかしつけるように、ぽん、ぽん、と背中を撫なでる手も気持ちいい。高虎の見るからに逞しそうな胸は安心できる広さがあって、心地いいソファーの背もたれみたいだ。

「ばか。俺はソファーじゃねーよ」

　どうやら頭で考えたことを口走っていたらしい。高虎が笑っているのが、頭を預けたところの振しん動どうで伝わる。

　自分の骨張った薄うすい胸むな板いたじゃなくて、こんな分厚い胸元に顔を寄せて抱だかれたいと、女性たちは思うかもしれない。

「ほら、タクシーに乗るからな。気持ち悪くなったら言え」

　じゃあおつかれさーん、と高虎が挨あい拶さつするのが聞こえて、すぐにドアの閉まる音がした。西にし神かん田だ、と行き先を告げ、車が走り出してすぐに、ふぅ～と大きなため息が降ってくる。

　迷めい惑わくかけてますよね、すみません、というお詫わびを伝えたいのに、やっぱり口から出るのは短いうめき声だけだ。

「あぶねーあぶねー」

　何がだろうか。何が危ないんだろうか。

「お前、阿久津に喰くわれるとこだったぞ」

　喰われる。喰われる？

「口数が減って、めっちゃギラギラの狩人かりゆうどの目してた。あいつ男も喰うのか」

　骨ばかりごつごつしてて、たいして脂あぶら身みがなくて、どこを嚙かんでも硬かたいのに、と思う。

　そんなことより、髪かみをゆるゆると撫でている、その指が気持ちいい。もっと撫でられたい。

　重くて開かない、と思っていた瞼がふっと上がって、視線の先に高虎の顔を見つけた。高虎の膝ひざ枕まくらで寝てたのか……とタクシーの振動でぐらぐらしながら、じっと見上げる。

　高虎は眸ひとみをぱちりと開いて唇くちびるをぐっと引き結び、次に眉まゆをひそめた。

「お前……」

「……みませ……ん」

「いや、いいけどさ……いいけど……これはマズイよ、ほんと。魔ま性しよう、なんて言ってばかじゃねーかって思ってたけど、あながち間ま違ちがいじゃねーわ」　>>>♥

　魔性。魔性と言ったのは、後藤編集長だろうか。もしかして今、高虎にも誘ってるように映っているのだろうか。もうそのテの誤解は勘かん弁べんしてほしい。

「飲むとますます、だな。お前、マジで他の男と一いつ緒しよに飲むんじゃねーぞ」

「も……のみ、ませ……」

「そうしろ。今日は悪かったな、俺が飲ませたし。こんなふうになるとは知らなくて。あ、運転手さん、そこ左ね。んで、ツーブロック行ったら右、で青い標識んとこで停とめて」

　一緒にいてくれたのが高虎でよかった──ずっと髪を梳すいている高虎の指が気持ちよくて、すっかり安心しきって、睡すい魔まに連れ去られそうになったところでタクシーが停車した。

　降車して、訳が分からないうちに「ここ」と座らされる。

「あの目の前のコンビニで飲み物買ってくるから、ここで待ってろ」

「え、……や、だ……置いてか……」

「お前抱かかえて行けないだろーが。ただの植え込みだから、背もたれはないぞ。うしろに倒たおれんなよ」

　ひゅうう、と夜風が吹き荒すさんで、高虎の支えがなくなった身体はぐらぐら揺れる。でも寒くない。そういえばタクシーに乗る前に高虎が身体に何かかけてくれたんだった、と思い出して、目が開かないまま手で探さぐった。ジャケットのようだ。

　ああ、今日着てたチャコールグレーのやつだ。ポケットにギンガムチェックのパイピングが施ほどこしてあって、「意外にかわいいの着てる」と思った。身ごろが大きくて、薄く香かおるのはハーブ系のフレグランスだろうか。あんまり香こう水すいなんか使うようなタイプじゃなさそうなのに──新しい編集部に配属になってからの短い時間で、無意識のうちに自分が高虎についてあれこれ分ぶん析せきしていたことに気付いてちょっと笑った。

「う……わ、お前何やられてんだよっ」

　高虎の慌あわて声にはっと目を開けて顔を上げる瞬しゆん間かんにびくりとした。左ひだり脚あしにエロ犬がしがみついて懸けん命めいに腰こし振ふりしている。

　エロ犬は高虎によってキヨイから引き剝はがされた。しっ、しっ、と追っ払ぱらわれて、犬は名残なごり惜おしそうな顔つきで数回振ふり向くと、夜の闇やみに駆かけていく。

「油断も隙すきもねーな。お前、犬にまでサカられてんのか」

「……犬……怖こわい」

「もう、さっさと部屋入るぞ」

　面めん倒どう臭くさそうに言われて、「すみませ……」と謝ると「怒おこってねーよ」と怒った口調で返された。いつだって高虎は口調がちょっと乱暴で、「たった今フェラしてました、みたいな唇」とか「無む駄だにエロ気を振りまく」なんて暴言をさくっと投下してくる。でもひどい言い草だと思っても、不思議とそこまでいやな気持ちにならない。

　高虎の部屋に到とう着ちやくしてからも、「靴くつ脱ぬがすぞ」「服脱がすぞ」「冷たいお茶飲め」「寝る前にトイレ行け」とまめまめしく世話をやかれた。どうにかこうにかスラックスを脱ぎ、ベッドに腰こし掛かけて、シャツのいちばん上のボタンと格かく闘とうする。

「シャツ……ボタン……」

「あーもう、俺がやってやる」

　シャツのボタンすらまともに摘つまめなくてまごまごしていたら、苛いら立だった声でそう言われた。

　ぷちぷちと外されていくボタンを虚うつろに見ていると、高虎が「……っが！」とよく分からない雄お叫たけびを上げた。声に驚おどろいて少し大きく開いた目で高虎を見上げれば、ぎりっと歯ぎしりが聞こえそうなほど奥歯を嚙んでいるようで。

「くそっ、いちいちエロいな！　もうこのまま寝ろ」

　ボタンは上から三つ開いた状態で途と中ちゆう放ほう棄きされ、ベッドの中に手て荒あらに押し込まれた。

「風ふ呂ろは明日あした起きてから入れ」

「……す……ません……」

　じっと見上げて、迷惑をかけているお詫びとお礼の気持ちをどうにか伝えたくて摑つかんだのが、高虎の手だった。

　険しい顔つきの高虎に見つめられて、キヨイも目を逸そらせない。なぜだかがっちりとロックされてしまったみたいに、視線が外せないのだ。

「……っ……」

　高虎が何か言いたげに口を開きかけて閊つかえたので「なんだろう？」と、とろんと落ちそうになる瞼まぶたを必死に開けて言葉を待つ。

　ところが、降ってきたのは言葉じゃなかった。室内照明をキヨイの視界から遮さえぎるように高虎が覆おおったかと思うと、次には唇が重なっていたのだ。

　上唇を食はまれ、下唇を緩ゆるく吸われる。そうしながら、耳みみ朶たぶと耳のうしろの辺りの生え際ぎわを指先で擽くすぐられた。

　喉のどの奥が鳴る。唇をやわやわと啄ついばむようにされるのが気持ちいい。

　わずかに離はなれて、また軽く重なる。普ふ段だんの口調は乱暴なのに、意外なほどにとても優やさしいキスだ。とにかく今日の高虎さんはいろいろと意外だ、とぼんやりした頭で考える。

　キスのさなかに眠ねむ気けに攫さらわれそうになっていたら、今度は少し強く吸われた。口内に溜たまった唾だ液えきを飲まれた気がして、恥はずかしさにもじっと身じろぐ。離れる拍ひよう子しにチュッとリップ音が響ひびき、それが耳にくすぐったくて首を竦すくめると、大きな手で髪を撫でられた。

　そのうち高虎は表情を歪ゆがめ、俯うつむいて「ううー」と唸うなった。

「……何やってんだ、俺は……」

　高虎の独り言とため息が前まえ髪がみを擽り、キヨイは眉をひそめる。

「……高虎さ……」

「もう寝ろ。おやすみ」

　断たち切るような挨拶に、吐と息いきでどうにか「おやすみなさい」と答えたところで、ぷつんと意識が途と切ぎれた。







　目が覚めたら視界に壁かべみたいな背中があった。

「……だれ」

　兄の詠と一緒のベッドで寝ねる習慣はない。驚きのあまりに低い声が出た。

　すると壁がのそりと反転し、不ふ機き嫌げんそうに睨にらんでくる男にキヨイは失礼なほど「ぎゃっ」と悲鳴を上げた。

「た、高っ、高虎さんっ、え？　どうして？　うちに？　えっ、ここ、うちじゃない！」

　身を起こしたら、ぜんぜん景色が違ちがった。見慣れない部屋の内装に、見覚えのないベッドカバーだ。自室だと思ったのに違っていて軽くパニックになる。

「うちじゃない！」

「うるさい、落ち着け」

　何せ、キヨイは修学旅行ですら外がい泊はくの経験がないのだ。これまでの人生で、寝る場所は自分のベッド以外にあり得なかった。

「覚えてないのかよ。俺んちに泊とまったんだ」

「えっ、ええっ？」

　咄とつ嗟さに思い浮うかんだのは「詠に外泊とは伝えていない」ということだった。

「ス……スマホ……おれのスマホ、どこ」

「起き抜ぬけになんなんだよ……まったく」

　寝ぼけ眼まなこを擦こすりながら、高虎が玄げん関かんに置きっ放しだったキヨイの鞄かばんを取ってきてくれた。

　お礼を言うとともに中からスマホを探り出し、やにわにディスプレイのロック機能を解除してぎょっとする。

　詠からの安否確かく認にんのメールと着信履り歴れきが延々と続いているのだ。バイブレーションオフのサイレントモードにしていたせいで、ぜんぜん気付かなかった。予想はしていたけど、尋じん常じようでない数の鬼おに着信に背筋がズンとする。

「なんだよ……お前、彼女でもいんのか」

　高虎は二に度ど寝ねするつもりらしく、再びベッドに潜もぐり込んだ。

「いません」

「だよな、ほぼ童どう貞ていだもんな。それとも心配性しようのママ？」

　ちゃんと目が開かない状態でしかめっ面つらの高虎に、キヨイは顔を引き攣つらせながら苦笑いで返し、だっとベッドから飛び出した。

　しかしスラックスは穿はいていないわ、シャツはぐしゃぐしゃだわで、自分の格好に驚いてその場に「うわぁっ」と崩くずれる。

「騒さわがしいなぁ……カーディガンとスラックスと靴くつ下したなら、そこ」

　面倒臭そうに指さされた先で、椅い子すにかけられた衣服を見つけた。

　居酒屋のいろんな匂においが混じって染しみついたカーディガンと、一度脱いだ靴下を再び履はくのはあまり気分がよろしくないけど仕方ない。

「き、昨日、おれ酔よい潰つぶれたんですよね。いろいろご迷めい惑わくをおかけしたみたいですみませんでした！」

「なんだよそんなに慌てて……そのテンションにオジサンはついてけねーぞ」

　高虎は身を起こした状態で項うな垂だれている。寝ね起おきはあんまり機き嫌げんがよくないらしい。

　休日の朝に騒がしくして申し訳なく思うけど、ゆっくりしていられないのだ。慌ただしくスラックスに足をつっこみ、フローリングに座って靴下を履いている途と中ちゆうで、ベッドの下からちらりと覗のぞくＤＶＤパッケージらしきものに気が付いた。

「…………？」

　はっきりと見えているのはパッケージのほんの一部。しかし、そのジャケットには見覚えがある。

　もしかして……と思った。とても確認しないではいられない。座ったままベッドの下を少し覗き込むと、ＤＶＤは三枚ほど重なっていて、いちばん上のジャケットにはキヨイが見慣れた顔が写っていた。

　──タイトルは『僕は淫みだらな玩がん具ぐ』。

「キヨイ？」

　呼ばれてハッとした。高虎はベッドの上だ。たぶん気付いていない。

「ほんとすみません、おれとにかく帰ります。あとで電話しますから。ごめんなさい！　ありがとうございました！」

　だいぶ失礼だとは思うけれど、急いで帰らなきゃならない。

　挨あい拶さつもそこそこに、高虎の部屋を辞した。

　マンションを飛び出して、スマホの地図アプリを開くと現在地を示している。

「九く段だん下した……電車乗って三十分以上はかかる……」

　心臓がばくばくする。初めての外泊を、詠になんと説明しよう。

「や、べつに噓うそつく必要とかないし。歓かん迎げい会かいで飲み過ぎて潰れちゃって、職場の上司の部屋に泊めてもらったって言えば……」

　なぜ一いつ瞬しゆん、噓をつかなきゃと考えたのだろうか。

　九段下駅に向かって小走りの足取りがとまった。

　ふと、出がけに見つけたＤＶＤのことが脳のう裏りに浮かぶ。

　あれはゲイビデオで、しかもキヨイはそのパッケージを自宅で何度も目にしている。観みていないから細かい内容までは分からないけれど。

「……詠が出てるやつ、だった……」

　二年前までゲイビデオの男優だった詠が出演していたうちの一枚、『僕は淫らな玩具』。その下に重なっていたものも、詠が出演したゲイビデオだったように見えた。

　ゲイじゃない人間がそのテのＤＶＤを自宅に置くだろうか。

　でも、職しよく業ぎよう柄がら、男女以外のものを見ることもあるかもしれない。思い込みを否定できる可能性を探さぐるうち、ふと、シャツのボタンが上から三つ開いているのに気付いた。鞄を小こ脇わきに抱かかえ、ボタンをとめる手元に目線を落とすと、頭の中にもやもやとしたものが広がる。

「…………え？」

　昨晩、シャツのボタンを外してやるのが面めん倒どう臭くさいと途中で放置され、高虎にベッドに押し込まれて──……。

　どっどっどっ、と鼓こ動どうが大きくなっていく。

　おそるおそる指先で唇くちびるに触ふれたら、鎖さ骨こつから首筋にかけてぞわりとした悪お寒かんに似たものが走った。ごくりと喉を鳴らす。

「……キス、した……？」

　柔やわらかく啄むような、優しいキスだった。

　耳朶を擽られ、髪かみをゆるりと撫なでられて──唾液を、飲まれた。

「わっ……わあああっ」

　今いま頃ごろになって思い出した。

　しかしどういうことだろうか。ババロアみたいなおっぱいをしゃぶりたいなんて発言は、フェイクだったのだろうか。

「え……じゃあ、高虎さんは……ゲイ？」

　高虎さんゲイかもだから、と雪菜が冗じよう談だんを言っていたけど、あのとき高虎はそれを否定していた。

　でも、会社の人間に馬ば鹿か正直に性せい癖へきをカミングアウトするほうが稀まれ。そして何より、ベッドの下に隠かくされていたＤＶＤと、自分にキスしてきたことも思し慮りよすれば、高虎がゲイだという結論にしか達しない。じゃあ、酒と博打ばくちと女が大好きな『豪ごう傑けつエロ魔ま人じん』との噂うわさがひとり歩きしていただけなのか？

　自分はそんな男の家に酔っ払ぱらった状態で上がり込んで、あまつさえベッドを共にしてしまったのだ。そういう方面のトラブルが絶えないと自覚していたのに、自分の防衛本能の低さに危機感を覚える。

　それにしても気になるのは、数多あまたあるＤＶＤの中から詠が出演したものばかりを三枚も所有していることだ。故意に選んでいるとしか考えられない。つまり……。

「詠の、ファン……？」

　詠はシリーズものを除いてみんな相手が違うと聞いている。

　ようするに高虎はゲイで、しかも兄の詠が好み……なんだろうか。

　いろんなことがいっぺんに空から降ってきたみたいな衝しよう撃げきで、立ち止まったまま茫ぼう然ぜんとする。

　しかし今はあれこれ思案する前に電話だ。詠は一晩中、心配して眠ねむれずにキヨイの帰宅を待っていたかもしれない。

　呼び出しのワンコールで電話は繫つながった。きっと携けい帯たいを手に持っていたのだ。

「あ、え……詠、ごめんっ、歓迎会で酔い潰れて、上司の家に泊めてもらったんだ」

　大きく長い安あん堵どのため息が、電話口から聞こえる。

『何度電話してもメール送っても反応ないし……まったく……どれだけ心配したかわかってる？　なんで連れん絡らくの一本も寄こせなかったんだ？』

「それは……だから、ごめん」

　酔い潰れた、じゃ納なつ得とくしてくれなかったようだ。メールと電話に応答できなかった理由を細かに説明した。

「……で、今もう九段下駅に向かってる。家まであと三十分はかかると思うから。……寝ねてないんだろ？　寝てていいよ？」

　それには『待ってる』と返ってきた。ごめん、と再度謝って、通話を終える。

　詠は明るくて優やさしい。暴力をふるわれたり、ひどく罵ののしられたことはない。その代わり、保護者の権限でキヨイの行動を制限し、自分の目の届く範はん囲いに置いておこうとする。その檻おりの中は安全で心地ここちいいけれど、一生このままなんじゃないかと、不安を感じないではいられない。

　キヨイを大切にしたい、護まもりたいという詠の気持ちを思うと、その束そく縛ばくを拒きよ絶ぜつする行こう為いは詠に対する裏切りのようで、今まで反はん抗こうのひとつもできなかった。「外がい泊はくしない」との暗あん黙もくの了りよう解かいは、在宅の仕事をしながらキヨイの身を案じて待つ詠のためだ。「終電で帰ってこいよ」と言う詠も、外泊しないのが当然と思っている。

　しかし、その禁を今日破ってしまった。不ふ可か抗こう力りよくだったとはいえ一度こうなってしまうと、今まで決まり事を守ってきた意味が決けつ壊かいしたみたいに思える。

「………………」

　毎日、編集部と自宅を往復するだけのルーティン。これまでを振ふり返っても、自分の人生にイベントらしいイベントはなかった。

　恋れん愛あいもせず、とくに趣しゆ味みもなくて、自分はいったい何をしていたのだろう？

　キヨイの中で、何かがプツンと切れる音がする。

　──家を出よう。

　唐とう突とつに、明確な決意がキヨイの中に浮うかんだ。

　今住んでいるマンションは耐たい震しん強度問題で建て替かえるらしく、立ち退のきの期日が迫せまっている。このままじゃいけないと思いはしても具体的に行動を起こさなかったけれど、詠から離はなれるためには内ない緒しよで独り暮らしの部屋を探して、強きよう硬こう手段に出るしかない。

　自分が動かなきゃ、何も変わらない。詠は駄だ目めだと反対するだろうけど、優しい呪じゆ縛ばくを解くための鍵かぎを手に入れるには、もうそうする他ほかにない気がするのだ。

「新しい鍵……」

　帰ったら詠に謝ろう。そして、家を出る話をしてみよう。

　自分で出した結論と固めた決意に、キヨイはしばらく動けなかった。詠を喜ばせる選せん択たくじゃないと、いやでも分かるからだ。

　でももう決めた──キヨイは大きな深呼吸をして歩き出した。







　詠に申しん告こくしなかった秘密ならいろいろあるけど、追つい及きゆうされた問いに対して答えた内容に噓はない。

　一いつ緒しよのベッドで寝た上司がゲイのようで、寝る間ま際ぎわにはキスされたこと、思い返せば抵てい抗こうらしい抵抗はしなかったこと、その上司がどうやら詠のファンかもしれないことなど、明かさなかった秘事のほうが多いのだけど。

　詠は、キヨイの初めての外泊に、不安と寂さびしさが入り混じった顔をしている。

「だれかにまた連れ去られたんじゃないかとか、いろいろ考えて心配したんだからな。何かあったらどうすんだよ」

　何かあったとしても自己責任だ、と思うけれど、きっと詠には通じない。

「でもおれ、もう二十五だよ」

　いつもなら黙だまって頷うなずくか、「心配させてごめん」と謝ったら終わりだ。キヨイの小さな反抗に、詠ははっと目を大きくした。

「だれかのとこに泊とまったりくらい、する」

　キヨイは詠の顔から目を逸そらさない。

「え……まさかその上司と……？」

　恋こい人びと関係なのかと言いたげな問いかけに、キヨイは首を振って否定した。

「違ちがうけど、これからだって外泊とかは、するかもしれないし。それに、前の編集部と違って、仕事内容が多た岐きに渡わたってて忙いそがしいんだ。終電逃のがしたら、みんな編集部に朝までいて始発で帰ったりしてる」

　高虎に迷めい惑わくはかけられない。キスされたことは言わない。

　詠は不思議なものでも見るような目をしている。

「キヨイ、どうしたんだよ……？」

「おれを待ってた詠は心配で眠れなかっただろうし、連絡もなしに外泊しちゃったのはほんと悪かったよ。ごめん。だけど、こんなふうにずっと……詠に甘えて一緒に暮らすんじゃなくて、おれもそろそろ自立しなきゃなって」

「自立……？」

　詠の表情に焦しよう燥そうと狼ろう狽ばいが滲にじむ。しかし、ここでひるんではいけない。

「独り暮らししようと思ってるんだ」

　深刻にならないように、明るい口調で。

　話の持って行き方は強ごう引いんではあるけど、外泊の件から家を出る話題にスライドさせた。今日を逃したらまたずるずる、話し合う機会を逃してしまう。

　突とつ然ぜんのキヨイの告白に、詠はしばし絶句していた。

「その上司に、なんか言われたのか？」

「上司って……何も関係ないよ。兄と同居してるとは言ってないし。だれの入れ知ぢ恵えでもない、おれが自分で思ってるって話。それに、昨日今日考えたことじゃないから」

　思いつきなんかじゃないと暗に込められて、詠は眉まゆ根ねを寄せて喘あえぐように息いき継つぎした。

　胸は痛むけれど、キヨイは続けた。

「このマンションの退去期日が迫ってるだろ。……おれ、自分で部屋を探してるんだ」　>>>♥

「えっ？」

　まだ探し始めてない。でも、こうでも言わなきゃ本気だと伝わらないと思ったのだ。

「キヨイ……どうして？」

「おれたち兄弟だろ？　離れて暮らしたからって疎そ遠えんになるわけじゃないよ。それに都内なんだし、会おうと思えばいつだって会える」

　あまり望みを残す言い方はよくないかなとも思うけれど、詠の思いや兄弟としての関係を断絶したいわけじゃない。詠は大事な家族だ。生計を立てる仕事を持っていて順調、あとはその仕事を理解してくれる恋人ができたら、詠も過去と責任感の呪縛を解かれて、変わるかもしれない。いや、ゆっくりでいいから、変わらなきゃいけないのだ。

「そんなっ……」

「詠が傍そばにいてくれたから、ちゃんと高校も大学も行けたし、出版社に就職決まって、今日までやってこられたなって感謝してるんだよ。でも詠が優しいからって、この先もずっと甘えっぱなしはいけないと思う。異動になって、職場の環かん境きようも変わって、今まで以上に仕事をがんばりたい。だから編集部に近いところの賃ちん貸たいを探してるんだ。終電を気にしなくていいしね」

「そんなの駄目だ」

　詠に納得してもらえるように話したつもりだった。柔やわらかな束縛をといて、互たがいのために自立したいという本音を、今すべてさらけ出す必要はない。弟離ばなれして自立すべきなんてことは、詠が自分でいつか気付くだろう。キヨイが束縛から解放されたいのだって、親に対して子供が抱いだくのと似た感情といえる。それを詠本人に言うべきじゃないから伝える気がないだけだ。

「俺の傍を離れて暮らすのは駄目だ」

　駄目の一点張り。肝かん心じんの詠に通じない──その苛いら立だちが、キヨイの中に湧わいた。

「詠……なんで分かってくれないんだよ」

「駄目ったら駄目だ。キヨイが独り暮らしなんかしたら、変な男に目をつけられて怖こわい思いするの目に見えてる」

「そんなの、やってみなきゃ分かんないだろっ」

　分からず屋の詠に焦じれて、思わず反論していた。はっとして、気まずさに目線を下げる。

　啞あ然ぜんとする詠が視界の端はじに映るけど、ここで折れるわけにいかない。

「もう決めたんだ。不動産屋さんと約束あるから、シャワー浴びたら行ってくるね」

　キヨイは詠とは目を合わせず踵きびすを返した。







　積み重ねた噓うそに、自分で疲ひ弊へいする。

　不動産屋と約束などしていないのに、さも本当であるかのように家を出てきた。

　後こう悔かいはしていない。けれど、詠にはっきり告げて傷つけたことに対する罪悪感はある。

「でも……いつか詠も分かってくれる」

　間ま違ちがいなんかじゃない、と自分の選択と行動を肯こう定ていしなければ、前へは進めない。

　とりあえず編集部にできるだけ近い、本郷や西神田の不動産屋を訪ねることにした。

「高虎さんの住んでるマンションって会社の近くだったよな……」

　最も寄より駅も近く、徒歩で通勤可能の理想的な立地だ。

　あの辺りの家賃相場はどのくらいなのか、尋たずねたら教えてもらえるだろうか。

　スマホを取り出して、ふと自分が昨日のお礼をろくにしないまま部屋を出てきたことを思い出した。

　お礼の電話くらいすべきだろう。でもいろいろと頭の中に引っかかるものがあって、なかなか通話ボタンがタップできない。

　──キスは覚えていないふりしたほうがいいのかな。

　想像通り高虎がゲイだったとして、あのときなぜ自分にキスしたのか、キヨイにはさっぱりわからない。そういう雰ふん囲い気きになればだれとでもするタイプなのかも。でも高虎が昨晩のことを知らん顔していたとして、「まぁあのときは、おれもちょっと酔よってたんでー」なんてドライな対応をするスキルがキヨイにはない。

「ううっ……無理だよ。週明けに、平然とした顔でなんか会えないよ」

　ベッドの中でのキス──頭の中があっというまに昨晩にトリップする。

　上うわ唇くちびる、下唇を甘ったるくしゃぶられた感覚が蘇よみがえって、思わず手の甲こうでぐっと唇を押さえた。

　思い出すだけでどきどきしてくるようなキスだった。

　──あんな愛あい撫ぶみたいなキス、されたことない。

　高虎に触ふれられたのは表面の辺りまでで、内側の粘ねん膜まくには侵しん入にゆうされなかったけれど、二十五歳でほぼ童どう貞ていのキヨイからしたら、あれでもかなりの刺し激げきと衝しよう撃げきだ。

　キスをした翌朝に高虎が平然としていたのが素すなら、味見くらいにしか思っていないかもしれない。高虎が恋れん愛あい慣れした大人の男だということはひとまず置いて、どういうつもりのキスだったのかは確かく認にんしておきたい気がする。

「……確認してどうするんだよ」

　訊たずねたとしても「たかがキスくらいで」と困こん惑わくされそうだ。

「いや……理由なんて訊きけないって」

　訊けば、答えを欲しがってるみたいじゃないか。

「ああっ、纏まとまらない！」

　うねうねしていた気分を蹴け散ちらして顔を上げた。この件は後回しだ。お礼の電話と、考察と結論を先送りにして、キヨイはひとまず不動産屋へ向かったのだった。







　地図アプリを眺ながめながら歩くうちに九段下につき、昨日泊まった高虎のマンションが九段下駅から徒歩三分の西神田三丁目だとわかった。

「神じん保ぼう町ちよう辺りもいいよな。会社まで徒歩二十分くらいなら終電気にしなくていいしな……自転車あればすぐだし」

　そう言いながら、その下の『九段下駅近く　徒歩五分』と書かれたビラについ目が行ってしまう。『人気物件、残り一部屋』との煽あおりに、文字どおり煽られそうだ。

「いやいや、いくら高虎さん家ちの辺りが雰囲気が良かったからって、絶対家賃高いって。高級マンションばっかりだったし」

　ガラス張りの窓に貼はり付いて、うう、と唸うなった。別の物件ビラを眺めた。──『九段下駅　徒歩三分』。

「わ、高いな……これは予算的に厳しい……」

　またポケットからスマホを出して、アドレス帳のページを開く。高虎はあれから二に度ど寝ねしそうな勢いだったけど、もう正午をすぎているし、起きてるだろうか。

　やっぱり高虎さんに一回相談にのってもらおうかな──と逡しゆん巡じゆんしていると、突然、着信音が鳴った。ディスプレイを見てぎょっとする。

「た、高虎さん！」

　ひーっ、とスマホを手から落としそうになった。まだ話をする心の準備はできていないのに、あっちからかかってきてしまった。

　でも、無視するわけにはいかない。今朝のお礼すらまだちゃんと伝えていないのだ。

「も、しもし……」

『キヨイ？　今どこ、自宅？』

「へ……あ、の、く、九段下……」

　電話口で高虎が『は？』と驚おどろいた声を上げている。

「い、いえ、違ちがくて！　一いつ旦たん帰ったんですけど、また出てきて」

『あー、分かった。俺に会いに来たんだろ』

　ざっと、自分の中の何かが引いた。

　この軽い調子からして、あのキスはふざけてたか、味見か、気まぐれか、最悪はからかわれただけ──間違いない。

「違います」

　自分でも驚くくらい無感情な声で答えた。ぶちぶちぶちっと眉み間けんの辺りが鳴った気がする。たかがキス一つに、中学生みたいにうろたえていた自分に対する憤いきどおりだ。

　やっぱり高虎は恋愛に長たけた年上の大人の男で、ほぼ童貞の自分が太刀たち打うちできるようなタイプではない。手がかかる年下の男の扱あつかいに慣れていて、チョイチョイそこらでつまみ食いしている遊び人……のほうが、見た目の印象からもおおいに納なつ得とくできる。

『なんだよつれないなー。お前昼メシ食った？』

「まだですけど」

『九段下のどこいんの』

「……靖やす国くに通りのほうです」

　電話口で『めっちゃうちの近くじゃねーか』と笑っている。

　だから九段下だと言ってるじゃないですか、と胸の内でぼやいた。

『そこで待ってろ』

「え？」

　ディスプレイを見ると、もう通話は切れていた。







　この人、かなりモテるんじゃないか──恋愛経験なんて皆かい無むだけど、それだけは分かった。

　それまでヘラヘラしてたかと思ったのに、あの場面で『そこで待ってろ』とさらっと命令する男。

　こんな人にキスの理由なんか訊けない。訊いたら「うーん、なんとなく……流れで、みたいな？」と鼻で笑われそうだ。

「日曜の朝から飲んでたんですか。昨晩も飲んでたのに？」

「キヨイが帰ってすぐに他社で編集やってるやつから呼び出されて。仕事明けの朝ビールに付き合った」

　高虎はキヨイの向かいで、かけそばを啜すすっている。飲んだあとのシメの一いつ杯ぱいらしい。

　連れられて入った九段下のそば屋で、キヨイはさくさく衣ごろものエビ天がのったそばを食べながら、ちらっと高虎を窺うかがう。高虎は別れた今朝と同じく、いつもどおりだ。

「お前こそ、この辺で何やってたんだ？」

「今住んでるとこ、耐たい震しん強度問題で建て替かえるらしくて、立ち退のきの期日が迫せまってて部屋を探してるんです。十一月末までに引っ越こさなきゃならないから、編集部に近いほうがいいなって」

「……九段下でいいなら、うちくれば」

「へっ？」

「あのマンション一棟むね、うちのだから。俺、管理人」

　びびびびびっくりした。同居を持ちかけられたのかと勘かん違ちがいした。

「マンション持ってるんですか。高虎さん、本当はどこかの御おん曹ぞう司しなんじゃ……」

「道楽してる叔父おじから利益込みの丸投げで管理を任されてるってだけだ。よければ安く貸すよ」

「えっ、えっ、高虎さんの部屋って１ＤＫでしたっけ？　家賃いくらですか？　管理費は？　敷しき金きん・礼金ありですか？」

「さっそく食いついたところ悪いけど、おかげさまで今満室。部屋が空くのは十二月末なんだ」

　期待で跳はね上がったテンションがいっきに落ちた。

「……退去期日に間に合いません……」

「ん、だから、それまで俺の部屋くれば？」

「……は？」

　箸はしで摘つまんだかまぼこを、ぽちゃんと落として汁しるが撥はねる。

「あと二カ月近く入居待ってもらう代わりに、その間の家賃はいらない。トランクルームとか借りて、今ある荷物は放ほうり込んでもらっとくしかないけど」

「……でも……」

「退去日決まってんだろ？　他ほかに良さそうな物件とか、なんかアテがあるなら、無理にとは言わないけど」

　そば湯を飲み、高虎は天気の話でもするような気軽さだ。

「ご迷めい惑わくじゃ……」

「迷惑ならこっちから話を持ちかけないだろ。築二十七年で最新ってわけにいかないがな、専有面積三十五平米で平均的なワンルームよりちょい広め。家賃は十万円プラス管理費一万円、不動産屋を通してるから敷金二カ月分、礼金は一万円。キヨイは管理費込みの賃ちん貸たい料八万でいいよ」

「八万！」

　即そつ決けつ価格だ。気持ちが大きく傾かしいだ。問題は入居できるまでの期間。

　高虎の部屋は広めの１ＤＫではあったけど、他人が入れば窮きゆう屈くつな思いをさせるだろうし、さすがに厚かましいのではないか。

　そんなことよりも、昨日のキスと、ベッドの下に隠かくされていたＤＶＤの山が──ずるずるずる～とそばを啜りながら考え込んでいたときだった。

「お前、見た？」

　高虎もずずず、とそばを啜っている。キヨイは「何を？」と目で問い返した。

「ベッドの下のＤＶＤ」

　含ふくんでいたそばを噴ふきそうになってこらえたものの、げほげほげほぉっ、と盛大に咽むせてテーブルの上で悶もだえる。

「落ち着け」

　渡わたされたおしぼりで口を拭ふき、どうにか水で流し込んだ。

　そして、やっと落ち着いたというのに。

「だからさ、お前が気付いたとおり、俺はゲ」

　立ち上がって、高虎の口を手でばしっと塞ふさいだ。

「こっ……ここ、そば屋なんで。その話は、場所変えましょう」

「……じゃあ、うち来る？　部屋の説明もかねて」

　他人の目を気にしなくていい上に、ここから徒歩二分くらいだ。他によさそうな代案を出せそうにもなくて、キヨイは「はい」と頷うなずいた。

　午前中は秋晴れだったのに、そば屋を出て空を見上げると一面を厚い雲が覆おおっている。

「ありがとうございます。ごちそうさまでした」

　ご馳ち走そうになったことの礼を言うキヨイに「おう」と応こたえながら、高虎も今にも降り出しそうな空の様子と吹き荒すさぶ冷たい風に顔をしかめた。

「ざっと来そうだな」

　店の軒のき先さきを出てすぐに、曇どん天てんから雨あま粒つぶがぽつぽつと落ちてきた。

　雨がひどくなる前にと、高虎のマンションへ小走りで向かう。しかしいくらもしないうちに、徐じよ々じよに雨足が強くなり始め、あっという間に本降りになった。持っていた鞄かばんを傘かさ代わりに頭上に掲かかげるけれど、大粒の横よこ殴なぐりの雨を防ぎきれない。

　途と中ちゆうのビルに駆かけ込んで、土ど砂しや降りの空を見上げる。

「秋でも、最近はこういういきなりの豪ごう雨うが多いな」

　高虎が灰色の空から目線をキヨイに向けた直後、ぎょっと驚いた顔をした。

「ちょっ……お前なんでシャツ一枚なんだ！」

「え？」

　高虎が、わなわなと拳こぶしを震ふるわせている。今いま更さら、服装について怒おこられるなんて。

　雨がひどくて、頭からぐっちょりと濡ぬれてしまったけど、怒鳴られるようなことは何もしていない。困こん惑わくしていると、高虎が「ううう」と俯うつむいた。

「そのっ、胸むな元もと見てみろ。お前……俺を誘さそってんのか」

「誘っ……」

　低い声で凄すごまれて胸元を見下ろすと、シャツが濡れて肌はだに貼はり付き、乳ち首くびが透すけてしまっていた。普ふ段だんなら意識しないのに、あえて指し摘てきされると妙みように気き恥はずかしくなってくる。

　ちょうどビルに駆け込んできたサラリーマンがこちらを横目で見ながら通りすぎた。高虎はまるでその視線を遮さえぎるようにしてキヨイの前に立ちはだかっている。

　そうしているうちにまた別の男性が雨宿りでビルに入ってきた。男性からの視線をちらちら感じる。変な睨にらみを利きかせる高虎のせいで、狭せまいスペースが妙な雰ふん囲い気きだ。

　雨が少し弱まったのを見計らい、高虎に手を引かれて再び走った。

　今朝出たばかりの高虎のマンションに、たった六時間ほどでまた戻もどることになるとは、だ。

「それにしても、ひどい雨ですね……」

　シャツの裾すそを絞しぼれば、水がぼたぼたと落ちる。服を着たままプールに飛び込んだみたいなありさまだ。

「もう……びしょびしょ」

　前まえ髪がみ、蟀谷こめかみ、襟えり足あしから雨粒が滴てき下かする。顔を上げると、高虎と視線が絡からまった。

　高虎はキヨイを見てごくりと嚥えん下かし、緊きん張ちようしているようにも怒っているようにも映る。身体からだにびっちょりと貼り付いたシャツを慌あわてて指で摘まんで素す肌はだから浮うかせたところで、大した変化はない。高虎は無言だし、気まずさでいっぱいだ。卑ひ猥わいだと思われていやしないだろうか。

「う……あの、すみません」

　誘ってるつもりなんかないのに、また理り不ふ尽じんな理由で憤ふん慨がいされそう。

「……魔ま性しよう……」

　だれに向けたものなのか、ぼそりとこぼれた言葉に目を瞬しばたたかせる。ふいにエントランス付近の植え込みを指されて、キヨイもそちらを見み遣やった。

「昨日の夜、お前はそこで、エロ犬にヤラレてた」

「言い方……！」

　しかし朧おぼろ気げながら思い出した。どんなところでも出しゆつ没ぼつする犬は、つくづく恐おそろしい動物だ。

「ちょっと油断すると、いつもそうなんです」

「エロ特とく殊しゆフェロモンとか出してんじゃねーの。犬があんなふうなんだから、電車に乗ったら痴ち漢かんにだって狙ねらわれそうだな」

　高虎に呆あきれ笑いで言われて、むっと口を歪ゆがめた。他人ひと事ごとだからそんなふうに笑っていられるのだ。

「ここだったら、電車に乗らなくても通勤できるからありがたいです」

　これまでの痴漢被ひ害がいを振ふり返って、思わず声が硬かたく暗くなった。

　高虎がはっとした顔をする。

「……本当に痴漢に遭あってんのか」

　ため息をついて、首しゆ肯こうした。男としては、恥はずかしい話題だ。

「対策はしてますけど。ドアを背にして前は鞄でブロックするとか、車両を移動するとか。三田からの通勤だと長いんで。絡まれ体質なんだと思うんですけど、酔よっ払ぱらいにしつこく追いかけられたり、触さわられたりするから歓かん楽らく街には行かないですし……」

　男のくせにと笑われると思ったけれど、今度は高虎は冗じよう談だんも言わず、笑わなかった。到とう着ちやくしたエレベーターに無言で乗り、そのあとも黙だまったまま。

　高虎の部屋に招き入れられてから、バスルームへ押し込まれた。服を借りて着き替がえ、雨で濡れた服は洗せん濯たく機きの乾かん燥そうコースにかける。ずぶ濡れの髪かみはドライヤーを借りて乾かわかした。

「すみません。ありがとうございました」

「コーヒーでいいよな。その辺、適当に座ってて」

　着替えがすんだ高虎はキッチンでコーヒーを淹いれていて、キヨイはローテーブルの前に座った。横には例のベッドがあり、その下をちらりと覗のぞこうとしたとき……。

「あのＤＶＤは片付けた」

　高虎がテーブルにコーヒーを淹れたマグカップを置き、あっけらかんとそう言った。

「人が来る予定とかなかったから、無防備だったんだよな。キヨイが帰ったあと、なんかあいつベッドの下見てたなーと思って、……で、見られたことに気付いた」

「……すみません」

「キヨイは謝らなくていい。俺こそ、驚おどろかせて悪かったな。俺は編集長って立場もあるし、社会に出ればいろいろ偏へん見けんあるやつとかいるから黙ってるけど。穏おん便びんにすごしたいってだけで、卑ひ下げしてるわけじゃない」

「おれもそういうのは、自由だと思います」

　ただ高虎が所持しているＤＶＤの中の人が、自分の兄だという部分がおおいに引っかかるだけで。

「……あのＤＶＤ……あれに出演してる人が好みなんですか」

　高虎が瞠どう目もくしている。そんなに予想外の質問だっただろうか。だから「全部同じ演者さんに見えたんで」と慌てて付け加えた。

「よく分かったな。たしかに同じ男優だよ」

「……ああいうかんじの人が、好み、なんですか」

　繰くり返された質問に、高虎は今度は破顔している。

「そうだな。顔もいいし……いい身体してるなとは思う」

　ガガンッ、と金かな盥だらいが落ちる効果音が頭の中で鳴った気がした。「お前の兄貴の、顔と身体が俺の好みだ」と面と向かって言われてるのと同じだ。

　顔つきも体型も、血が繫つながっていない詠とキヨイに当然兄弟らしい共通点はない。詠ははっきりした目鼻立ちの男前で、ＡＶ男優時代はその容姿が注目されて人気だったみたいだ。詠が男優を辞やめて二年経たった今でも、現在の仕事の拠きよ点てんにしている自宅に、ファンレターを送ってくる熱心なファンがいるくらい。

「そ、そうですか」

　しつこく自分から確かく認にんしておいて、高虎の告白には衝しよう撃げきを禁じ得なかった。

　ゲイもヘテロも関係ない、自由恋れん愛あいだ、と言いながら、その対象が近親者だとお気楽に聞き流せない、ただそれだけだ──と自分に言い聞かせる。

　高虎は見るからにモテそうだし、恋愛経験豊富に違ちがいない。兄の詠が好みで、まったくタイプの違うキヨイは好みから大きく外れているはずだ。昨晩は酔った勢いでちょっと魔まが差したとか、そこにあったからつまみ食いしたとか、訊きけば腹が立つ答えしか返ってこないだろう。だから絶対にあのキスについて追つい及きゆうすべきじゃないと結論付けた。

　そして何より、今こうして普ふ通つうに話せている。向かい合ってそばも食べた。

　案外なかったことにできてる、おれ！　と安心し、「いただきます」とコーヒーを手に取ったら逆に質問を投げかけられた。

「お前こそ、俺がゲイだって事実をこうやって目まの当たりにして……本当はどうなんだよ。やっぱり居い候そうろうは無理じゃないか？　ここであのＤＶＤを見つけて逃にげ帰ったくらいなんだし」

「ちがっ、違います、それで慌てて帰ったわけじゃなくて、ほんとに、用があったから。そう、そうです、今回の引っ越こしの件で、大家さんとか、不動産屋さんと約束があっただけで！　さっきも言ったけど、高虎さんが男の人と恋愛しようが、自由だと思います！」

　ちょっと必死になりすぎて、高虎が驚いている。「逃げ帰ったわけじゃありません」ともう一度繰り返した。まさかブラコンの兄に気を遣つかったとは言えない。でもゲイに偏見がないという部分は、誤解がないように伝えたい。

「けど、さ、お前、俺と一いつ緒しよに部屋が空あくまで、ここに住める？」

「住める、住めます」

　ゲイに偏見なし、の説得力ばかりを優先してしまった。

　分かってほしくて、高虎の目をじっと見つめる。高虎は「あがっ」と首をうしろに反らして変なうめき声を上げた。顔を戻すと、大きなため息をひとつつく。

「居候を持ちかけたのも俺だけど……やっぱやめとこ」

「えっ、なんでですかっ？」

「なんでって……。ていうか、お前こそなんでそんなに必死なの」

「だって、あんな好条件の提案してくれたのに！　た、高虎さんがゲイだって分かってますけど、だからっておれを、どうこう……なんてことは……」

　訝いぶかしむ高虎に反論しながら萎しぼんでいく。どうしようもなく、あのときのキスが頭をよぎった。でもあれはまるっきり覚えていないことにしなければならない。

　すると高虎が派手なため息をついた。

「この超ちよう魔ま性しようめ。お前みたいに無自覚なの、マズイんだよ。俺が身を滅ほろぼしちゃうだろうが」

「超魔性って……」

「お前は絡まれ体質なんかじゃない。人はおろか、犬いぬ猫ねこすら惑まどわす超魔性だ」

　検査して結果が出るわけでもないことを、まことしやかに指し摘てきされても頷うなずけない。高虎がうっかりキスしてしまったのは、高虎も酒に酔っていたせいで、それこそ魔が差しただけじゃないのか。

「あのなぁ、俺は、酒飲んだあとは基本、ひとりになりたいタイプなの。恋こい人びとでもいればべつだけど、気ぃ遣う必要のあるやつを傍に置いときたくないっつーか」

「ひとりになりたかったところを、お邪じや魔ましてすみません。あと、お気き遣づかいは必要ないです。居候の間だけ、部屋の隅すみの置物とでも思っていただければ」

「思えるか！」

　あああああー、と喚わめいて、とうとう高虎が頭を抱かかえてしまった。その苦く悶もんの様子に、キヨイは手を出したり引っ込めたりする。何を悩なやんでいるのか読めないので、どうしていいか分からない。

「俺でよかったら話聞きますけど……」

「……は？」

　次には呆れ顔になって、ぐぬぬと呻うめいたかと思うと、テーブルに頰ほお杖づえをついて黙ってしまった。

「あの……」

「無自覚超魔性くんは中身がキヨラカすぎて、何かしたら神様に殺されそうだ」

　首を傾かしげるキヨイを前に、高虎はひとりで何かを決意したように「いや、うん」と頷いた。

「俺が言い出したことだしな。煽あおって期待だけさせて、やっぱナシ、は外げ道どうだ。十二月末まで住まわしてやる。ただし、布ふ団とんは持ってこい。俺が酔ったあとひとりになりたいのは、酒が入るとエッチしたくなるからだ。だから自制してんのもある。間ま違ちがって手ぇ出したらマズイだろ」

　なるほど。昨日はお酒のせいで、好みから外れてるおれにうっかりキスしちゃったのか。それを予防線を張った上で期限付きの居候を許してくれるとは、なんて面めん倒どう見みのいい上司だ──とキヨイなりに勝手に解かい釈しやくした。

「ありがとうございますっ。わ、よかった。本当に管理費込みの家賃八万でいいんですか？」

「ここの他ほかの住人には言うなよ」

「もちろんです！」

　好立地、好条件で、あっさりと引っ越し先が決まった。ほっとしてローテーブル脇わきの本ほん棚だなに目をやって「ん？」と首を傾げる。堂々と置いてあるし、見ちゃいけないものではないのだろうけど、ＤＶＤの件のあとということもあっていちおう「これ見ていいですか？」と声をかけた。

「どうぞ」

　どれも見たことのない雑誌だ。当然『千里出版』発行のものではない。

「これ……アート系の雑誌、ですか？」

「あぁ、ジャンルいろいろで雑多だけどな。建築系、広告系、デジタル版画とか取り上げてる美術系、パッケージとかインテリアのデザイン系。下の棚たなは、戦前の雑誌を復刻したやつとか。その並びは十九世紀末のイギリスの芸術雑誌復刻版」

　キヨイが手にしたことのない珍めずらしいものばかりで、どれもこれもに目移りした。雑多というだけあって、書道、陶とう芸げい、仏像……なんてものも。中でも菊きく倍ばい判のハードカバーで復刻されたイギリスの雑誌は、ことさら存在感がある。

「こ、これ……普通に書店さんで買えるんですか？」

「それは出版社のホームページから買った。挿さし絵えもフルカラーで綺き麗れいに再現されてて貴重なやつで……」

　手て垢あかを付けていい本じゃない気がする、と冷や汗あせを搔かきながらハードカバーを本棚に戻もどそうとしたら、「見るために置いてんだ」と高虎は笑っている。

「好きなんですか？　こういう……アート全ぜん般ぱん」

「アートが好きで雑誌も好きだから、アート系の雑誌を集めてるうちに、復刻版まで行き着いた……みたいな」

「おれもプロダクトデザインには興味ありますけど……」

　椅い子すや文具といった生活に必要な道具や製品を、使いやすくかつおしゃれにデザインしたものは、眺ながめるだけでも楽しいから好きだ。

「でもこれ見たら、ぜんぜん足元にも及およばないってかんじです。あ、このデザイン系の雑誌は知ってます。隔かく月げつ誌ですよね」

「その雑誌の、『君は本気で生きてるか？』のキャッチが衝撃的で思わず手に取って、そこから雑誌に嵌はまった。あんとき俺は、キャッチってその雑誌の運命を左右するくらい重要だって思ったね」

「……そんな人が『ババロアみたいなおっぱい』とか言ってるんだ……」

　ぼそっと突つっ込むと、半眼の高虎に側頭部をぺちりとはたかれた。

「お前も、男心をがっちり摑つかむキャッチをガンガン書きやがれ。ちなみにそのキャッチコピーのもとになってるのはゲーテだ」

「か、敵かなうわけないじゃないですか！　ゲーテは本の第一章で理解できずに挫ざ折せつしました」

　しかもそのゲーテの本も、しっかり本棚に立ててある。『君は本気で生きてるか？』の出典を求めて行き着いた本とのことで、つまり高虎は興味を持つと、とことんまで追究するタイプなのだろう。

「ゲーテの言葉を、そんなふうに超ちよう訳やくしたやつがかっこいいなって思わん？」

「君は本気で生きてるか……」

　まるで今の自分に問いかけられているような気がする。あらためて声に出して読んでみて、胸に訴うつたえかけてくる力強さと意味にどきりとし、キヨイは「そうですね」と大きく頷いた。

「ちょうど芸大行ってた頃ころで『きみがやってることは正しいけどつまらない』って言われて、『じゃあ何やったらいいんだろなー』って、俺の生き方もふわふわしてたんだ。バイトして大学行って、酒飲んで、ローテーションみたいな。そんなときに、このキャッチがガツンときた。それから十数年経たって、ぜんぜん関係ない雑誌つくってるんだから、人生いろいろだ」

　ずいぶん省略された部分にも、俄が然ぜん興味が湧わいた。今の高虎の根っこにあるものが垣かい間ま見みえて、その辺りももっと知りたいと思う。胸を打つ金言が眠ねむっているゲーテの、高虎なりの超訳も聞いてみたい。

「芸大出身ってところがまた更さらなる驚おどろき……」

「……噓うそじゃないからな」

　よほど普ふ段だん「そうは見えない」と言われるのだろう。そういうキヨイも『豪ごう傑けつエロ魔ま人じん』のイメージでばかり高虎を見ていたけれど、意外な一面を知ることができたのは嬉うれしかった。

「ここに引っ越してきたら、この本棚の本とか雑誌、見てもいいですか？」

「どうぞ。本は飾かざりじゃなくて読むためにあるんだ。値段とか気にすんな。そのイギリスの雑誌復刻版は三十万くらいするけど」

「さっ……」

　お世話になる間、高虎の部屋で退たい屈くつしないことだろう。
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「俺の傍を離はなれんなよ、お前はたんなる絡からまれ体質じゃなくて、超魔性くんなんだからな。ちょっとはその辺を自覚しろ」

「は……はい……」

　日本最大の歓かん楽らく街と呼ばれる歌か舞ぶ伎き町ちよう一番街の入り口で、キヨイはまるで魔宮に入る前のような緊きん張ちよう感かんを覚えた。隣となりに並んだ高虎は「しょうがないな」とでも言いたげな表情だ。

　十九時半を過ぎ、通行人だけじゃなく店の割引券を配る店員や風ふう俗ぞく店てんの客引きもいて、辺りは混こん沌とんとしている。

　今日は【キャバの嬢王シリーズ】の取材に入る前の、いわば肩かた慣ならし。キャバ嬢ひとりにスポットを当てて紹しよう介かいするという、失しつ踪そう前に喜多が担当していた人気企き画かくだ。キャバクラの営業が始まる二十時より前か、営業が終わる深夜一時以降に取材をすることもあるので、「夜の歓楽街は怖こわくて行けない」じゃ仕事にならない。

　高虎が腕うで時ど計けいに目をやった。

「これから取材する予定になってる三箇か所しよに、挨あい拶さつがてら連れてくからな」

「名めい刺しも、持ってきました」

　キヨイはもちろんキャバクラの中に入るのは初体験だ。歌舞伎町自体、ほとんど来たことがない。

「煌きらびやかなおねえさんたちが、たくさんいるんですよね……」

　点てん滅めつする電でん飾しよくとネオンサインを眩まぶしく見上げてきょろきょろしていると、客引きが「お安くしますよ～」と声をかけてくる。しつこいキャッチや、すれ違ちがいざまに顔を覗のぞき込んでくる男を、高虎がぜんぶ適当にいなしてくれて、まるで用心棒みたいだ。ひとりだったら、新宿駅東口から歌舞伎町の入り口にたどり着けたか分からない。

「すごいですね高虎さん。ぜんぜん絡まれません。それにこの辺、お知り合いが多いんですね」

「アスタの編集やってりゃ、いやでも知り合いは増える。消えるやつも多いけどな」

「き、消えるって……」

「消えるのか、消されるのか。飲食店と風俗店が混在するただの飲み屋街ともいえるけど、利害といろんな思おも惑わくが渦うず巻まく街だ。この街で知り合っても、素す性じようの分かんないやつのいうことを、まるっと信じるんじゃねーぞ。お前は素直すぎるから、適当に相あい槌づち打って躱かわすくらいにならないと吞のまれるぞ」

　実害がないから漠ばく然ぜんと、怖い街だな、というイメージしかない。キヨイにとっては歌舞伎町でなくても、夜の街はどこも怖くてひとりじゃ絶対に近寄れないが。

「……取材のときは、おれひとりで行くんですか……」

「喜多は慣れててひとりでごりごり入ってたけど、夜の風俗店の取材のときは基本ふたりだ」

　じっと高虎を見上げたら、眉み間けんに縦じわで俯ふ瞰かんされる。

「お前の取材時には俺が同行するから」

「ほんとですか、よかった。でも高虎さんも仕事が立て込んでるんじゃ……」

「本来はキヨイのペアは阿久津なんだが、その分あいつには俺の仕事を振ふった」

　ふふん、と高虎が邪じや悪あくな顔をしている。

　編集部のみんなは自分より経験値もある先せん輩ぱいたちばかりだけど、高虎がいてくれるならそれ以上に心強い。

　高虎の部屋に泊とまった翌日、たった六時間後に再び部屋を訪ねてから、ぐっと高虎との距きよ離りが縮まった気がする。あの日は、高虎の趣しゆ味みともいえる雑誌収集の話で盛り上がり、管理人になっている賃ちん貸たいマンションのことなど詳くわしく説明してもらったりして、結局夕方まで一いつ緒しよに過ごした。

　それ以来、高虎からよく酔よっ払ぱらい電話がかかってくる。キヨイが寝ねてようが起きてようがお構いなしで、『今から出てこい』なんて無茶を言う。仕事上がりに編集部員たちと食事をして帰る間ま際ぎわに、高虎から「もう一いつ軒けん付き合え」と引っ張られることも。

「キヨイ、上ばっか見てんな、迷子になんぞ。こっちだ」

　きょろきょろと派手な看板やネオンに気を取られていたら、高虎に手を引かれた。

　一軒目は歌舞伎町でキャバクラといえばココ、と必ず名前が挙がる店で、取材対象はそこのナンバーワンになった花か恋れんちゃん。ぱっちりした目に明るい笑え顔がお、現れただけでその場の空気を華はなやかにする女性だ。スリップワンピースはそこそこ肌はだの露ろ出しゆつもあるのに、健康的だからいやらしくなくてかわいい。

「弊へい社しやの担当が変わりましたので、今日はそのご挨拶だけ」

　高虎の紹介を受け、もうすぐお仕事の時間だろうから、花恋ちゃんと手早く名刺を交こう換かんする。キラキラのネイル、キラキラの名刺はほんのりいい香かおり。長身で、ヒールを履はいた彼女から見下ろされる格好になった。

「来栖です。よろしくお願いします」

「やだ、担当編集さんかわいい。取材、楽しみにしてま～す。今度はお仕事じゃなくてプライベートで遊びに来てくださいね」

　お見送りしてくれて、ぺこぺこと頭を下げながら店を出る。

「かわいかったですね。名刺交換したときすごくいい匂においがしました」

「キヨイはああいうのが好みなのか」

「好みとかの話じゃなくて、華やかで美人さんで明るいオーラだし、ナンバーワンなのも頷うなずけるなって。おれなんか、あっちがお呼びじゃないです。高虎さんをちら見してたし、高虎さんみたいな男の人が好きなんですよきっと」

「ゲイの俺には、豚ぶたに真しん珠じゆだ」

　あんな美人を前にしても興味すら湧かないってことらしい。

「おっぱいしゃぶりたいとか言ってたのは、カムフラージュだったんですか？」

「いや、触さわり心地ごこちのいいもん……たとえば低反発の枕まくらとか、ぽちゃっとした人の二の腕うでとか、そういうのに触りたいとか触って気持ちいいってのは、性せい癖へきとか性別に関係ないだろ」

「あぁ……まぁ、そうですけど」

　たわわなおっぱいが低反発の枕と同じ扱あつかい。女の子が聞いたら怒おこりそうだ。

　しかし高虎の好みはキヨイの兄である詠なのだから、仕方ないことなんだろう。

　その詠に、引っ越こしの詳しよう細さいについてまだ話せていない。

　高虎が管理しているマンションの部屋を安く貸してくれるとの約束と、その部屋が空くまで高虎の部屋に居い候そうろうさせてもらう件は、出て行くぎりぎりに話そうと思っている。居候の件は、知れば詠が黙だまっていないだろうから言わないつもりだ。

　キャバクラの二軒目、三軒目も同じように挨拶と、名刺を渡わたして回った。

　聞けば、『アスタリスク』に載のるのは人気キャバ嬢の証あかしであり、ステータスになっているらしい。しかも小さな写真ではなく、見開きで特集してもらえるので、芸能界入りを目もく論ろむ女の子たちは、業界人の目にとまるかもしれない大事なチャンスのひとつと思っているようだ。

　そういう方面に野心がなくても、たくさんお金を落としてくれる上客を摑つかみたい、有名になってもっと稼かせぎたい、ナンバーワンで居続けたいというのはキャバ嬢としてみな持っている願望だろうから、掲けい載さいをいやがる子はいない。

「三軒目の愛あい梨りちゃんは目に見えてギラギラしてたなー。キライじゃないぜ、ああいうの」

「えっ、彼女みたいなかんじは好みってことですか？」

「お前、何かってーと『好みですか』って訊きくなぁ。好みの話じゃなくて、人としてってこと。わたしなんて～って控ひかえめそうなやつほど、裏の顔は悪あく魔まだったりするんだぞ。愛梨ちゃんは真っ正面から突とつ撃げきしてくるかんじがいっそ清すが々すがしい、っていう話。彼女、まじめにエロいだろ。そこに共感するね」

　まじめにエロい。理解できるような、できないような。

　キヨイは「はぁ……」と曖あい昧まいな相槌を打った。

「『はぁ……』、じゃねーぞ。低てい俗ぞくだってばかにしてんのか」

「ち、違います！」

　何気なく返したのが、高虎にはやる気が感じられないとか、軽くあしらうものに聞こえたらしく、眉間に細かい縦たて皺じわを寄せてキヨイを見下ろしている。

「俺たちアスタの編集は、日々、エロいことは何かって考えてんだよ。毎日真しん剣けんよ。どうやって男たちを勃たたせるかって、エロスから目を逸そらさず、エロスと闘たたかってんだよ。お前も逃にげずにまじめにエロスと取っ組み合えよ。いつまでも半はん端ぱな童どう貞ていやってると、ちんこが腐くされ落ちるぞ」

「腐れっ……」

　半端な童貞なんて、言いたい放題だ。しかもまじめに取り組んでいないと頭ごなしに言われて、そこにカチンときた。

「おれがほぼ童貞なのと、アスタのエロスは関係ないと思います。高虎さんの話にまるっと共感できないのと、仕事に取り組む姿勢とは別の話です。おれだって毎日必死でやってます」

　半端な童貞をばかにしすぎだ。むすりと言い返したら、ぐいと腕を摑まれた。

　でっかい手で、まさにひと摑み。高虎に顔を近付けられ、驚おどろきながら顎あごを引く。

「今日編集部でオナニーの話になったとき、お前最後まで黙ってただろ。お前はオナニーしないのか？　まぁ、しないわけないよな」

「しっ……」

　これまでの人生で初めての質問だ。びっくりしすぎて頭までカーッと赤くなった気がした。横を通りすぎる人も、にやにや笑っている。

「生理現象としてでも、どうしてもムラッとすること、あるだろうが。どうやってする？　ＤＶＤ？　雑誌？　妄もう想そうなら、どんなの妄想するんだ？」

「そっ……そんなのっ」

「男は女より想像力が乏とぼしいっていうだろ。具体的な画えを見たほうが、性的欲よつ求きゆうを高めんのに効率的なんだよ。だからヌキたい衝しよう動どうに駆かられるようにムラッとさせて、想像力を搔かき立てる誌面をつくってる。それを俺らはまじめに考えてんだよ。お前は愛梨ちゃんにエッチな質問とかできるのか？　彼女はエロい質問にもきっとちゃんと答えるよ」

「おれのオ……オ、オオオオナニーとは何も関係ないですっ」

「お前は『オナニー』すらまともに言えないし、自分のオナニーも語れないだろ。そういうのを恥はずかしがってるうちは、まともな仕事はできないね。自分がヌキたくなる画はどんなのか、そんなもんも言えなきゃ一人前にはなれませんなー」

「…………むっかつく」

　極ごく々ごく小さな声で文句がこぼれた。だってこんなこと人前で、面と向かって言われた経験なんかない。しかも、オナニーについて語れないからアスタリスク編集部の編集として一人前になれないとは、悔くやしいやら情けないやら、だ。

「おおおれはっ、お風ふ呂ろで、オッ、オナニー、するので、雑誌とか、持ち込めないんです！」

「…………」

　高虎のポカン顔を見て、なんとなく勝った気になった。

「だ、だから、そ、そういう目的で、エッチな雑誌とか見たことなくて。でも、うちの雑誌に何が求められてるかとか、存在意義から目を逸らしたくないって思ってるし、まだぜんぜん拙つたないですけど、これでも真剣にっ……」

「風呂でやんのか。どうやって？」

「は？」

　高虎が少し興奮ぎみに身を乗り出してくる。

「椅い子すに座ってとか、湯船の中でとか、湯船の縁ふちに座ってとか、鏡に向かってとか、脚あしを伸のばさないとできないから床ゆかで……とか」

「……それ……うちの雑誌と関係ありますか」

「俺の個人的な興味」

　どすっと、高虎の腹に拳こぶしを突つき出していた。「おうっ」と唸うなって身体からだを折り曲げたので、勢いがついて鳩尾みぞおちにでも入ったかと焦あせって顔を覗のぞき込むと、高虎はにやにやしている。

「……最低」

「いいね、『最低』。キヨイに言われるとなんかムラッとくるー。恥ずかしそうに言う『オナニー』にも萌もえるなぁ」

　呆あきれも混じって、キヨイは半眼になった。「も一回言ってくんない？　録音するから」と、ことさら楽しげな高虎に背を向けたとき。

「あっ……」

　突とつ然ぜん、高虎が声を上げた。え？　とうしろを見たときには高虎が走り出していて、わけも分からずキヨイもそのあとを追う。

「喜多！」

　高虎は十字路を横切っていたひとりの男性の肩かたをがしっと摑んで振ふり向かせた。

　しかし、その男性に怪け訝げんな顔をされて、「すみません」と頭を下げている。

　追いついたキヨイに、高虎は苦笑いしてため息をついた。

「喜多に似てたけど、人ひと違ちがいだった」

　編集長の首が飛ぶか、最悪は雑誌廃はい刊かん──喜多が持ち逃げしたデータの如何いかんによっては、グラビアアイドルの所属事務所からそういう圧力をかけられると、アスタリスク編集部員たちが噂うわさしていた。

　編集長である高虎にとって、喜多の行方ゆくえを捜さがすことは緊きん要ようであり、きっと大きなプレッシャーなのだ。編集部内での日々の業務でその緊急性をあまり感じなかったし、慣れない環かん境きようの中、自分のことで必死だったのもある。だからキヨイは、自分がアスタリスク編集部に異動になったそもそもの理由を忘れかけていた。

　自分が前の上司と揉もめ事を起こしたから、ばかりじゃなく、喜多が失しつ踪そうしているからだ。このままデータを取り返せなかったら、編集部ごと潰つぶされるかも。そうなったとき編集部員はどうなるんだろうか。

　いつも軽い調子の高虎だけど、本当はつねに頭の隅すみに喜多の問題があるのだろう。だって編集長である自分の立場と、編集部員と、そして雑誌の将来がかかっているのだ。

　つまりこれは高虎だけが抱かかえた問題ではない。

「喜多さんは【キャバの嬢王シリーズ】の企き画かくを担当してたんですから、歌舞伎町によく出入りしてたんですよね？」

「そりゃあな。俺よりアスタの在ざい籍せきが長いし、この街に知り合いも多い。喜多にとっては庭みたいなもんだよ。だから似たやつがいたら喜多じゃないかって……つい捜してしまう」

　国こく籍せきも出身地も人種もばらばら、男も女も雑多に行き交かう歓かん楽らく街だ。たったひとりを捜すのは容易ではない。そもそも喜多が歌舞伎町どころか東京にいる保証だってないのだ。

「あいつはまじめな性格だし、データを持って逃げたことで、きっと苦しんでる。少しでも早く見つけてやんなきゃって思うよ。変な気起こさなきゃいいけど。雑誌だって潰すわけにいかない。俺の首もかかってるしな」

　最後に冗じよう談だんのように付け足した言葉より、喜多の身を案じ、『アスタリスク』の運命がかかっているという部分に高虎の真意がある気がした。

　喜多の行方を捜し、雑ざつ踏とうを見つめる高虎の背中に、自分もアスタリスク編集部員として何もしないではいられないとの気持ちが湧わく。

　何かできることはないだろうか。たとえば、取材で歌舞伎町で働く人にたくさん会うだろうから、「見かけなかったか」「何か連れん絡らくがなかったか」など、手がかりになりそうな情報を求めるチャンスはあるだろう。

　そんなことを思っていたら、背後から一直線の視線を感じ、キヨイはその方向へ振り向いた。人のさざめきと笑い声、行き交う人たち、スピーカーから流れる音楽。無む秩ちつ序じよな世界は、それらすべてがミックスされている。

「キヨイ？」

　高虎に声をかけられて、なんでもないです、と首を振った。

　軽く頷うなずいた高虎は、いくつか並んだ飲食店に目を向けている。

「二十時半すぎ……どうする？　そこらでなんか食ってくか」

　キヨイは歩きだそうとした高虎の袖そでを摑つかんで引きとめた。

「ん？」

「あの……おれ……自分の中で、エッチなことを言ったり、エッチな雑誌を作ってるってとこに、恥ずかしさがありました。すみません。でも……恥はじだとは思ってないです。さっき高虎さん、ちょっと誤解されたみたいだから」

　高虎が「……ああ」と応こたえて、納なつ得とくしてくれたようだった。

　初めて高虎と編集部の屋上で話したときも、目め尻じりを下げたその優やさしい笑い方が印象的だった。高虎の柔やわらかな微笑ほほえみを見たら、他人の評価じゃなくて自分の目で見ると言ってくれた人に、正直な気持ちを話さなきゃとますます思う。

　アスタリスク編集部員たちは熱心にエロスについて考察し、議論して、雑誌を作っている。その様子は端はたからみたら滑こつ稽けいかもしれない。低てい俗ぞくだ、猥わい雑ざつだと嗤わらう人もいるだろう。でも性せい衝しよう動どうは人間の本質の中にあって、生きていくために絶対に必要な本能だ。

「阿久津さん、サトルさん、天利さん、雪菜ちゃんも……アスタ編集部のみんな、真しん摯しに取り組んでるんだなって、毎日の仕事ぶりを見てたら感じます。おれも、いつまでも言葉ひとつ、写真一枚に恥ずかしがってちゃ駄だ目めですね。編集者としてお給料貰もらって、作ってる雑誌を読者さんが買ってくれて、また次の雑誌が作れる。そういうのを忘れずに、もっとちゃんとしなきゃなって思います。お世話かけますけど、これからもよろしくお願いします」

　高虎は真しん剣けんだから厳しいことも言うのだ。誘さそいにのらなかったからパワハラで仕返し、なんて卑ひ怯きような手を使う、前の編集長とはぜんぜん違う。仕事が満足にできなくて「お前のそういうとこが駄目」と言われた瞬しゆん間かんは悔しいけれど、当を得ているから、こうして最後は心底反省する。

　キヨイの言葉に高虎は少し驚おどろいたように目をぱちりと大きくした。

「かわいいな……お前」

　高虎はいつも「お前は素す直なおだ」と言ってくれるので、「部下としてかわいい」と褒ほめてくれてるんだろうと思う。

「おなかすきましたね。おれなんでもいいです。どうせこの辺りは詳くわしくないので、どこかいいところに連れて行ってください」

　にこりと笑うと、高虎はなぜだかわなわなしている。

「超ちよう魔ま性しようめ……甘えたみたいな笑え顔がおで『どこかいいところに連れて行って』なんて、他ほかの男に言ったらだめだぞ」

「え？」

「え、じゃないよまったく……。無自覚すぎてあぶねーな、ほんとに」

　ぶつぶつ呟つぶやきながら歩きだした高虎のあとを、キヨイは「わ、待ってください」と追いかける。自分の気持ちをちゃんと伝えられて、それを高虎に理解してもらえたのが嬉うれしい。

　それから適当に目に付いた居酒屋にふたりで入った。週末だからか、キヨイと高虎が座っているカウンター席まで客で埋うまっている。

　一時間ほどの間に高虎はビール三杯ばいにハイボール、梅酒ロックと立て続けに飲み、キヨイは促うながされるままサワーを一いつ杯ぱいだけお付き合いした。

「お前もう、今日は俺んち泊とまれな」

「まだ終電には間に合います」

「そんなほんのりピンク色状態でひとりで電車に乗って、痴ち漢かんのクソ野や郎ろうに触さわられでもしたらと思うと、想像するだけで蟀谷こめかみが切れそうだ。俺が汚よごすのはよくても、他の男に汚されたらマジで怒ど髪はつ天を衝つく」

　自分勝手な持論を展開する高虎になかば呆れながら、泊まるくらいはいいかと考えた。それにお酒が入ると、痴漢やエロ犬に遭そう遇ぐうする確率がなぜだか格段に上がる。

　それにそのうち高虎の部屋でしばらく暮らすことになるのだ。自分がいない状じよう況きように、詠にも慣れてもらわなければならない。

　そう考えて「今日はお世話になります」と頷いた頰ほおに、また何か視線のようなものを感じて、キヨイはそちらへ目を向けた。カップルがいるテーブル、四人掛がけに座っているサラリーマン、窓の外は煌きらびやかなネオン街だ。何もおかしなところはない。

「なんだ、どうした」

「いえ……」

　高虎とは別の、強い視線を感じたような。

　気のせいかなと首を捻ひねると「デザートもあるぞ」と高虎にメニューを渡わたされて、奇き妙みような感覚については、さっぱりと忘れてしまったのだった。

　食後のデザートにソフトクリームがのったコーヒーゼリーを平らげて居酒屋を出た。

　高虎はいくら酒を飲んでもしっかりとした足取りで、端からも酔よっているようには見えない。

　新宿線で九段下駅まで。地下鉄車内はかなりの混雑だ。乗客に押されてドア脇わきの座席側に高虎が寄りかかり、キヨイはドアに左ひだり腕うでをつけて立った。どんどん人が乗ってきて、車内はあっという間に身動きできないほどいっぱいになる。

　発車して五分も経たたないうちに、尻しりにもぞっとするものがあり、キヨイはしかめっ面つらになった。それにすかさず気付いた高虎が、険しい表情でキヨイの背後に睨にらみを利きかせ、キヨイの腕うでを摑んで引き寄せる。

「お前、こっち来い」

　高虎が寄りかかって立っていた位置に入れ替かわりで身体からだを押し込まれ、高虎が身体で庇かばって痴漢行こう為いを遮さえぎってくれた。

「悪い。十分程度だって油断した」

「いえ、混雑してますし、動けなかったんですから……。こっちこそすみません」

　目の前に逞たくましい胸むな板いたと肩かたと二の腕があって、キヨイが目線を少し上げると、そこに高虎の顔がある。顎あごを引いて俯うつむいても、高虎の存在感がキヨイを圧あつ迫ぱくしてきて苦しい。そっと息をついたとき高虎がつけているフレグランスか何かを嗅かぎ取って、ずっと忘れていたキスを思い出した。

　耳みみ朶たぶと耳のうしろの辺りの生え際ぎわを擽くすぐる高虎の指先。それが今また、キヨイに触ふれた気がした。高虎の息が髪かみにかかっているから。

　じんっ……と腰こしに響ひびく。奥歯を嚙かんで、そうするとますます緊きん張ちようが高まってくる。

　こんなふうに密着されたら、思い出すのは無理もない。

　高虎のベッドの中で、覆おおい被かぶさられるかたちで唇くちびるを啜すすられた感覚が蘇よみがえって、キヨイはもじっと膝ひざを擦こすり合わせた。

「……なんて顔してんだ」

「え？」　>>>♥

　目線だけ上げて高虎を窺うかがう。高虎は怒おこってるみたいな表情で見下ろしてくるので、訳も分からず「すみません」と謝った。

　高虎とのキスを思い出しただけでドキドキして、自分はどこかおかしいのだろうか。

　経験値が低いせいで、久々に味わった感かん触しよくに頭が捉とらわれているだけだと分かっているけど、女の子とそういうコトになったときは、何度も反はん芻すうしたくなるような甘い感覚はなかった。

　──どうしよう。もしかしておれ、ゲイになっちゃったのかな。

　酒のせいなのか、高虎のせいなのかわからない火ほ照てりが収まらないまま、急カーブで電車が左に傾けい斜しやして乗客の波が押し寄せ、高虎の胸元に押し潰つぶされそうになる。ぎゅっと抱だきしめられているような錯さつ覚かくに、胸が大きく鼓こ動どうを打った。うわぁと心の内で悲鳴を上げる。

　そのとき高虎の肩かた越ごしによく知る人物を見た気がした。高虎に覆われる甘い息苦しさも、それでいっぺんに吹ふき飛ぶ。

　──詠っ？

　車体を立て直した電車が直進を始め、人の頭がいくつも揺ゆれる先にいくら目を凝こらしても、もう詠の顔は見当たらない。

　見み間ま違ちがいだろうか。でもあり得なくはない。

　今日、歌舞伎町での仕事のときも妙みような視線を感じた。もしかすると、ずっとつけられているのかもしれない。職場の同どう僚りようとの飲み会が行われた店の前で詠に待たれた経験もあるから、独り暮らしをしたいと言い出したキヨイの行動を把は握あくしたくて……の可能性は充じゆう分ぶん考えられる。

「ちょっとメール……してもいいですか」

「どうぞ」

　高虎に断りを入れて、スマホを取り出した。時刻は二十二時半。まだ今日の外がい泊はくを詠に報告していない。『仕事で新宿へ行くので夜ゴハンはいりません』と早くに連れん絡らくはしておいたけれど、いつもなら、『何時ごろ帰るんだ？』という受信メールと着信履り歴れきでいっぱいになるころだ。でもスマホの画面には何もメッセージが出ていない。

　キヨイの現在の状況が気にならないのは、今の状態が見えているからじゃないのか。

　終電にはまだ早いのに、『今日は会社近くの編集長のところに泊まります』と送ってしまうと余計なことを穿せん鑿さくされるだろうと思って、もっと遅おそい時間にメールを送信するつもりだった。

　いやな緊張感に包まれながらメールを送る。するといつもと同じタイミングで、すぐに返信がきた。

『編集長さんとずいぶん親密なんだな。困ったことがあったら連絡ください。おやすみ』

　普ふ通つう、『親密』なんて言うだろうか。

　隠かくし事をしているせいで被ひ害がい妄もう想そう気味かもしれないけれど、この電車内での密着した状況を見て、こんな返信を寄よ越こしたのではないかと邪じや推すいして、キヨイは背中にいやな汗あせを搔かいた。

　首を伸のばして高虎の背後を窺うが、やはり詠の姿は見当たらない。

「キヨイ？」

　高虎の声にはっとする。

「なんだ、変なやつでもいんのか」

「いいえ。知り合いに似た人がいたような気がして。でも気のせいでした」

　キヨイのぎこちない笑顔に、高虎は怪け訝げんな表情だ。

　スマホをポケットに戻もどし、気を取り直して「コンビニで下着を買います」と高虎の胸元で微笑ほほえむと、高虎はなぜか「くうぅっ」と変なうめき声を上げていた。







　仕事に忙ぼう殺さつされているうちに、十一月末の退去期日まであと二十日ほど。高虎のマンションでの独り暮らしについてどうせ話さなきゃならないのだから、一日も早く詠に打ち明けるべき、と決意した。それに、昨日のことも気になる。

「また反対されたら強行……いや、でも、変なしこりとか残したくないしな」

　詠が明るく接してくれることが、唯ゆい一いつの救いだ。しかしそのせいでいつも、詠に反対されたらろくに反発もできないままキヨイが折れてしまう。

「もう決めたし！」

　握にぎり拳こぶしに力を込めて、気合いを入れた。

「詠ー、仕事がひと区切りついたらでいいから、ちょっと話があるんだけど」

　詠がＡＶシナリオライターの仕事をしている部屋のドアをノックする。中から「いいよ」と返事が届いて覗のぞくと、パソコンに向かっていた詠が振ふり向いた。

「のってるとこだったら、あとででも」

「いや、休きゆう憩けいしようと思ってたから」

　本ほん棚だなにずらりと整せい頓とんされた中に、高虎の部屋で見つけた『僕は淫みだらな玩がん具ぐ』もある。

　高虎はＤＶＤの中の詠を見て、性せい欲よくを発散させている──今日まであんまりこの件について考えないようにしていたけれど、現実は今キヨイの目の前にある。

「キヨイ？」

　すぐ近くで詠から声をかけられるまで、ＤＶＤパッケージの背ラベルを凝ぎよう視ししてしまっていた。

「あ……うん」

　ローテーブルを挟はさんで向かい合って座り、高虎から貰もらってきた賃貸借契けい約やく書のコピーを封ふう筒とうから出した。まだ何もサインなどは記入していない、契約の内容が書かれたものだ。それに部屋の間取り図と、室内の設備内容、周辺環かん境きようについての書類が同どう封ふうされている。編集長が管理人だということも、説明しておいたほうがいい。

「ここに決めようかなって思ってるんだ。部屋を探してるって話したら、うちの編集長がそこの管理人さんで、安くしてくれるっていうから。あ、所有者と貸主が違ちがうのは、編集長の叔父おじさんが所有してるマンションらしくて」

「編集長……」

　詠の表情は険しい。昨晩、『編集長さんとずいぶん親密なんだな』と返信してきた詠だ。

「昨日も泊とめてもらったマンションで、そこに編集長も住んでる。会社に近いし、この辺りで探してるって相談したんだ」

「……ほんとに……独り暮らしする気なのか？」

　詠はまだ信じられないとでもいうように、そう呟つぶやいた。

　胸が痛むけれど、ずっと永遠に兄弟一いつ緒しよというわけにはいかない。

　キヨイは明るい声で「うん」と答えた。

「おれさ……前の部署で、ちょっと人間関係うまくいかなくて、……黙だまってたけど」

「えっ？」

　詠が眸ひとみを大きくして、キヨイの告白に驚おどろいている。だって何も話していないし、詠を安心させるために噓うそをついていたから。

　でも、いつまでもそれじゃ駄だ目めなんだ。

　もう自分はひとりでもやって行けるし、一緒に頑がん張ばろうと思える人たちとも出会えた。だから、詠の側を離はなれても大だい丈じよう夫ぶだと、詠自身に納なつ得とくしてもらわなければ。

「でもさ、今の編集長は、おれの前の部署でのこととか全然気にしてない。他人の評価とか噂うわさ話ばなしなんかどうでもいいってかんじで、ちゃんとおれのやる仕事を見てくれてるんだ。ぜんぜん駄目で怒られたりもするよ。スパルタで容よう赦しやないし、でもホントに困ってるときは助けてくれるんだ。編集部のみんなもいい人ばっかりで出社するのも楽しいしさ。今やってる仕事、やっと最近おもしろくなってきたんだよね」

　詠は無言のままで、キヨイの顔をじっと見つめる。

「あの……ファッション雑誌の編集部って言ってたけど、じつは、うちの編集部、アダルト系のグラビアアイドル誌なんだ」

「……は？」

「ごめん。詠に言ったら余計な心配させちゃうかなーって思って……。成人指定本じゃないんだけど、けっこうぎりぎり路線なかんじで。エッチなＤＶＤ付きだったり、セクシーなポスター付きだったり。グラドルの子は着エロが基本で、ＡＶ女優さんだと……けっこう、ボンっておっぱいが出てるページもあったりするし……」

　詠は口をポカンと開けて、百面相みたいになっている。

「おっ、おっぱぃ……」

　キヨイの口から聞いたことのない言葉がぽんぽん出てくるものだから、詠はしばらく茫ぼう然ぜんとしていた。

「詠……自分もそっちの業界の人なのに、なんでそんなショック受けてるみたいな反応なんだよ」

「キ、キヨイがっ……」

「でもおれだって二十五歳だし。普通はそういう話だってするものでしょ？」

　詠は喘あえぐように何度も息をついて、とうとう俯うつむいてしまった。穢けがれを知らぬ弟が豹ひよう変へんした、とでも思ってるのかもしれない。

「低てい俗ぞくだって誤解されがちだけど、撮とられる女の子たちはプロ意識高いんだよね。そういうのおれよく知らなかったから、業界で生きてく人たちの姿勢とかも、すごく勉強になってる。そのグラビアに煽あおりのキャッチコピーをのせて、記事を書くのがおれの仕事。あと、スキャンダルを追っかけてる外部の編集さんもいて、写真と記事を持ち込んでくるから、それをレイアウトしたり」

「キヨイ……」

　詠が悲痛な面おも持もちで眉まゆをひそめる。自分の知らないところで大切な弟が望まぬ方向に向かっていた事実を、受け入れられないのだろう。

「何でそんな大事なこと黙ってたんだ。それにグラビアアイドル誌って……そんなのキヨイに務まるわけないだろう！」

「詠……、おれ、今のところでがんばりたいんだよ。その賃貸マンションは編集部まで歩いて十五分くらい。上司はチャラってしてるかんじに見えるかもしれないけど、すごい頼たよりがいあって、いい人──」

　キヨイの説得を遮さえぎって、詠が「違うだろ！」と声を張った。

「そういう問題じゃない！　俺がこういう仕事をしているから余計に、キヨイにはそういう汚よごれた世界とか知らずに生きてほしいんだ。おまえ絶対無理してるだろう？　そんなの長く続かない。悪いこと言わないから、部署異動ができないかその上司に……」

「詠はおれを心配してそう言ってくれてるんだよね。ありがとう。おれも詠が大事だよ。血は繫つながってないけど、血ってなんだよって思うくらいそんなの関係なくて、大事にしてもらったって思ってる。でももう自立しなきゃ。ひとりは大変だろうと思うけど、なんでも勉強だしね。これからも詠に対する思いは変わらないよ。ただ距きよ離りがほんの少し離れるってだけ。だから詠も、ちゃんと恋こいとかしてさ」

　ふと発した言葉に、詠が表情をなくした。知らない者を見るような目で凝視されて、自分の発言に自分で戸と惑まどう。

「……キヨイ、恋してんのか？」

　茫然とした声で問われて、胸がどきんとした。頭にぽんと、高虎の顔が浮うかんだ。

　かあっと耳まで赤くなる。

「あ、いや、そういう意味じゃなくて。おれもだけど、これからは詠も、今の仕事を理解してくれるいい人見つけて、自分のために幸せになるべきだって思うんだ」

　他ほかのだれのためでもなく。自分のための幸せを探して、それを共有する人とふたりの幸せを育はぐくむべきだ。

　呆ぼう然ぜんとしたままの詠に近付いて、ぎゅっとハグした。

「今まで本当にありがとう。おれはもう大丈夫だから、詠も幸せになって」

　詠は何も答えなかったけれど、反対もしなかった。

　離れる寂さびしさとか、目の届かないところへ行ったキヨイがそこで苦しんだりしないかとか、詠が憂ゆう慮りよを語ればきっときりがない。

　詠を思うからこそ言えなくて、苦しんでいた。でもこれまで秘密にしていたキヨイの悩なやみや考えを明かしたことで、少なからず自分の愛情がキヨイを追いこんでいたと気付いてくれたのだろう。

　最後は詠も抱だき返してくれて、話した内容には納得し、理解してくれたのだろうと思った。







　食べていた親おや子こ丼どんをあやうく、ぶほっと噴ふくところだった。

「どうした？」

　気管に詰つまらせそうになったのを、阿久津が差し出してくれた冷水で流し込み、高虎に手て渡わたされたおしぼりで口元を拭ぬぐう。

　詠が同じ定食屋の離れた席で食事しているのだ。

　偶ぐう然ぜんなんかじゃない。だってわざわざ三田のマンションから、本郷の定食屋へ昼食を食べにくるはずがない。

「す、すみません、気管に入りそうになりました」

「そんなに慌あわてるほど腹減ってたのか。落ち着けよ」

　おなかがすいたとキヨイがぼやいたので、高虎と阿久津の三人でここに入ったのだ。サトルと天利はグラビア撮さつ影えいで離り席せき、雪菜は編集部内に電話番で残っている。

　定食屋の中はサラリーマンや制服姿の女性、作業着の男性などでいっぱいで、詠がいつ入ってきたのか気付かなかった。

　頭の中は、詠の信じられない行動の意味を推おし量るのに忙せわしない。混乱のまま親子丼を咀そ嚼しやくする。自分が何を食べているのかよく分からない。せっかくのランチが台無しだ。

「この安さでこのボリュームだから、平日でも混こんでるよな」

　カツ丼を食べ終わった高虎が店内をぐるりと見回すからハラハラする。なんせ高虎は詠のファンだ。詠はメガネをかけた変装じみた格好で、ＡＶ男優をやっていたころとは髪かみ型がたも違ちがうし気付く確率は低いけれど。

「た、高虎さん、次の企き画かく書しよの件なんですけど！」

「え？　なんだ、急に」

　振ふり向かせたくて、強ごう引いんに仕事の話を引き合いに出す。

「『濡ぬれちゃった制服・競きよう艶えん！』っていうのはどうかなって。ナース服とか、女教師とか、そのあたりは王道ど真ん中ですけど、巫女みこさんとか、あとバスの女性運転手さんとか、とにかく制服姿でびしょびしょに濡れてもらう……みたいなかんじで」

「あー、出しといて。編集会議は火曜日な」

　はい、と頷うなずいて、残りの親子丼を搔かき込んだ。早いところ食事をすませて店を出たい。

「キヨイはうちに来たときと比べたら、めざましく進化しましたよね。猥わい語ごも臆おくせず口に出すようになったし。でも先週、グラビアの撮影現場に連れてったら、そこではうろたえ感が半はん端ぱなかったですけど」

　阿久津がお茶を啜すすりつつ笑っている。

「だ、だって、布きれ一枚ってかんじで、撮影中にちょっと見えちゃってましたし。でも女の子たちはみんな、そんなのでいちいち恥はずかしがらないんですよね。度胸あって、すごいなぁって」

「今度ＡＶの撮影に連れて行こう。いっぺんに免めん疫えきつくぞ」

　高虎が邪じや悪あくな顔で茶化すので、なんていじわるなんだ、と睨ねめた。

「キヨイって……ネット動画含ふくめて、ＡＶは見ないの？」

　阿久津の質問には「見ないです」と答えた。阿久津が「じゃあ、雑誌派？」と質問を重ねたのには曖あい昧まいに笑って流す。

　ひとりえっちのときに雑誌すら使わないことを高虎は知っている。おもしろおかしくそのネタを阿久津に披ひ露ろうされるんだろうなと覚かく悟ごしていたら、高虎は最後まで何も言わなかった。

　レジでお会計のときに詠のほうをちらりと見ると、詠は知らん顔をしている。

　むっと口を尖とがらせながら、キヨイは店員から釣つり銭を受け取って店を出た。

　詠と話し合いをして、分かってくれたと思っていたのに裏切られた気分だ。

「俺ちょっとそこの本屋に寄ってから編集部に戻もどります」

　阿久津が途と中ちゆうで別行動になり、高虎とふたりで編集部への帰り道。そっとうしろを振り返る。遠目に詠の姿を見つけたけれど、もう無視すると決めた。

「さっき、阿久津さんにおれのオナニーネタを暴ばく露ろされるんだろうなって思ったんですけど」

「言うわけないだろ。なんで俺があいつに着火しそうな火種を投下しなきゃならないんだ」

「高虎さん、おれのそういうのをばかにしてたじゃないですか。ほぼ童どう貞ていとか、キヨラカさんとか言って」

　キヨイの反論に高虎はにやっとする。

「お前のオナニーは俺だけが知ってるかと思うと、最高に興奮する」

「語ご弊へいのある言い方やめてください」

　見せたことなんかないし、叱しつ咤たされた悔くやしさのあまりに、いたす場所をぽろっと告白しただけだ。

「俺の部屋で居い候そうろうする間どーしてくれるんだよ。風ふ呂ろ入るたびに、今オナってんのかなー、って発情しちゃうだろうが、俺が」

「じゃあお風呂に入るたびに、高虎さん今いま頃ごろ発情してんのかな、って思っときます」

「お前……返すようになったなー」

「アスタのみなさんに日々鍛きたえられてるので」

　動画や撮影現場にはまだ慣れないけれど、そのうちなんでも冷静に仕事目線で見るようになるのだろうか。このアングルからのショットは斬ざん新しんだなーとか、これホンモノじゃないフェイクだとか。

　そのとき横顔に、またあの奇き妙みような違い和わ感かんを覚えて咄とつ嗟さに振り向いた。

　さっき見えていた詠の姿はない。辺りには歩道を歩く人たちがいるくらいだ。

「…………」

　どこからか、詠がこっそり見てるのだろうか。

　高虎の部屋に居候する件だけは詠に話せていない。それを理由にまた、引きとめられたくなかったからだ。

「キヨイ、何やってんだー」

　これ以上、詠を説得するすべなんてない。詠に遠えん慮りよばかりしていたら、前に進めないのだ。

　心は痛むけれど、今は詠の束そく縛ばくを躱かわしてやり過ごすしかないと決意を新たにした。







　その日の夕刻から歌舞伎町のスタジオで【キャバの嬢王シリーズ】の撮影が行われ、インタビュー録どりも終わった。

　今回のゲストはおっとりした話し方をする黒くろ髪かみロングの清せい楚そ系。いろんなタイプのキャバ嬢がいるものだ。

　高虎がカメラマンやデザイナーと話し込んでいたので、スタジオの隅すみのテーブルで待つことにした。取材のメモを読み返し、補足すべきところがないか確かく認にんする。

　キャバ嬢はこれからお店に出るらしく、メイクさんにヘアメイクを直してもらって「お疲つかれさまでした～」とキヨイに声をかけてきた。

　キヨイが立ち上がって「お疲れさまでした」と頭を下げると、キャバ嬢はテーブルに置いていたキヨイのペンケースから油性ペンを取り、名めい刺しの裏に何か書いている。

「来栖さんはうちみたいなお店で遊んだりします？」

「ご挨あい拶さつでしかお伺うかがいしたことなくて。お酒に弱いですから」

「お酒弱くても大だい丈じよう夫ぶですよ。接待じゃないから、無理に飲ませたりもしませんし」

「そうなんですか？」

　飲めなきゃ何しに行くんだろうと思っていた。たしかに好みの女の子とお喋しやべりしたり、顔を見たいから会いに行くだけというデート気分の男性客もいるのかもしれない。

「いつもはお客様のお話を聞いて、疲れた心をほぐすのが役割だって思ってお店に出てますけど、来栖さんにとても熱心にわたしの話を聞いていただいたら、なんだかほっとしちゃって。今度は、お店に来てください。いっぱいお喋りしましょ」

　にっこり笑え顔がおで名刺を手のひらにのせて両手でぎゅっと握にぎられた。「これ、わたしの連れん絡らく先。あの編集長さんには内ない緒しよですよ」と耳元で囁ささやかれて、ひゃっとなる。

　帰り際ぎわ、「あの！」と彼女を引きとめた。

「すみません、この男性、新宿や歌舞伎町周辺で見かけませんでしたか？」

　喜多の証明写真のコピーだ。彼女は「いいえ……」と首を捻ひねった。「ありがとうございます」とすぐに引っ込める。喜多の知り合いに当たればいいのにという小さな望みがあって、外に出るときは持ち歩き、人に会うたび訊たずねている。地道だけど、何もしないよりはいいはずだ。

　スタジオの外までお見送りして、振り向いたら高虎の胸とぶつかった。見上げると半眼の不ふ機き嫌げんそうな顔で俯ふ瞰かんされている。

「あ、わ、お疲れさまです」

「お疲れ」

　キヨイの手元の名刺に高虎のじっとり湿しめった目線が落ちている。

「も、貰もらっちゃいました。お名刺」

　内緒と言われたのに、ぺろっと報告してしまった。内緒にする気はなかったけれど、こんなふうに怖こわい顔をされるのなら内緒にしておいたほうがよかったかもしれない。

　高虎に名刺をつまみ上げられた。裏を覗のぞかれて、ますます高虎の眉み間けんの縦じわが深くなる。

「プラベのケーバンじゃねーか」

「プライベート？　え、そうなんですか？　あ、なんか、おれが必死に彼女の話を聞いてたのが嬉うれしかったみたいです。煌きらびやかな世界で毎日楽しそうにお酒飲んでお喋りしてるイメージですけど、本当は苦労してるんですね……」

　キャバ嬢を始めたきっかけと仕事を続けている理由は、享きよう楽らくや、野心、お金のためじゃないらしく、「これは楽しい話題じゃないので書かないでくださいね」とお願いされた。

「お前、あんな話を信じてんのか。病気のお母さんと、お母さんの病気を治すために医大に通う妹さんがいて……とかいう話だったよな」

「え、どういうことですか？」

「お前……どんだけ純じゆん粋すいなんだ。初めて会った雑誌の編集者相手にホントの身の上話するか？　髪型とか化け粧しようとか違うから雰ふん囲い気きもガラッと変わってるけど、前の店ではギャルっぽいキャラだった」

　鎖さ骨こつの赤あか黒子ぼくろと、右みぎ肩かたにタトゥーを消した痕あとがあり、身体的な特とく徴ちようが一いつ致ちしたから同一人物だと高虎は気付いたらしい。

「いくら裏事情を知らなくても、夜の街で働く人間の自分語りは話半分で聞いとけ」

「あ……そうでした」

「前のめりになって熱心に耳を傾かたむけてる姿勢って点は、美徳に映るからいいけどな。仕事がすんだらドライにいかないと。カモられやしないかってこっちがヒヤヒヤする」

「でもまぁ、行かないですけど」

「ほんとかよ。彼女の話に同情して、仕方なく、行っちゃいそうじゃねーか」

「ああ……なるほど。でもおれじゃなくても、きっと彼女は他ほかの男性にお話するはずですから」

　癒いやされたくて、いっとき楽しみがほしくて、世の男性たちは彼女がいるようなお店に行くのだろう。キヨイは行きたいとは思わないけれど、癒しなんかいらないぞって意味じゃない。

　だれでもいいから慰なぐさめてほしいとか、刹せつ那な的な癒しと満足感ばかり集めて日々を過ごすのじゃなくて、たったひとりでいいから、ほんとに疲れたときだけでいいから、寄りかかれる存在が近くにいてくれたらいいのになと思う。

「編集部に戻る前に、どっかでメシ食ってくか」

　十九時近くで、辺りは暗い。寒風が吹ふき荒すさんで、コートのフードを被かぶってマフラーの中に首を竦すくめる。歌舞伎町のスタジオを出て少し歩くとラブホテル街だ。

「ここでよくゲイビの撮さつ影えいやってる」

「えっ！」

「普ふ通つうのＡＶだったらこの辺は大たい抵ていいけるけど、ゲイビは撮影許可を貰えなかったりするからな」

　高虎からゲイビデオの話題に触ふれられて、なんともいたたまれない気持ちになった。

　頭の中を、詠のことがよぎる。

　ゲイビデオの男優をやっていた詠自身は、家計のために始めた仕事をどう思っていたのだろうか。変な虫がつかないようにとキヨイに潔けつ癖ぺきを求めるところがあるから、鬱うつ屈くつした何かがあったのかもしれない。

　自分が知らない詠がいたんだろうな、という気持ちで、そのホテルの入り口を見み遣やりながら通りすぎる。

「なんだ、興味あんのか。ほぼ童どう貞ていくんは入ったことないんだろ？」

「ないですけど」

「見学したくなったらいつでも言えよ。連れ込むから」

「連れ込むって言い方がおかしいです」

　高虎の口ぶりだと入り慣れてるっぽくて、笑う反面、胸がちくんとした。

　ウィークデーで、時間帯的にもラブホテル街にそれほど人通りは多くない。

「…………」

　キヨイはそっとうしろを振ふり返った。最近感じるようになった視線に、また気付いたからだ。

　ついに、建物の陰かげにパッと隠かくれる人の姿をはっきりと目もく撃げきした。

　──詠！

　通りは暗くてシルエットしか見えなかったけれど、まだ尾び行こうしていたのかと思えばいいかげん腹が立ってくる。

　──絶対、今日帰ったら、こんなことやめてくれときっぱり伝えよう。そして一日も早く家を出るべく、引っ越こしの日程を決めて詠に話す！

　そう決意して、今日撮影が行われた【キャバの嬢王シリーズ】の記事を纏まとめ、終電でマンションに帰宅した。

　詠の仕事部屋の電気が点ついているので、ノックして声をかける。

「詠、話があるんだけど」

　いつもなら仕事が忙いそがしくないときにと、気き遣づかうくらいの配はい慮りよはする。でももう黙だまっていられない。

　ほどなくして部屋のドアが開いて、詠が顔を出した。

「ちょっといいかな」

　キヨイの憤ふん懣まんを滲にじませた声に、詠は子供が反はん抗こうするような表情を浮うかべている。

　心当たりがありすぎるからか、そのまま部屋からリビングへ出てきた。

「今日のあれ、何」

「何かとキヨイの世話を焼いてるらしいその上司が、どんな人なのか気になるだろ。……ところであのガラ悪そうなのが編集長？」

　たしかに言われてみれば、高虎は歌舞伎町の飲み屋街に馴な染じんでる姿からして「ああしてるけど、じつはヤのつくお仕事の人なんですよ」と言われたら「なるほど」と頷うなずいてしまいそうな雰囲気が……なくはない。短たん髪ぱつでメガネの阿久津のほうが落ち着いて見えたかも。

「メガネじゃないほう」

　しかし、答えてから首を傾かしげた。一度電車の中でも詠の姿を見た気がしたけれど、違ちがったのだろうか。あのときも高虎と一いつ緒しよで、詠は『編集長さんとずいぶん親密なんだな』と返信メールを寄よ越こしてきた。

「でも、詠……今日だけじゃないよね。何回もおれのこと追いかけ回して、もうああいうのやめてほしいんだけど」

　キヨイの言葉に、詠は目を丸くしている。「え？」と聞き返され、逆にキヨイも「え？」と問い返した。

「何回も……？　俺は今日の昼しか行ってないぞ」

　まさかそんなはずは、と耳を疑った。歌舞伎町へ挨あい拶さつ回りに出たときも、確かに視線を感じたはずだ。

「今日……歌舞伎町は……？」

「キヨイたちがランチで入った本郷の定食屋で、俺も昼ご飯食べてから帰ったけど」

　レジのところから見たとき、そういえば詠はまだ食事の最中だった。

「え……じゃあ、おれの仕事中とか、来たことは？　編集長のうちに泊とまるってメールしたときとか……」

「……ないよ。だってキヨイが『上司や同どう僚りようもいるんだから』って怒おこるから。そりゃあすごく気になるけど、あんまりつけ回すようなことしたらキヨイに嫌きらわれる」

「…………」

　尾行しているのは詠だと思い込んでいた。

　じゃあ阿久津と別れて、編集部までの帰り道に感じた気配の正体はだれだったのか。今日のスタジオ撮影のあと、歌舞伎町のラブホテル街で逃にげるように建物の陰に隠れたのは？　その前からちょくちょく感じていた視線は？　いったいだれに尾行されていたのだろうか。それともそもそもすべて自分の気のせいなんだろうか。

「キヨイ……？　どうした？　なんかあったのか？」

「いや、なんでもないよ。疑うようなこと言って、ごめん」

　詠を責めるつもりでいたけれど、気き概がいは叩たたき潰つぶされて得体の知れない恐きよう怖ふ感かんが足元からじわじわと這はい上がってくる。

「メガネじゃないほうが編集長って……なんか遊んでそうな男だったな。不誠実そうに見えたけど、あれ、大だい丈じよう夫ぶなのか」

「あの人は……見た目とか喋しやべってるときの印象とは、違う、と思う……」

　心ここにあらずで、声が窄すぼまった。

「キヨイ？」

　おやすみ、と何を話すために呼び出したかよく分からなくなったまま、ふらふらとバスルームに入った。

　だれかに恨うらまれることをしただろうか。会社の飲み会で行った歓かん楽らく街で酔よっ払ぱらいに目を付けられて追いかけられるなどの一時的なものではなく、けっこうな長い期間、謎なぞの視線を感じていたことになる。

　心配性しようの詠には話せない。他のだれかに相談──……。

　思わずポケットからスマホを取り出していた。

　咄とつ嗟さに高虎の顔が浮かんだ。でも、仕事の相談ではないのだから適当とは思えない。それに、高虎にまだ打ち明けていない詠のことだけ綺き麗れいに除よけて、うまく説明できる自信なんかない。

　どうしようもない不安に苛さいなまれながら、キヨイは結局スマホをポケットに戻もどした。







　　　　◇　４　◇







　だれかにつけられていて、しかもそれが詠じゃない──中ちゆう途と半はん端ぱに判明したことで、恐きよう怖ふ心ばかりがキヨイの中で膨ふくらんでいる。

　平静を装ったけれど、昨日は不安でよく眠ねむれなかったし、仕事の間も一日中、そのことが頭を離はなれなかった。

　いつも以上に疲ひ弊へいして帰りの電車に乗ると、運悪く事故の影えい響きようでダイヤが乱れ、朝の通勤ラッシュのような混雑に巻き込まれた。

　なんとなくぼんやりしていたら、臀でん部ぶにもぞりとする感覚がある。キヨイは眉み間けんを狭せばめた。

　痴ち漢かんに狙ねらわれるのは日常だけど、いつも以上に恐怖を感じて背筋が凍こおった。正体不明のストーカーが同じ電車内にいるかもしれない。すぐ近く……たとえば真後ろに立っているなんてことはないだろうか。

　もう一度、今度ははっきりと尻しりの割れ目に沿って、指先が上から下へ降りてくる。恐怖に震ふるえ、ぞわっと首筋に鳥とり肌はだが立った。背後を確かく認にんしようとしたとき、キヨイのスマホが鳴った。

　あえて着信音を鳴らしたままにする。すると、やまない音楽に顔をしかめたり、キヨイに向けてちらちらと視線を送ったりする乗客が現れはじめた。

　ポケットのスマホを取り出して、応答ボタンをタップするのと同時に痴漢の指がすっと消える。

　着信は高虎からだった。名前を見ただけで、泣きたくなるほどほっとする。

『──キヨイ？　まだ電車の中か？』

「…………はい」

　声が震える。泣きそうに歪ゆがんでいる。電話の向こうで、高虎が『ん？』と声を揺ゆらした。

『どうした。なんかあったのか。……まさか痴漢じゃないだろうな』

「……ち、痴漢です」

　キヨイの言葉に反応して、目の前のサラリーマンや、横に立っている女性の視線がちらりと向けられる。

　ふいに目眩めまいがして、電車の揺れとともに身体からだがぐらりと傾いだ。それをどうにかふんばってとどまるとき、小さく呻うめき声を漏もらしてしまった。

『具合が悪いのか。次で降りろ。どこだ』

「次……」

　今どの辺りにいるのか分からない。隣となりの女性に「次の駅、どこですか」と訊たずねた。

「……御お茶ちやノ水みず駅です」

『動けそうなら医科歯科大の前の、出口んとこにいろ。無理だったら構内にいろよ』

　通話を終えると、ちょうど電車が減速した。

　ぞろぞろと降りる乗客の波に乗って下車し、わずかな席数のベンチにはお年寄りが座っていたので、とにかく言われた出口に向かう。

　都道に面した出口付近にも座れる場所はなくて、石いし垣がきに凭もたれるようにして立った。

　どれくらいか茫ぼう然ぜんと寄りかかったまま、ただスマホのディスプレイを見下ろしていた。高虎から着信があったら、すぐに出たい。

　着信があって、ワンコールで応答する。

『どこ？』

「出口のとこです」

　答えながら目線を上げたら、横断歩道の向こう側に高虎が立っているのが見えた。

　そこに高虎がいてくれることが嬉うれしくて、なぜだか今、無む性しように泣きたくなるくらい気分が昂たかぶっている。具合が悪いのか、どきどきしすぎてなのか、目の前がくらくらしている。

　待ってろと言われたことも忘れて、信号が青になったら高虎の方へ足が進んでいた。

　横断を始めた人たちの間を抜ぬけて、高虎がだれより早くキヨイのもとへ駆かけつけた。ぐっと摑つかまれた強さが現実で、ひどく安心する。

　高虎の存在を間近に感じて肩かたの力が抜けるのと同時に、高虎に鞄かばんを「それ寄越せ」と取り上げられた。

　──そういえば、異動初日は朝から痴漢に遭あって、同じ御茶ノ水駅で途中下車したんだっけ。

　気が緩ゆるんだのもあって、ため息みたいな笑いが漏れる。

「何笑ってんだ」

「異動日にも、そこのお茶の水公園でエロ犬にマウントされたなって、思い出して」

「そんな頻ひん繁ぱんにヤられてんのか」

「だから言い方……」

　隣に立つ高虎は、嘆なげかわしいとでもいうような顔だ。

　自じ販はん機きを指して「お茶飲むか」と問われ、はい、と頷いた。

　成人男子なのに、助けにきてもらって嬉しいなんて変だよな──と思う。でも実際、高虎が傍そばにいると思ったら心底からほっとする。

　高虎からペットボトルのお茶を受け取って、歩道の手すりに並んで腰こし掛かけた。

「いつもは混雑を避さけてたんですけど、今日は事故があったみたいで。……しつこく触さわられて、怖こわくなっちゃって……情けないですよね。すみません」

　横顔をじっと見られて、キヨイも高虎を横目で見上げる。

「男も女も関係ないが、そういう卑ひ劣れつなことをするやつには反吐へどが出る」

「……また俺が変なフェロモンとか、出しちゃってたんですかね」

　冗じよう談だんじみた自棄やけを言うと、高虎は険しい顔をした。

「痴漢、いつも同じやつか」

「分かんないです」

「明日あした俺が一いつ緒しよに電車に乗り込んで、ぶん殴なぐってギタギタにしてやる」

「もうすぐ高虎さんとこに引っ越こすし。電車に乗らなくてよくなるので、それだけで充じゆう分ぶんです」

「お前もう、今日からうちに来い」

　さすがにそれは過保護すぎやしないか──困こん惑わく気味に高虎の提案に苦く笑しようする。

「お前がまたそんな目に遭ってるかもしれないって、毎日イライラしなきゃなんねーだろうが」

「高虎さんがそんなにイライラしなくても……正義感が強いのは分かりますけど」

　今日初めて知ったことではないけれど、まさに痴漢被ひ害がいの真っ最中のタイミングで助けた高虎としては、より現実のものとして実感したから血の気が上っているのだろう。

「正義感……」

　高虎は「ああ」とため息のような声で呻いて、空を仰あおいだ。

「もういい。帰るぞ」

　急に立ち上がって歩きだした高虎を「待ってください」と追いかけても、高虎は「お前はゆっくり歩けばいいだろ」、あげくに「離れろ」なんてひどいことを言う。

「迎むかえに来てくれたわけじゃないんだ……」

「だから家まで送ってやるって言ってんだよ」

　振ふり向かずに答えた高虎の台詞せりふに、キヨイの歩みがとまる。

「え……えっ？　高虎さん……うちに来るんですか？」

　咄嗟に発したキヨイの言葉に、眉まゆを吊つり上げた高虎が不ふ機き嫌げんさをあらわにして振り返った。

「……こっちは心配して言ってんのに、随ずい分ぶんな言い草だな」

「あっ……いや、そうじゃなくて。ここから結構遠いし、もう少しすれば電車も空すくと思いますし、大だい丈じよう夫ぶかなって……。あ、そういえば仕事の電話じゃなかったんですか？　編集部に戻るならそもそも逆方向ですよ！」

　慌あわてて取り繕つくろうから変に語気が強まった。頭に浮うかんだのは詠のことだ。必死な様子のキヨイを訝いぶかしみつつ、高虎は「明日、早朝会議するっていう、連れん絡らく。編集部には戻らない」と低い声で返してくる。

　詠のファンだという高虎に、できるなら会わせたくない──そんな自分の真情が一いつ瞬しゆん露ろ呈ていしてしまい、焦しよう燥そうでいっぱいだ。

　──どうしよう。送ってくれる気満々だし、三田まで送ってもらってお茶も出さずに……なんて感じが悪いし。

　今帰宅すれば、詠は間ま違ちがいなく家にいる。詠のほうも、少々過か剰じようにブラコン気味であるがゆえに、きっと高虎を快く思っていない。

「ほ、ほんとに、あの……大丈夫ですから」

「なんだよ。俺がお前に手ぇ出すとでも思ってんのか？」

　キヨイの憂ゆう慮りよを知らない高虎は、明らかに不機嫌な声こわ音ねでキヨイを問い詰つめてくる。キヨイが最初に気き遣づかいのかけらもない言い方をしたせいで、完全に怒おこらせてしまったのだ。

　当然だ。痴漢に遭ったと泣きごとを言っただけで、会社を飛び出して駆け付けてくれて、さらに自宅まで送ってくれるというのに、それに不服を申し立てる失礼な部下がいるだろうか。

　しかも、まるで高虎の下心を警けい戒かいしているように取られてしまった。最悪だ。

「あの……そういうことじゃないんです。高虎さんがどうこうじゃないんですけど……」

「じゃあ、なんだ？」

　はっきりしろと言わんばかりの、高虎の視線が突つき刺ささる。弁解したいのに、詠のことを秘密にしたままではうまく説明できなくて、言葉に詰まった。

　──とにかく二人を会わせたくない……。

　だけどこれ以上高虎の心証を悪くするのはいやだ。近くまで送ってもらったとしても、どうにか詠とは会わないようにする方法を考えなければ。

「…………すみません、やっぱりお願いします」

　良案は思いつかないが、今はこうするほかない。高虎は不可解そうな顔をしつつも、再び駅の方向へと足を向けた。







　自宅最も寄より駅に着いても、どこか気まずい空気が漂ただよっている。持ってもらっていた鞄を受け取って歩道を歩きだすと、ますます会話はなくなった。足音ばかりが夜の黒々としたアスファルトに響ひびく。すると、コツリコツリとふたりとは別の靴くつ音おとがうしろから聞こえて、キヨイはおそるおそるそちらへ振り向いた。

　数メートルうしろにいるのは、携けい帯たいを弄いじりながら歩くサラリーマン。不ふ審しんな人ではなさそう──と、ほっとした顔を高虎に見られていた。

「この時間だからか、人通りが少ないな。ちょっと早い時間でもあんまり変わらないのか？」

「そうですね……駅を離はなれると、わりとこんな感じですけど。でもなるべく大通りの方を選んで歩いてますし、男ですからそんなに……大丈夫です」

　ついさっき痴ち漢かんに遭っていた男が言うには説得力がなさすぎる、と自分で思った。しかも酔よっ払ぱらいに絡からまれたり、日常的といえる頻ひん度どでエロ犬にまで追っかけられる始末だ。

「お前、ほんとに気を付けろよ。男ですから、じゃねーぞ。そんな不安そうな目して大丈夫なんて言われても」

　高虎に憂慮を浮かべた眸ひとみで見つめられて、鞄を持つ手にぎゅっと力を込めた。

　高虎と詠のことで少しの間気が逸それていたが、いつも以上に過か敏びんになっているのは、あの得体の知れない視線の正体が気になって仕方ないからだ。付け狙ねらわれる理由も心当たりの人物もいなくて、疑いだせば、背後のサラリーマンだって例外ではない気がしてくる。

　このまま黒い影かげに怯おびえて暮らしていたらおかしくなりそうだ。せめてだれかに話せたら。いちばん信しん頼らいできて、ちゃんと話を聞いてくれそうな人──隣となりの高虎の横顔をちらりと窺うかがう。

　ここまで親身になってくれているのだ。高虎なら相談にのってくれるに違ちがいない。ひとりで悶もん々もんと悩なやみ続けるより、もう高虎に話してみようと思った。

「高虎さん……あの、じつは……ちょっと相談したいことがあって」

　一瞬目を大きくした高虎から「仕事か」と問われ、「すみません、違います」と首を振った。

「その……最近、だれかにつけられてる気がして」

　高虎は瞠どう目もくして、顔を険しく歪ゆがめた。

「いつからなんだ」

「……アスタに異動になって、しばらく経たってから」

「なんでもっと早く言わない」

「心当たりはないから気のせいかもって、確信がなかったんです。でも変質者に声掛けられたり酔っ払いに追いかけられたりとか、そういうのは今までもあったんで、知り合いじゃないって可能性がなくはないな……とか」

　超ちよう魔ま性しようなんて、軽い冗談と笑っていたけど、素質的なものが本当にあるのかもしれないとまで自分を疑っている。

「変質者って……」

「わりと子供の頃ころからいろいろ……。おれ自身はあんまり覚えてないんですけど、変な男の人に車で連れ去られそうになったこととか、あったらしくて」

「なんだそれ……」

　あまりにも穏おだやかでない話題に、高虎がますます顔をしかめる。

「他にも公園で遊んでたら無理やり腕うでを引かれたり、ガレージに連れ込まれそうになったり。でもたまたま通りがかった人が助けに入ってくれて、結果的に今まで何事もないんで」

　そんなことばかり続いたものだから、詠が過保護になる土台は年季が入っていて、著いちじるしい心配性しようになったのだ。

　高虎は呆あきれたようなため息をついている。

「お前がこの歳としまで無事でいられたのが奇き跡せき……、ほんとにどこも無事なんだろうなっ？」

「はい……おかげさまでケガもなく」

　高虎は「おかげさまじゃねーよ、まったく……」と首のうしろを搔かきながらぼやいた。

　でもキヨイからすれば、普ふ通つうにブランコを漕こいでいただけだし、道を歩いてるだけのつもりなのだ。自分の何がそういう人たちの欲よく望ぼうを搔き立ててしまうのか分からない。

　寄せ付けているつもりはないのに──自分の性質を憂うれえてしゅんと項うな垂だれると、その頭を高虎の大きな手でわしゃわしゃと揉もみくちゃにされた。

「俺んとこ来たら、俺が護まもってやる。心配すんな」

　部署の長としての責任感から出たはずの発言に勝手にどきっとして、なんと返したらいいのか真っ白になった。男なんだし、「護ってやる」と言われて喜んでいる場合じゃないのに、素す直なおに沸わいてしまう部分は自覚しないではいられない。

「…………」

　──自分はゲイでもないのに、もしかすると……男の高虎を好きなんだろうか？

　事実、詠に会わせたくないとあがいている。詠が高虎を快く思っていないかも……なんて、そんなのは自身をごまかす言い訳だ。兄の存在を恥はじてるわけでもない。高虎が詠のファンで、出演したＤＶＤをいまだに所持するほど詠の顔と身体からだが好みだと言ったからだ。

　詠に会えば、高虎は単なるファン心理で収まらず、詠に夢中になるかもしれない。

　──いやだ……やっぱり会わせたくない……。

　そんなことをもやもやと考えながら歩いていたら、うっかりマンションの目の前まで来てしまった。

「あ、あのっ、ここです」

　通りすぎそうなぎりぎりで言ったものだから、高虎が怪け訝げんな顔つきでとまった。

　普通ならお礼を伝えるためにも部屋に寄ってもらうのが礼れい儀ぎだと思う。高虎を一時間近くも引っ張り回しておいて、「じゃあ、ここで」とあっさり挨あい拶さつできるほど厚こう顔がんになれない。

　何か理由を付けて詠に家から出てもらうにしても、呼び出すためのうまい文句が思いつかず、それだって今いま更さらで、キヨイはもごもごと惑まどった。

「キヨイ？」

「……あ、その……本来なら、へ、部屋でお茶でも、とお誘さそいするべきなんですが……」

　これを言えばまた「俺がお前を襲おそうとまだ疑ってんのか」と怒り出しやしないだろうか。

　どう転んでも悪化する展開しか頭に浮うかばず尻しりすぼみになる声に、結局、高虎はその相そう貌ぼうを険しくした。

　しかしいずれ高虎のマンションへ引っ越こせば、心配性の詠は「部屋や立地を確かく認にんしたい。管理人が上司ならひとこと挨拶すべき」と言い出しそう。賃ちん貸たい契けい約やくに際し保証人も必要だ。今後ふたりをまったく会わせずにすごすというのは無理な気がする──そう思うのに、会わせたくない気持ちが勝ってしまうのだ。

「お前……だれかと暮らしてんのか」

　カッと耳まで熱くなる。今いちばん触ふれられたくない部分に切り込まれ、しかも図星すぎて、顔に出るのを繕つくろえなかった。見開いた目を瞬まばたきもできずに硬こう直ちよくして、ふたりの間に気まずい空気が満ちる。

　高虎は眉み間けんに深い縦じわをつくるとしばらく無言になり、ため息と共に視線を逸らされた。

　否定できなかった。もう肯こう定ていしたも同然だ。兄なんです、と言えたらいいのに、そうすると告げるべきときにも兄との同居を明かさなかったのを妙みようだと思われてしまう。

「……そうか。ん、まぁ……それならそれでいいけど」

　そっけなく返されて、緊きん張ちよう感かんで張り詰つめていた胸のどこかがぷしゅんと破けた気がした。

　今頭を撫なでて慰なぐさめてくれたばかりの高虎が、急に遠い存在になる。

「じゃ、俺は帰るわ」

　あっさり踵きびすを返されて、「高虎さん！」と思わず呼びとめていた。振ふり向いた高虎は、無感情な顔だ。妙な誤解はされたくないし、そんな顔をさせたいわけでもないのに。

　呼びとめたくせに言葉を紡つむげずにいたら、視界に見知った人ひと影かげが入った。

　高虎の背後に、歩道を歩いてくる男の姿がある。近付くにつれその姿が徐じよ々じよにはっきりとして、キヨイはぎょっと目を剝むき、「わ、あ……」と言葉にならない声を上げた。距きよ離りが縮まり、むこうも気付いたらしい。

「キヨイ、今帰ったのか」

　それは紛まぎれもなく、買い物袋ぶくろを提さげて歩いてきた詠だった。高虎も突とつ然ぜん話しかけられた声に驚おどろいて背後を振り返り、そこに立つ人物に気付くと「……えっ？」と声を上げてキヨイに向き直った。何度も詠とキヨイを見比べ、瞠目している。

　万事休すだ。







　現実というのは残ざん酷こくで、容よう赦しやない。

　弱っているところにとどめを刺さしにくる、目に見えない悪あく魔まがきっといる。

「キヨイを……弟を送ってくださってありがとうございます」と深々と頭を下げる詠の前で、高虎は口を開けてポカンとしていた。

　偶ぐう然ぜん買い物帰りの詠と鉢はち合あわせ。悪あがきもこれまでと諦あきらめ、高虎と詠をそれぞれ紹しよう介かいして挨拶を交かわし終わるころ、高虎が茫ぼう然ぜんとしたまま「エイジ、さんじゃないですか？」と訊たずねた。『エイジ』は、詠がＡＶ男優をしていた際の芸名だ。

　それから、電車で具合の悪くなったキヨイを高虎がここまで送ってくれたのだと知った詠が、礼をしたいから是ぜ非ひにと高虎を家に招いたのだ。

　キヨイに大事がないと知ると詠は心底ほっとした様子だった。助けてくれた高虎が見た目と違って頼たよりがいがある上司と理解してくれたようで、そこは嬉うれしく思う。

　一方高虎のほうは、ＡＶ男優エイジこと詠とキヨイが兄弟という衝しよう撃げきの事実に、ソファーに腰こし掛かけたまますっかり毒気を抜ぬかれた顔をしている。

「弟がいつもお世話になっております。いくつになっても頼りない弟で心配が尽つきないんですけど、立派な上司の下で働けて本当によかった……」

　飲みものを出して礼を述べる詠に、高虎は信じられないものでも見るような困こん惑わく顔から戻もどれないでいる。キヨイはそんなふたりを少し離れたところから見守った。

「いや、俺はたまたま電話したらキヨイが具合悪そうだったから付き添そっただけで……。それより、エイジがキヨイの……お兄さんだとは……」

「ぼくも驚いてます。まさかキヨイのところの編集長さんが、ぼくをご存じなんて……」

　ハハハ……と高虎が笑うしかないのは分かる。何せ、詠が出演していたのはゲイもののＡＶだ。顔を見ただけでＡＶ男優のエイジと気付き、名前まで知っているとなると、「自分はゲイなんです」と自己紹介したも同じだ。

「二年くらい前から出演しなくなったでしょ。だから業界から引退したんだろうって方々で噂うわさになってたくらい……。うちの系列のグラビア誌に出られたこともありましたよね」

「ええ、……」

「キヨイは俺がゲイだって知ってるからいいんですけど、いちおう立場を踏ふまえて公言はしてないんで、ここに他ほかの編集部員がいなくてよかった」

「普通の職場で働いてると、いろいろありますよね。ぼくはここでひとりなんで、気兼ねないですけど」

　高虎は驚きのあまりに、つい素で反応してしまったのだろう。

　お察ししますとでもいうように、詠は頷うなずいて微笑ほほえんだ。

「現在はこういう仕事をしています」

　詠から名めい刺しを渡わたされて、高虎は「え？」と声を上げている。

「……じゃあ今は、ＡＶのシナリオライターをされてるんですか。『詠えい二じ』って名前で？」

「はい。ゲイものだけじゃなくて、普通の男女ものも書いてます」

「そうなんですか。完全引退ってわけじゃなくて、裏方に回られてたんですね。いや～でも引き際ぎわかっこよすぎですよ。売れっ子だったのに急に出演しなくなったから、エイジはイケメン男優で今や伝説化してて……」

　初対面の緊張感も緩ゆるんで盛り上がるふたりの間で、すっかり蚊帳かやの外になり、キヨイの気持ちはどんどん反比例して沈しずんでいく。　>>>♥

　高虎は、もう引退した男優のＤＶＤをいまだに観みているくらいには好きなのだ。そのエイジに会えたのだから、ついはしゃいだ気分にだってなるのだろう。

　高虎がエイジのファンだと知っても、自分の兄だとは打ち明けなかった。高虎の興味が完全に詠に向くと分かっていたから、会わせたくなかったのだ。

　目の前で、自分の兄に夢中になっている高虎を見るのは胸むな苦ぐるしい。

　でもこれはファンとして当然の反応なんだ、と自分に言い聞かせる。

「もしご迷めい惑わくでなければですが、シナリオライターとしてのお仕事について今度取材させていただけませんか。裏話とか、仕事上のあるあるとか、おもしろい話がたくさん聞けそうだなって。ぜひ、お食事でもしながら」

　仕事の依い頼らいを持ちかける高虎の言葉に、じりっと胸の奥が焦こげた気がした。

　取材、しかも食事付き。詠も「ぼくでよければ」とにこやかに返しているし、デートの約束をしているふたりの会話を端はたから盗ぬすみ聞きしているみたいで、いたたまれない。

「キヨイも一いつ緒しよに、……ああ、でも兄弟だと仕事しにくいか？」

「キヨイはぼくの男優時代のものは観たことがないし、今書いているシナリオも見せてないんで……ぼくのほうがなんだか照れてしまうな」

　キヨイも困るだろ、と小さく問われたら、頷くしかなかった。この調子で詠と高虎が楽しげに話しているのを傍はた目めに食事など、キヨイとしても固辞したいところだ。

　お酒は吞のめるかとか、普ふ段だんどんな店へ行くかなんて内容にまで話が及およんでいる。

　高虎が積極的なのはまだ理解できるけれど、詠がそれにのっているのがなんとなく腑ふに落ちない。

「じゃあ、取材あとの食事にはキヨイも……」

　詠から「どうする？」と窺うかがう視線を向けられて、キヨイはただ首を横に振った。わざわざ途と中ちゆうから参加する意味だって分からない。

「キヨイはお酒に弱いし、ぼくとしても編集長さんとふたりで、のほうが気楽かな」

　詠に完全に夢中になっているのかと思っていたけど、高虎は意外にも、詠とふたりだけで、というふうには話を進めない。しかし詠のほうはキヨイの反応を気き遣づかうそぶりで、その席に呼びたがってはいないように感じるのは、自分が疑って見てるからだろうか。

　詠はかつてＡＶ男優だった過去を明かさずにシナリオライターの仕事をしていて、もともとあまり自身のあれこれについて語るのが好きじゃない。取材はもちろん、短いインタビューすらほとんど断っている。それが今日に限って二つ返事。いくらキヨイを助けてくれたからといって、サービス的な行こう為いにここまで気軽に応じるだろうか。

　具合が悪くなったキヨイを送ってくれた高虎に対して、印象が大きく良いほうに変わったと考えるほうが普ふ通つうなのか、もうそれすらキヨイ自身には判断がつかない。

　純じゆん粋すいにキヨイの上司である高虎に対する礼れい儀ぎとして、兄らしく接してくれているだけかもしれないのに、そんなふうにしか考えられないことに自己嫌けん悪おだ。

　引き離はなしたいための作戦で、詠が高虎の気を惹ひこうとしてるなんてきっと考えすぎ──そう思いたいけれど、ふたりを見るたび胸を刺す小さな棘とげがちくちくと疼うずいた。







　　　　◇　５　◇







　ばたばたとファイルケースを摑つかみ、時計を見上げて、今からの予定を頭で確かく認にんしながら支し度たくをする。パソコンの電源を切り、スマホとスマホの充じゆう電でん器を鞄かばんに放ほうり込んだ。

「歌舞伎町の取材のあと、キャバ嬢じようのインタビュー録どりして、今日はそのまま帰ります」

「キヨイちゃん、いってらっしゃいアーンドお疲つかれ～」

　雪菜に手を振り返し「いってきます、みなさんお疲れさまです」と慌あわただしく編集部を出る。その直後、追いかけてきた高虎に「キヨイ！」と呼びとめられた。

　エレベーターのボタンを押して振り返ると、高虎がため息をつく。

「お前……大だい丈じよう夫ぶか」

「何がですか？」

　声が硬かたく、刺とげ々とげしくなっているのを自覚して、せめて表情だけ明るくつくる。

「あんまり顔色が良くないように見える」

「ここのところちょっと夜よ更ふかししてて。心配させたみたいで、すみません。大丈夫です」

　エレベーターが到とう着ちやくして「約束の時間なんで、お先に失礼します」と頭を下げて、慌てて乗り込んだ。

「キヨイ……」

　何か言いたげな高虎に無理な笑え顔がおで「お疲れさまです」と挨あい拶さつしたあと、扉とびらが閉まった。

　エレベーターの壁かべに寄りかかり、目を閉じて深いため息をつく。

　詠が正式に高虎の──『アスタリスク』の取材を受けることが決まった。その件に関して、高虎はいつにも増して上じよう機き嫌げんだ。

　詠の食事の好みや、逆に苦手な食べ物、好きなアルコールの種類を高虎から根ね掘ほり葉掘り訊きかれて答えたら、高虎はえらく嬉しそうだった。ゲイだと知られないように気を付けているのならもう少し隠かくせばいいのに、あまりにも浮うかれたふうに映るから、キヨイのほうが気を遣つかってしまう。

　なんでおれが気を遣わなきゃならないんだろ。取材として食事するって詠も承知してるんだから、パーソナルなことを知りたいならもういっそ本人に直接訊けばいいのに──とだんだん腹が立ってきて、そんな自分の考えも狭きよう量りようだと分かるし、しばらく悶もん々もんとした。

　今日など、編集部の中でたまたま高虎とふたりきりだったときにされた質問が「エイジさんに恋こい人びとはいるのか？」で、つい「それを訊いてどうするんですか」と本気で返してしまった。恋人の有う無むが気になるなんて、詠を狙ねらっているゆえの発言にしか思えなかったのだ。高虎は一いつ瞬しゆん面めん食くらったあとは「いや、なんとなく」と笑っていたけれど。

　そんなこんなで、高虎に対してそっけない態度を取ってしまった。それがおもてに出ないように注意を払はらってきた。でも、捲めくれた感情がひりひりと痛み、どうしても気遣えないところまできている。

　自宅へ帰れば詠は詠で、「編集長さんっておもしろい人だな」とか「ほんとに頼たよれるのはああいう上司なんだろうな」なんて奇き妙みようなくらいに反応がいい。詠が他人を褒ほめるところを初めて見たかもしれない。しかも詠から「彼は恋人はいる？」との問いをだいぶ前に受けてそのときに「いないみたい」と馬ば鹿か正直に答えてしまった。知らないと言えばよかったと今は後こう悔かいしている。

　ゲイのふたりだ。その辺りに障害はないと互たがいが最初から分かっている。気がかりがあるとすれば、部下の兄、弟の上司という部分くらいだ。

「ふたりで……どこ行くんだろ……」

　店を押さえたのは雪菜だと知っているのに、訊きたくない。

　その日の仕事の延長で、まさかすぐに詠と高虎がどうこうなるとは考えられなくても、ふたりが親密になるきっかけくらいにはなるんじゃないかと、そればかりが気になる。

　エレベーターの扉が開いたら、頭の動きを鈍にぶくさせる余計なもの全部をここに置いて飛び出さなきゃ。だって任された仕事があるのだ。







　週に何度も足を運ぶようになった歌舞伎町は、最初、迷めい路ろみたいだと思っていた。人のあとからついていくと道を覚えないというけれど、そのとおりで、ひとりで行くしかないんだと覚かく悟ごすれば、案外どうにかなるものだ。

　チカチカと瞬またたくネオンサイン、雑多な音楽、男と、女と、欲よく望ぼうがミックスされて渦うず巻まいている歌舞伎町中心部。

　キヨイはちらりと背後に目線を向けた。あの刺ささるような視線をここのところ感じない。怪あやしい人ひと影かげも見ない。だいぶ感覚が麻ま痺ひしているのだろうか。もしかしてあれはストレスによる幻げん影えいだったのかもしれない。

　歩きだすと背後から呼びとめられた。取材をしたことがあるソープ嬢だ。

「ほら、このあいだ人捜さがしてるって言ってたじゃん？　証明写真の男の人」

　喜多の証明写真を見るだけで「知らない」と首を横に振ふる人が大多数の中、彼女は「分かんないから友だちに見せとく」と言って、それをスマホで撮とっていた。

「なんかガールズバーにいる子が、よく来るお客さんに似てるって言っててー」

「えっ、そのお店どこですか？」

　九月末に喜多が行方不明になって二カ月近く、初めてその手がかりになるかもしれない情報がもたらされた。歌舞伎町や新宿だけじゃなく取材であちこち訪おとずれるたびに、キヨイはずっと喜多の情報を探さぐっていたのだ。喜多の証明写真を見せて確認するだけの地道なものだし、今貰もらった情報は空から振ぶりかもしれないけれど、何もしないよりはいい。

「ありがとうございます！」

　女の子は笑顔で手を振って、雑ざつ踏とうに紛まぎれた。

　教えられたガールズバーはわりと近くだ。仕事のあとで寄ってみよう──手帳をポケットに突つっ込んで、吹ふき荒すさぶ寒風に身を縮める。

　喜多が持ち逃にげしたデータが戻もどってこなければ、高虎の立場が危あやうくなる。そのタイムリミットが間近に迫せまっていた。







　それから数日後、歌舞伎町でグラビア撮さつ影えいが行われ、キヨイは阿久津とともにスタジオに入った。

　撮影予定の半分にきた辺りで休きゆう憩けい時間になり、ふと、壁かべ掛かけの時計を見上げる。

　──十四時……今いま頃ごろふたりで会ってんのかな……。

　キヨイは一瞬顔を顰しかめ、ぶるぶると首を振った。会う、なんておかしな考え方をしてしまい、「取材だろ」と独りごちる。

　今日高虎がＡＶシナリオライター・詠二を取材する──高虎は出社時からそわそわしているようにキヨイの目に映った。取材を兼かねているとはいえ、好みの男と食事をするのが嬉うれしくて、ついはしゃぎたくなるのは分かるけど。

　──最悪の気分。

　取材が決まってからずっと、望まない展開ばかり想像してしまう。このスタジオ撮影があったおかげで、浮かれた高虎を「取材、行ってらっしゃい」と見送る環かん境きようになかったことだけが救いだ。

　勝手な妄もう想そうで苛いら立だっても仕方ない。キヨイは取材用のノートを取り出そうと鞄を開けると、未登録の番号からの着信履り歴れきに気付いた。知らない番号というのは仕し事ごと柄がらよくある。歓かん楽らく街で「もしよかったら取材させてください」と名めい刺しをばらまいて、反応があればその先の交こう渉しようをするからだ。

　コールバックすると着信の相手は、先日、喜多に似た客が来るとの情報をくれたガールズバーの女の子だった。

「あ……そう、そうですか。……いえ、ご協力に感謝します。ありがとうございました」

　通話を終え、スタジオの隅すみでしゃがみ込んだ。結果は空振り。似た人物はまったくの別人だった。

　そう簡単に人ひとりを見つけられるわけがない。地道すぎる方法じゃ、闇やみ夜よの烏からすを追うようなものだ。

　撮影が再開され、十七時過ぎに短いインタビュー録りまで終しゆう了りようした。

「キヨイー、帰るぞー」

　阿久津と一いつ緒しよに、撮影がすんだスタジオを出た。

「あー、阿久津さん、おれちょっと寄るとこあるんで、別行動してもいいですか？」

「……あぁ、いいよ……」

　阿久津は不思議そうな顔をしている。ちょっと寄り道程度なら、同じ編集部へ帰るのだし一緒に行動してもいいけど、そこへはひとりで行きたい。

　すっかり歌舞伎町界かい隈わいに詳くわしくなり、おもての通りから細い路地に入ったところにある小さな神社を、キヨイはひとりでときどき訪ねる。

　なんでもここは、厄やくを除いて福を授さずける鬼おにの王様……の名を持つお宮らしい。

　神様に手を合わせてどれほど意味があるのか、そんなのは分からない。でも、なんでもいいからできることは全部やってしまおうと思う。

「……喜多さんが見つかって、データを返してもらえますように」

　厄やく除よけの神様に、人捜さがしはきっと守しゆ備び範はん囲い外だろうけど。

　よろしくお願いします、と頭を下げて、神社をあとにする。

　ついでに、次の【キャバの嬢王シリーズ】で取材する予定のキャバクラに立ち寄った。頼たのんでおいた宣材写真を受け取り、編集部に戻ろうと踵きびすを返したとき。

「……！」

　高虎と詠──まるでふたりがフォーカスされたようにキヨイの目に飛び込んできた。

　詠の取材場所は歌舞伎町じゃなかったし、時間的に考えて、取材はもう終わっているはず。つまり、ふたりで吞のみにでもと、わざわざ新宿まで足を延ばしたということだろうか。

　キヨイは咄とつ嗟さに建物の陰かげに身を隠かくし、顔だけ出して様子を窺うかがった。

　高虎も詠も、楽しげに笑っている。詠が地面から突き出たポールにぶつかりそうになり、高虎が詠の腕うでを摑つかんでそれを回かい避ひさせる様など、ばかみたいに凝ぎよう視ししてしまった。

　高虎は隣となりにいたのがたとえキヨイでも、お年寄りでも女性でも子供でも、きっと同じ行動をしただろう。頭のはしっこではそう分かっているのに、詠の肘ひじの辺りを摑んだ高虎の手に、別の想おもいが込められているように勘かんぐってしまう。

　このあとふたりでどこかの飲み屋に入って酒を酌くみ交かわし、取材では訊きけなかったディープな内容にも話題が及およぶのかもしれない。お互いゲイで、これほどにお膳ぜん立だてが整って、あとはもう詠の気持ち次し第だいな気がする。その詠も、高虎に興味がありそうなことを言っていたのだし──これ以上は考えたくなくて再び身を隠し、キヨイはそのままふたりとは逆の方向へ歩き出した。

　もう振り向かない。見ていられない。なのに気になって気になって、どうしようもなく、おそるおそるうしろを窺う。

　さんざめく人たちの中に、もう高虎と詠の姿は見つからなかった。







　今日のグラビア撮影分のキャッチコピーをひとつつけて、その一ページ目にアイドルのプロフィールを少しと、他ほかのページは写真メインの文字のせなしで掲けい載さいする。

　文章を入れなくていいから、あとはレイアウトをすませ、原げん稿こうを一いつ旦たん阿久津にチェックしてもらって「ＯＫ」が出たら高虎へ。

「早いな」

「キャッチだけなので」

「あとはゲラが出たときでいいな」

　新宿でふたりを目もく撃げきしたあと、キヨイが帰社した二時間後に高虎は編集部に戻ってきた。思ったより早かったことにほっとしたけれど、それでもやもやが消えるわけはない。

　高虎からもＯＫを貰って、メールの返信や電話での打ち合わせ、色校の確かく認にんなどをして、一日の業務を終えた。

「お先に失礼します」

　キヨイの挨あい拶さつに、まだ編集部の中に残っていた高虎、阿久津、天利から「お疲つかれさま」が返ってくる。

　エレベーターで一階まで下り、エントランスを出て駅のほうへ向かう。

　詠とどこへ行って、ふたりでどんな話をしたのだろう。どちらかから明確なアプローチはあったのだろうか。確認して安心を得るには、事実を受けとめるだけの心の準備が必要だ。

　いつもなら一日の仕事を終えて、編集部から駅までの道すがら詠に『今から帰ります』とメッセージを送信する。だけど、スマホを持ったまますぐに指が動かない。

　それでも詠への定型文を無感情に送信してスマホから顔を上げたとき、コツコツと響ひびく足音に妙みような胸むな騒さわぎがして咄嗟にうしろを振ふり返った。ビルの陰に飛び込むように隠れる人ひと影かげが見えて、ぞっと背中に寒気が走る。このところ姿を見せなかったから、気のせいだったのかとすら思い始めていたけれど、やっぱりだれかにつけられている。

　やや歩調を速めるも、脚あしがもつれた。緊きん張ちようと恐きよう怖ふで異常な強さで動どう悸きがする。ときどきうしろを窺うと、相手は物もの陰かげに隠れながらしつこく追ってくるのが見えた。人通り、車通りのある歩道までは遠い。立ち止まって振り返れば、相手も建物に身を隠した。

　助けを呼ぶべきだろうか──そう思って真っ先に頭に浮うかんだのは高虎の顔だ。

　編集部からまだあまり離はなれていない。何かを深く考える余よ裕ゆうもなく、高虎の番号を呼び出していた。ひとけのないビルのエントランスに身を隠し、怪あやしい人物がいた方向を覗のぞく。コールしてすぐに高虎の声が耳に届いた。

「高虎さんっ……また、だれかにつけられてて……！」

　心臓がばくばくと脈打ち、息苦しい。

『編集部出たばっかだよな。駅まで直進する道か』

「Ｎ生命ビルの裏の、陰になってるとこに隠れてて。男はもうちょっとうしろ……」

　喘あえぎながら、どうにかそれだけ伝える。『待ってろ』との言葉に救われて少しだけ安あん堵どした。

『通話は切るな。大だい丈じよう夫ぶか』

　目を瞑つぶって胸を撫なでる。気き遣づかう問いかけにはどうにか「はい」とだけ応こたえた。

　会社からまだあまり離れていない。きっとすぐに高虎が来てくれる。

「たか、高虎さん」

『向かってるから、動くなよ。周囲に他にだれもいないのか』

「いません……」

　出版社が多い界かい隈わいだけど、車の通行が多い道路の手前で、もう二十二時を過ぎているから辺りは静かだ。

　スマホを耳に押し当てて、高虎が駆かけつける息遣いを聞く。するとすぐにキヨイが歩いてきたのとは反対の方角から高虎が現れた。怪しい男がいる辺りをあえて避さけて回り込んできたらしい。

　目が合って、あっという間にぎゅっと肩かたを抱だかれ、その手で「もう大丈夫だ」と腕うでの辺りをさすられた。安心できる高虎の温ぬくもりと存在感に安堵のため息が漏もれる。

　怪しい男はあのビルの陰、と指すと高虎がニッと笑った。

「俺が声かけてみるから、危ないと思ったらお前は逃にげろ。で、警察呼ぶんだぞ」

「に……逃げるって？」

　穏おだやかじゃない言葉に声が震ふるえる。

「ああいうこそこそしてるやつは、使い方もよく分かんねーくせに護身用とかいう理由で刃は物ものを持ってたりするからな」

「高虎さんこそ、あっちが本当にそういう人だったらどうするんですか……！」

　正義感の強い高虎だから、何かとんでもない無茶をするかもしれない。

「ここで逃がしたら捕つかまえらんねぇだろうが。ただのつきまといじゃ警察はなんも動いてくれない。いっそちょっとケガくらいすれば、傷害で立件……」

「なんてことをっ。だめですっ！」

　キヨイの言葉を無視し、高虎がそのビルのほうへ歩きだした。仕方なく、腹を括くくったキヨイもその少しうしろからついていく。

　雑居ビルの入り口になっているところに、男は隠れていた。斜ななめがけの鞄かばんを手で押さえて、男は高虎とキヨイが目の前に立つと後ずさる。やっぱり直接会った覚えのない男だ。

「おい、あんただれだ。こいつになんの用がある？」

　身長が百八十センチはある高虎を、男は見上げる格好になった。しかし、高虎の質問は無視するつもりのようで、すぐに顔を背そむける。

「こいつのことずっと追っかけてるだろ、この変態ブタ野や郎ろうめ」

「お前こそっ……！」

　男は脂あぶら汗あせを浮かべて、高虎に反論めいた口調で返した。高虎が「俺？」と聞き返すと、肩を大きく上下させ始める。

「俺は自分で変態じゃないと思ってるけどなぁ？」

　高虎の冷静な態度がかんに障さわったのか急に逆上して、男は突とつ然ぜん「キエエエエッ」と奇き怪かいな叫さけび声を上げた。その雄お叫たけびにキヨイもびっくりして肩を跳はね上げる。

　男が右手を振り上げ、暗くら闇やみで何かがきらりと光った。次の瞬しゆん間かん、咄嗟に顔を庇かばった高虎の左腕に、その光るものが振り下ろされる。

「ひっ……」

　キヨイは思わず目を瞑っていた。怖々と瞼まぶたを上げたら、男は怒ど声せいを上げ、まるで手が付けられないくらいに暴れる子供みたいに、ナイフを握にぎる手をむちゃくちゃに振り回している。

「たかっ、高虎さんっ」

「逃げろっ！　警察っ！」

　高虎の左腕はニットの上から切られたのか、右手で庇うようにして抱かかえているのに気付いた。

「高虎さっ……！」

「早く！」

　でもここを離れたら、これ以上に高虎が刺さされるかもしれない。

　そう考えた矢先に、反対側のビルのエントランス付近で「きゃあ！」と女性が悲鳴を上げ、その声に我に返ったのか真っ青になった男が脱だつ兎とのごとく逃げ出した。一瞬のことで、茫ぼう然ぜんとする。

　男の姿は次の角を曲がって消え、それまで身動きひとつできなかったキヨイは、高虎のうめき声でハッとした。

「高虎さんっ！」

　キヨイが駆け寄ると、高虎も地べたに座ったまま腕を押さえている。

「うわっ、血っ……血がっ……！」

「大丈夫だって、ちょっと切れただけだ」

　そういう高虎の左腕からは、とても「ちょっと」とも「大丈夫」とも思えないくらいに流血している。切られたのは左の二の腕と前ぜん腕わん。ニットは裂さけ、その下のシャツも切れて、赤黒い鮮せん血けつが覗いている。

　咄とつ嗟さに、血をとめなきゃ、と手を伸のばしていた。でも傷口に触ふれる直前、それは逆に痛いはずと思いとどまって引っ込める。

　すっかり動転して喘いでいたら、高虎の右手がキヨイの手を包むようにしてぎゅっと摑つかんだ。

「はっ……、あ、うっ……」

「キヨイ、来い。落ち着け、俺は大丈夫だ。ちゃんと息しろ？」

　右手だけで力強く抱き寄せられて、ぽんぽんと手のひらで背中を撫なでられた。出血するケガを負っているのは高虎なのに、自身のことよりキヨイを気遣ってくれる。キヨイは目を閉じ、高虎の首筋に頰ほつ辺ぺたを押しつけて、あったかい鼓動を感じ取った。高虎はちゃんと生きている。

　優やさしく諭さとすような声で「大丈夫だ」とキヨイに言い聞かせて抱いている腕を少しだけ緩ゆるめ、高虎は眸ひとみの中を覗き込んできた。間近で目が合って、もう一度「ほら大丈夫だろ」と微笑ほほえんで見せる高虎に、切ない想おもいが全身から[image: 迸]ほとばしる。

「キヨイ」

「……はい」

「傷はそんなに深くない。深呼吸して、警察に電話。あと救急車」

「は、……はい」

　震える手でスマホを握る。涙なみだで視界が歪ゆがんでいて、キヨイは手の甲こうで眦まなじりを拭ぬぐった。







　高虎の傷は出血の見た目より浅く、縫ほう合ごうだけですんだ。しかも、駆けつけた警察に状じよう況きようを説明して病院で治ち療りようを受けている間に、犯人が現場近くの交番に出頭してきたと連れん絡らくが入った。

『今から帰ります』と連絡したきり帰宅が遅おそいキヨイを心配した詠からは何度も着信があり、やっとさっき折り返しの電話をかけたところだ。キヨイは無傷だし、高虎のケガを気遣うのもあり、家で待っていてほしいとお願いした。

　キヨイが無事だったとはいえ、心配で仕方ない詠は寝ねられずに待つだろう。でも今は、高虎の傍そばを離れたくない。

　事件の衝しよう撃げきで興奮し、今はそれほど痛みを感じなくても、あとからどこかに不都合が出るといけないというわけで、様子見のため高虎はひと晩だけ病室に泊とまることになった。何も問題がなければ明日あした、警察の事情聴ちよう取しゆを受ける予定になっている。

　消灯時間をとうにすぎたので病室中央のライトは消えたけれど、ベッドの壁かべ側がわの照明とフットランプでだいぶ明るい。看護師が病室を出て行ってから、キヨイは高虎のところへ歩み寄った。

「高虎さん……すみませんでした」

　咄嗟に高虎を頼たよってしまって、申し訳ない思いでいっぱいだ。

「お前は悪くないから、謝るな」

　高虎が縫合が必要なほどのケガを負うなんて思ってもみなかった。

　自分が痴ち漢かんされるのと、他人にまでこんな危害が及およぶのでは訳が違ちがう。

「座れ」

　ベッドに腰こし掛かけた高虎の右みぎ隣どなりをぽんぽんとされて、「でも……」と惑まどう。

「他ほかはどこも悪くないんだから、構わない」

　ぺこりと頭を下げて、高虎の隣となりに並んで座った。

「……昔から、こんなのばっかりなんです。さすがに刃物持ってる人は、いなかったけど」

「キヨイ、これはお前のせいじゃないから、おかしなふうに考えんなよ」

　キヨイは首を横に振ふった。

「今までだって危ない目に何度も遭あって、運良く逃げきれたりだれかに助けられたりして。詠から『お前はそういう……肉にく食しよく獣じゆうみたいなのを惹ひきつけるところがあるから気を付けろ』ってさんざん言われて……」

　高虎は顔をしかめて「耳が痛い」とぼやいている。高虎の独り言については、深く考えきれないまま、キヨイは続けた。

「あんまり人に関かかわらないようにして、自分だけ護まもってればいいんだって……思ってたんですけど」

　仕事と家を往復するだけの、淫いん猥わいな世せ俗ぞくとは最小にしか関わらない生活。それが自分を、身の危険から護る方法だと思っていた。

　だけど、アスタリスク編集部に来て変わった。

　人間の剝むき出しの本能と欲よく望ぼうの前に、これまでのマイルールも、小難しい理り屈くつも通用しない。仕事だから、そういうものから逃にげるわけにいかなくなった。

　生きてきた二十五年の間、関わりが薄うすかった世界は、頭が痛くなるほど刺し激げき的で身み震ぶるいするほどセンセーショナル。キヨイの小さくて狭せまかった世界はガラリと変化した。

　職場での人間関係も変わった。

　高虎は強ごう引いんだけど面めん倒どう見みが良く、エロ発言で軽く見えるけど正義感と責任感に溢あふれていて、みんなにも頼られている。ほんとは心優しいジェントルマンだ。

　高虎といるのが楽しくて、優しくされたら嬉うれしくて、自分のせいでケガなんかしたらこんなに悲しい。

「や、です」

「……どした？」

「やです……」

　好きな人が、自分のせいで痛い思いをするのはたまらない。不幸になるのは見たくない。なのに、離はなれたくないのだ。

　じわっと眸が濡ぬれてくる。大切な人を大切にしたいのに、そうすることは許されないのだろうか。人を惑わす悪あく魔まのような性質を持つ『魔ま性しよう』だから、他人に迷めい惑わくをかけず、自分もこれ以上トラブルに巻き込まれないために、この先もずっとひとりでいるべきなんだろうか。

　祈き禱とう師にでもお願いして、お祓はらいなどすればいいのか。災難から逃のがれるためのいい方法なんて、他に思いつかない。

「高虎さん……」

　──高虎といたいけど、やっぱり詠のところへ戻もどるしかない？

　すっかり意い気き消しよう沈ちんしているキヨイの手に、高虎の右手が重なる。

　キヨイはゆっくりと目線を上げた。目が合うと、高虎がにっと笑う。

「キヨイ、大だい丈じよう夫ぶだって言ってるだろ。そんな顔するな。こんな傷、一週間で治してやる。だから、ちゃんと俺んとこ来い。俺が護ってやるって言っただろ」

　胸が捩よじれるくらい、きゅうっと痺しびれた。

　どうしようもなく、抱だきつきたい衝しよう動どうに駆かられる。高虎のそれは責任感から出てくる言葉と分かっているのに、たまらなくときめいた。

「高虎さん」

　初めて抱く感情だけど分かってる。これが恋こいで、好きってことだ。

　揺ゆるぎない自分の想いが分かったら、胸の奥にわっと花が咲さいたみたいに、甘いものがいっぱいに弾はじけた。

「ところでお前、歌舞伎町で何やってんの。阿久津が……悪いと思ったけど、歌舞伎町でのお前との仕事が終わってから別行動するってとき、キヨイのあとを追ったんだって」

　仕事の合間に神社に寄ったのを、見られていたのだ。

「……あ。いや……あの……勤務時間中に、すみません」

「なんだ、お前どっか悪いのか。最近瘦やせて見えるし、仕事はこなしてるけど心ここにあらずな感じがするって、阿久津もみんなも心配してる。それで今日、お前が帰ったすぐあとに阿久津が話し出したんだ。そしたらお前からの助けて電話だった」

「どこも……悪いとかじゃないです」

　がんばってるつもりだったから、周囲に心配されていたなんて情けなくて俯うつむいた。

　高虎から、こっち向け、と腕うでを取られて顔を上げる。

「あと、あちこちに喜多の証明写真見せて回ってるって。それは今日たまたま俺が直でキャバ嬢じようから聞いた話なんだけどな。そのことと神社にお詣まいりしてんのは同じ用件か」

　高虎の目にまっすぐに見み据すえられて身が竦すくむ。最初会ったときも、猛もう獣じゆうにじろりと睨にらまれた気がしてどきどきしたあの眸だ。

　怒おこられるんだと思って、「すみません」と頭を下げたら、襟えり足あしを摑まれてそのまま抱きしめられた。むぎゅっと、高虎の逞たくましい胸に鼻っ柱をぺちゃんこにされる。

「お前さぁ……、俺の勘かん違ちがいなら勘違いって言ってくれ。お前のしてること、全部かわいく思えんだよ。なんでか分かるか」

「……え？」

「俺のためにがんばってるってふうにしか取れないのは、俺が思い上がってるからか」

　どくどくどく、と高虎の鼓こ動どうが速い。怒いかりでどきどきすることだってあるよなと、キヨイも自分自身をとどめようとした。

「ご迷惑、ですよね、すみません」

「迷惑なんて言ってないだろうが。お前が仕事がんばってんのも知ってる。その合間に、喜多の件もずっと気にかけてたわけだろ。思ってただけじゃなくて、行動を起こしてくれてた」

「……勝手なことして、すみません」

「謝れとは言ってないっつってるだろ」

　髪かみをくぐって、地じ肌はだに高虎の唇くちびるが押しつけられている。

「いつの間にかこんなに瘦せてんのは、あのストーカーのせいか」

「……っ……」

　自分の兄との関係をあれこれ勘ぐって嫉しつ妬として、心が千々に乱れていたせいかもしれない。

　本当は、詠をどう思ってるのか訊ききたい。今日など、歌舞伎町で楽しげに笑うふたりを目もく撃げきしたけど、どんな話をしたのか、どちらかのアプローチがあったのか、確かく認にんしたいことで頭がいっぱいだった。

「答えにくかったら、答えなくていい。お前を何者かが苦しめてんなら、俺はお前を目が届かないとこに置いときたくないだけだ。お前は俺の傍にいないほうが幸せなのかよ」

　高虎の口調は怒っているようにも聞こえるし、ただ照れているようにも聞こえる。そのどちらなのか、背筋にまで響ひびく高虎の声がキヨイに答えをくれた。

「俺のこと好きなんだったら、好きって言え。このまんま攫さらってやる」

　これじゃあ今すぐ死んでしまう。そう思うくらいに、胸がきゅうと絞しぼられる。

「す、好き、です」

「俺もだよ」

　ぎゅうっと抱だきしめられて、その甘い痛みと、胸の軋きしめきが快感だ。　>>>♥

「噓うそ……どういう、意味ですか」

「部下としてとか、ただの責任感とか、そんなんでお前を大事にしてたわけじゃねーよ。分かってんだろうが」

「え？　だって、高虎さんは詠みたいな男が……詠が好きなんですよね」

「はぁ？」

　がばりと引き剝はがされた。高虎が「なんでっ？」とでも言うように目を見開いている。

「なんでそうなるっ？」

「詠の顔と、身体からだが好みど真ん中だって、最初に言ったじゃないですか」

「好み……」

　瞠どう目もくしていた高虎は次に「はあああああ」と長いため息をついて、深く項うな垂だれた。

「お前ねぇ……ばかもたいがいにしろ。お前の兄貴と俺がどうこう……なるわけないだろうが。だいたい、好みと好きは別だろ。好みだから、好きになるわけじゃないだろうが」

「好みだったら好きになりますよね？」

「いや、それは自分にも相手にも好意があって、の話だろ。見た目とか身体の相あい性しようとかも、そりゃあ大事なファクターだろうけどさ。そういうもんだけじゃなくて、心と心が惹ひきつけ合って、会いたいな触さわりたいな、優やさしくしてやりたい、ぐちゃぐちゃになるまで抱いて泣かせてしまいたいって思うのが恋だろうが。違ちがうのか？」

「……そ、そう思ってるんですか」

　高虎は呆あきれたように大きなため息をついている。

「……今日も、詠とふたりで……何もなかった……？」

「はぁ？」

　むしろ高虎は、謂いわれのない嫌けん疑ぎをかけられて心外だと怒り出しそうな顔だ。

「じゃあ……詠に恋こい人びとがいるのかって訊いたの、なんだったんですか？　てっきり、詠に対してそういう……興味があるってことかと」

「それは……、お前と、その……」

　高虎は、言葉を詰つまらせ、言いにくそうに逡しゆん巡じゆんしてようやく顔を上げた。

「兄貴とは血が繫つながってないんだってな。初めて会った翌日、連れん絡らく先を確認したら名字が違うって知って、その辺りはエイジさんから聞いた」

「親同士の再さい婚こんで、兄とは戸こ籍せきが別なんで」

「だから、まさか、兄弟でデキてんのかとかまで考えたぞ。それはほんと悪かったけど。あの『エイジ』に恋人でもいれば、そういうふうには疑う必要ないなって、早く自分の中で納なつ得とくしたかったんだ」

　そう取られても仕方がないくらいの依い存そん度だ。詠からの依存を、キヨイはこれまでろくに拒きよ絶ぜつしてこなかった。自分のために犠ぎ牲せいになる人生を選んだ詠を、放っておけなかったから。

「ちょっと……詠のこと、話してもいいですか？」

　高虎の指と、指を繫ぐ。高虎は静かに頷うなずいた。

　両親が亡なくなったあと学費から何から全部、兄の詠が面めん倒どうをみてくれたこと、ＡＶ男優をしていた理由、そしてこれまでの兄弟の関係について高虎に話した。それについての自分の考えと、本当は今後どうしたいと思っているのかも。

　囲われた檻おりの中で過ごしていたって、その中では知り得ない経験や出会いを逃してしまう。この先続く長い人生を、今から捨てるようでは駄だ目めだ。自分も、そしてだれより詠自身も──言葉に詰まりながらも、話した。時間をかけてでも、高虎にだけは全部知ってほしい。

　高虎は真しん剣けんに話を聞いてくれた。高虎にちゃんと全部話せて、理解してもらえてほっとする。

　しかも、高虎に好きだと告白したら、「俺もだよ」と応こたえてくれたのだ。

　好きだって言ってくれた──じわじわと湧わき上がってくる喜びで、頰ほおが緩ゆるむ。

　想おもい合っていたと知って、今度は照れてなかなか目を合わせられない。ここ病院だし、と思うせいもある。

　高虎と繫いだ指を深く絡からめると、高虎が低い声で呻うめいた。

「えっ、あっ、どこか痛むんですか？」

　思わずパッと手を放しかけたら、それを引きとめられた。

「……ばか。違う。……我が慢まんできそうにないから、お前はもう帰れ」

　何を、なんて訊かなくてもさすがに分かる。

　場所を弁わきまえているだけで、考えていることはキヨイも同じだ。

「……キスも……しないんですか……？」

　小さく問うて、そっと目線を上げると、高虎が瞠目していた。

　互たがいの気持ちがこんなにも通い合っているのに。何かひとつくらい、高虎に愛されている証しよう拠こを、身体のどこかに持って帰りたい。高虎と自分の全部が呼び合って繫がってるのだと、せめてその幸せに浸ひたりながら眠ねむりたいのだ。

「キス……駄目ですか……？」

　ぐっと首筋を引き寄せられ、高虎が苦しげにまた唸うなっている……と思って覗のぞいたら、唇が重ねられていた。

　最初軽く触ふれたものを強く押しつけられて、互いの腕を手た繰ぐり合う。相手を求めて、同時に相手からも求められていると分かったら、幸福感と快感と興奮で頭が痺しびれた。

　ただ表面を合わせるだけ、想いを重ねるだけのキスだ。本当はもっとどこもかしこもぴたりと密着させ、肌はだと肌を擦こすり合わせたい。

　離はなれるぎりぎりに、高虎から名残なごり惜おしげに上唇を柔やわく吸って舐なめられた。高虎が、ふぅ……と熱い吐と息いきを漏もらしている。苦しげな「好きすぎてつらい」との呟つぶやきが嬉うれしい。

「これ以上したら、我慢できなくなる、マジで」

「……はい」

　おわり、とばかりに引き剝がされたのに見つめ合ったらまた堪たまらなくなって、最後にもう一度だけキスをした。







　ストーカー事件の翌日は警察での事情聴ちよう取しゆと、会社への連絡やらいろいろあって、高虎とはほとんど会えないまま。さらにその翌日には現場検証などがあり、ひと区切りついたのは夜。その間に滞とどこおっていた仕事をこなして、業務から解放されたときには事件から三日経たっていた。

　そして今日は、高虎とキヨイと、なぜか詠までもが事件の説明のために警察に呼ばれた。

「犯人の犯行動機が分かりました。犯人はお兄さんの……『エイジ』のファンだそうで」

「詠のっ？」

　驚おどろいて声を上げたのはキヨイだ。刑けい事じは「はい」と頷いた。隣となりに座る詠はすっかり顔色をなくしている。

「二年前に業界を引退した『エイジ』の行方ゆくえをずっと捜さがしていたらしく、『詠二』の名前でシナリオライターとして活動されていることを最近知って、現在のお仕事の事務所兼けん住居となっているマンションを突つきとめたようです。男からファンレターが来ませんでしたか？」

　詠は茫ぼう然ぜんとしながら「はい……」と答えた。ＡＶ業界の表おもて舞ぶ台たいから去って二年も経っているのに、いまだに熱心なファンがいるもんだと思ったからキヨイも覚えている。

　詠はことさら顔色を悪くして、「犯人に見覚えは？」と出された写真には首を横に振ふった。

「いいえ、知らない男です」

「人前に出るお仕事をされていたら、こういった思い込みの激しいファンが突とつ拍ぴよう子しもない行動を起こすことがあるっていうのは、珍めずらしい話ではないでしょうが……。どうやらその、弟さんを『エイジ』の恋人だと勘かん違ちがいしたみたいで。平たく言えば逆さか恨うらみってやつですね」

「逆恨み……」

　詠は茫然と刑事の言葉を繰くり返している。

「犯人は『エイジ』の恋人……つまり弟さんが浮うわ気きしていると思い込み、『エイジ』のためにその証拠をあれこれ収集していたようです。歌舞伎町やホテル街を歩く姿、そちらの被ひ害がいに遭あわれた男性のマンションから出てくるところ、電車内での様子……そういうものをカメラに収めてました。その写真を『エイジ』のところへ届けるつもりだったと言っています」

「それ、撮とられてるの、ほとんどウチの仕事中のなんスけどね」

　とんだとばっちりを食った高虎は、呆れた口調でそう弁明した。刑事も分かっているらしく、はいはい、と頷いている。

「『千里出版』さんのとこの雑誌を編集されてるんでしたよね？　その浮気うんぬんも、結局犯人の思い込みで。妄もう想そうに妄想を重ねて、自分を追い詰めていたんでしょうけど」

「そんな……俺のせいでキヨイが狙ねらわれていたなんて……」

　そう呟いた詠は悲痛な面おも持もちで俯うつむき、がくりと肩かたを落とした。

「……そういうわけで、城崎詠さんにはもう少し詳くわしくお話をお伺うかがいしたいのと、我々も調書ってやつを作らなきゃならんので、お兄さんだけこのまま残っていただいてもよろしいでしょうか」

　キヨイを狙ったストーカーだったとしても詠にとって大事件だろうけれど、詠は自分のせいでキヨイに害が及およんだことに、かなりのダメージを受けている。

「仕事が終わったら、早く帰るから」

　詠にそれだけ告げて、キヨイは高虎とともに取調室を出た。ドアを閉める寸前の、詠の背中が目に焼き付いて、胸むな苦ぐるしい思いでいっぱいだった。







　編集部に戻もどって一日の業務をこなして帰る間ま際ぎわに、阿久津や雪菜たちから「明日あしたは日曜だしちゃんと休んで」と念を押された。雪菜からは「わたしは飽ほう和わ状態だからキヨイちゃんにあげる」と栄養補助食品まで手て渡わたされて苦笑いだ。どれだけ周囲に心配をかけていたのだろう。

「俺も今日は帰るー」

「高虎さんこそ、明日は休んでくださいね。腕うでのケガは思ったほどひどくなさそうですけど」

　阿久津の労ねぎらいに高虎は「おっさんの回復力なめんな」と笑って挨あい拶さつし、高虎に引き摺ずられるようにしてキヨイも編集部を出た。

　しれっと手を繫つながれたまま、知らん顔でエレベーターのボタンを押す高虎の横顔を見上げる。

「なんだ。イイ男だなって見とれてんのか」

「……あぁ、はい」

　久しぶりに高虎に触さわった。触られた。こういうのは、あの病室以来だ。

　嬉しくて頰が緩んでしまう。ぎゅっと握にぎり返して、めいっぱいまで身を寄せた。でも、今日は帰らなきゃならない。それは高虎も分かっている。

「夕飯は詠が鍋なべを作るみたいで。高虎さんもうちで食べませんか？」

「は？」

「……詠にちゃんと話してから、高虎さんのとこに行きたいんです。傍そばにいてくれませんか」

　この人が好きなのだと、だから一緒にいたいと、詠に話そう。

　キヨイの決意に、高虎は繫いだ指に力を込めて応えた。

「分かった。……俺も鍋好きだし」

　何があっても、こんなふうに高虎は受けとめてくれる。覚かく悟ごを決めたら、頭の中にずっとあった霧きりがすうっと晴れた。

　高虎を連れて帰るとは言っていないけれど、根こん拠きよもなく大だい丈じよう夫ぶだと思える。しいて言えば、高虎がいてくれるから、大丈夫。

　ふたりで電車に乗って、詠が待つ家に帰る。その間に、詠と兄弟になったときのことや、詠との間にあったこれまでの些さ細さいなエピソードをいろいろと高虎に話した。

　キヨイが高虎を連れて帰宅したとき、詠はひどく驚いたものの、何かを感じ取ったのか頷うなずきながら招き入れてくれた。

　リビングの真ん中のローテーブルを三人で囲んで座ってからは、今日の聴取の話を少しと、当たり障さわりのない世間話。

　今、目の前の土鍋からもくもくと湯気が立ちのぼっている。世界でいちばん、ものすごく気まずい鍋パーティーが始まって、とてもじゃないが食しよく欲よくなんてどこかへ飛んでいってしまった──とそう思っているのは、どうやらキヨイと詠だけのようだ。

「もう来週は十二月ですよ、一年は早いな。お鍋、おいしいですね、だしがいいのかな」

「……ビール飲みますか？」

「ども、いただきまーす」

　ちょっと噴ふき出しそうになった。この状じよう況きようで鍋の具材をひととおり食べ、ビールが飲めるその強心臓。実際、ちょっと顔が笑ってしまう。

「なんだ、何がおかしい？」

「いえ……すごいなと思って。うん……なんかいいです、そういうの。高虎さんのそういうとこ、好きです」

　ぺろっと言ったら、詠が「え？」と耳みみ聡ざとく反応した。高虎はというと、むふむふと頰ほおを緩ゆるませながらエノキを啜すすっている。

「詠、おれ……今日、高虎さんとこに行くから」

「…………」

「帰らないから」

　みるみる詠の表情が強こわ張ばる。やがて詠が箸はしととんすいをテーブルに静かに置いたので、キヨイもそのようにした。

「大きな荷物はまた一週間の猶ゆう予よ期間に取りにくるよ。やっぱり高虎さんとこのマンションに引っ越こし……あっ、高虎さんのマンション、空く予定の部屋まだ他の人と契けい約やくしてませんかっ？」

　慌あわてて問うキヨイに高虎は「もちろん」と答えた。高虎のマンションは人気物件なので、うかうかしていたらだれかに取られてしまう。

「よかった……。ごめんね詠。急に決めた……っていうか、そもそも独り暮らしするつもりだったしさ。前も話したけど、おれもう、ちゃんと自分の力で立って、普ふ通つうの成人男性として、当たり前に生活したいんだ」

　詠が分かってくれるまで、何度でも言うしかない。

「それにおれ、高虎さんのことが好きなんだよね。好きだから、好きな人の近くにいたいっていうのが、高虎さんのマンションに引っ越す理由なんだ」

　包み隠かくさずきっぱり言った。あの頃ころは無自覚だったけど、独り暮らしをするためのマンションを探すときから、高虎の住むマンションの近くがいいと思っていた。

　詠は深いため息をつき、俯けた顔を上げて、「でも」とこれまでも繰り返されたのと同じ反論を始める。

「またあんな……この間みたいな事件にでも巻き込まれたら」

「あれは運が悪かったんだ。だれにでも起こるわけじゃないけれど、だれにでも起こり得ることだよ。悪い想像ばかりしてても、何もできないし進めない」

　また同じ言い合いのループだ。でも今のキヨイには、いつか向心力から放たれる日に、遠くへ飛んでいけるイメージがある。

「俺はキヨイだけは護まもりたかった」

　詠から返された言葉も分かりきった答えだったけれど、そこに「あの、詠さん」と口を挟はさんだのは高虎だった。『エイジ』ではなくあえて『詠』と呼んだところに高虎の覚悟と思いが窺うかがえ、詠もはっと目を見開いた。高虎がとんすいと箸を置く音が、部屋に響ひびく。それはきっと、ループが途と切ぎれた瞬しゆん間かんだ。

「たった人ひとり護るって、そんな簡単じゃないですよ。大切な人を護りたいっていうのは愛情からくる思いと決心で、詠さんの思いの根源にあるのは、強固な兄弟愛とか家族愛だろうけど。それができるのは自分だけっていうのは傲ごう慢まんすぎやしませんか」

「……傲慢？」

「だってそうでしょう？　他ほかのどんな力も自分には及ばないから頼たよるな、って言ってんのと一いつ緒しよじゃないですか。職場では職場の仲間から、友だち同士だったら友だちから、そこにいるみんなに助けられてんだと俺は思いますよ。そういう俺もだれかに助けてもらってるひとりで、おんなじようにキヨイが困ってたらキヨイを助けたいって思ってる人間ですけど、そういうのを全部背負いきれるなんてとても言えない……っていうと責任感や甲か斐い性しようがないってことになりますか？　だれもかれも完かん璧ぺきじゃないよ。神様じゃねーんだし」

　正面から向かってくる高虎の言葉を、詠はじっと受けとめている。

　キヨイもそれを静かに見守った。

「そもそも、護りたいから一緒にいたいって、なんかズレてませんか。俺はキヨイとメシ食ったり、だらだらしながらテレビ見たり、おんなじ映画観みて感動してお互たがいの泣き顔見て笑ったり、そういうことしたいんですよ。一緒にいると楽しいから、好きだから一緒にいたいんだ」

　好きだから一緒にいたいだけ──シンプルな理由に詠が反応し、息を吸いこむのが分かった。

「詠さんの気持ち全部を否定するわけじゃないけど、詠さんがキヨイを護りたいのは、あなた自身の満足のためじゃないかなって、俺は感じます」

　空気がしんと静まった。鍋の煮にえる音だけが耳につく。

　やがて詠が、嚙かみ締しめるように無言で頷いた。

「俺のせいでキヨイを危険な目に遭あわせて……編集長さんが身を挺ていしてキヨイを護ってくれたんですよね」

「これからは俺も、キヨイを護ります」

　ひとりで背負う必要はないんだと、高虎の力強い声が詠にも伝わったようで、詠は何度も頷いている。

「そうですね。俺が、弟離ばなれしなきゃいけない。あと、キヨイ……ごめん。編集長さんに気があるみたいな思わせぶりな言い方したり、恋こい人びとはいるかなんて訊きいたりして。編集長さんの気を惹ひけば、キヨイが戻もどってくるかもって卑ひ怯きようなこと考えてたから」

「俺ははなから、キヨイしか見てませんけどね」

　言うだけ言って、高虎は置いていたとんすいを再び手に取り、箸を持った。

「煮えちゃいますよ、その、ほら、白菜。長ネギも。あ、くたくたになるまで煮込むのが好きなんですか？」

　鍋の具材について急に話を振ふられて、詠が「あ、え」とうろたえている。

「白身魚は鱈たらを入れるんですね。うまいです」

「……キヨイが鱈を好きだから」

「へー。キヨイの好物とか、そういえば俺まだあんまり知らないや。詠さんに訊けばいいのか」

　詠は動どう揺ようしたまま、鍋の中をさした。

「……あと、春雨より、この太い麵めんのほうが好きで」

「なるほど。よその家庭の鍋って、自分ちの鍋と違ちがうルールがあったりしませんか？　俺の友だちに豚ぶた肉にくを油で炒いためてから入れるやつがいて、それは邪じや道どうだって思ったんですけど、これが食うとうまくて。いいですよね、そういうのを共有してくの。今度はうちの鍋作りますから、食べに来てください」

　さらっと誘さそわれて、詠が目を瞬しばたたかせている。

　キヨイも再びとんすいと箸を持った。

　いつの間にか高虎のペースに巻き込まれ、しっかりとシメの雑ぞう炊すいまで作らされた詠は、最後には笑っていた。「熱い、おいしい」と自画自賛しながら、笑って泣いていた。そこで泣いたのはどうしてか分からないけれど、何かが詠の中で大きなアーチを描えがいて、遠くへ飛んでいった瞬間だったのかもしれない。







　ゴロゴロゴロと、静かなマンションに車輪が回転する音が響ひびく。

　スーツケースに当面の着き替がえと、最低限必要なものを詰つめて、「行ってきます」と小旅行気分で詠に挨あい拶さつすると、「行ってらっしゃい」と送り出してくれた。

　エレベーターを降りたら、エントランスで待つ高虎が顔を上げる。

「高虎さん」

「荷物そんだけ？」

「またあとで取りに来ればいいかなって」

　三メートル、二メートル、一メートル。近付くごとに、気持ちが昂たかぶる。

　距きよ離りがなくなったら、高虎の身体からだに抱だきついていた。

「はぁー……高虎さん」

　うっとりと目を瞑つぶったら、高虎にむぎゅっと抱き返されて、縋すがる指にも力を込める。

「すごく、好きです……大好きです」

「俺も、好きだよ」

　ぎゅっと抱きしめられたらまるで言葉が押し出されたみたいに、ぽろりと出てきた。それを高虎が落ちないようにしっかりキャッチしてくれる。

「詠に話してくれたこと、嬉うれしかった」

　抱きしめられた腕うでの中で蟀谷こめかみにキスをされて、ほとんどぶら下がったみたいな格好だ。

「なぁ……そういえば、いつから俺をそんなふうに思ってくれてた？」

「もうだめだって自覚したのは、あの事件のときですけど、好きだったのはもっと前からかな。だっておれ、高虎さんを詠に会わせたくないって思ってた」

　高虎は身体を揺ゆらして笑っている。

「俺はそうだなー、最初にキヨイを見たとき『なんかエロいな、こいつ』って思って。案外負けん気強くて、素す直なおで、仕事も必死になってがんばってんのとか見たら、あーこいつかわいいなぁって。酔よっ払ぱらったキヨイを連れ帰った日だって、エロさに負けてキスしちゃって、次の日もすごく会いたくなって……結構早くからまいってました。俺、これでも上司だしな。我が慢まんするのたいへんだった」

　でももう無理、と耳元で吐と露ろされたら、どうしようもないほどに身体中が沸わいた。

「おれも……もう」

　妄もう想そうなんかじゃなくて本物の高虎だと思ったら胸がいっぱいになって、それ以上の言葉は紡つむげなかった。

　でもたぶん伝わってるから、いいのだ。







　お風ふ呂ろに入らないといやです、と言ったらしぶしぶ放してくれたけど、高虎は今にも首根っこに嚙みつきそうな勢いだった。

「怖こわいなぁ……どんなことされるんだろ」

　ずいぶん前に、男同士のセックスについて、ネットで調べたことがある。しかしああいうものの多くは誇こ張ちよう表現されているのだと、仕事で性産業的なものをいくらか見てきて知ったから、どこまでを参考にしたらいいのかは分からない。

「高虎さんが慣れてるはずだし」

　あっちは筋金入りだ。ピヨピヨのひよこレベルな頭で考えるより、全部お任せしたらいい。

　とにかくどこを舐なめられてもいいように、それだけ考えて念入りに洗った。

「まだかよ」

　磨すりガラスの向こうにどう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうがいる。高虎のシルエットに「ひぃ」と声を上げそうになりながら、「もうちょっと」と答えたら、無む慈じ悲ひに扉とびらを開けられてしまった。

「なんっ、なんで入っ……！」

　公衆浴場的なところへ行った経験がなく、全ぜん裸らを人に見られることに慣れていない。言葉をまともに発せないほど動揺して背を向けようとしたら、肩かたをがしっと摑つかまれ、身が縮こまった。

「いつまでも待てるか」

　シャワーの水しぶきの向こう側に、思わず高虎の、剝むき出しの虎の部分を見下ろしてしまい、声も出せずにひくっと息を飲む。

「なんだよ」

「いや、あの……とっ、そっちの虎さんが、す、すでに臨戦態勢なのは、ななななぜなのかと」

「すぐに喰くうため」

　簡明で直ちよく截せつな理由を告げられて、ぞっと顔を引き攣つらせた。まさかいきなりうしろに挿いれるとかはないだろうと高をくくっていたけれど、もしかしてあり得るのだろうか？

「怖いのか。俺がお前にいじわるしたことあるかよ」

「けっこう乱暴だし……！」

「ばかか。セックスはとびきり優やさしくしてやるもんだろ」

　腰こしから抱き寄せられて涙なみだ目めでじっと見上げたら、高虎がふっと柔やわらかに目め尻じりを下げて笑った。

「たか……」

「何回もしたくなるくらい、気持ちよくしてやる」

　高虎の手は優しく、キヨイの背を宥なだめるように撫なでた。

　ちゅう、と唇くちびるを吸われて、それだけで膝ひざの力が抜ぬけそうになる。タイル壁へきと高虎の腕に支えられ、甘い愛あい撫ぶのキスを受けた。歯は茎ぐきを這はい、歯の裏も、上うわ顎あごも、高虎の弾だん力りよくある舌で擽くすぐられるのが気持ちいい。

「お前も、俺の舌を舐めて、吸えよ」

「は、……ん……」

　レクチャーを受けながら、高虎の腕の中で酩めい酊ていしていく。夢中で唾だ液えきを啜すすって、混ぜて、舌の側面をこすり合わせた。官能的なキスは、口と口でセックスしてるみたいだ。だって下半身が疼うずくくらいに気持ちいい。

　はふ、と吐と息いきがこぼれて唇が離はなれると、高虎のキスが瞼まぶたや頰ほおに落ちてくる。

「キヨイは、お風呂でオナニーするんだったよな？」

　大分前にちょっとした口論になったときのことを、ここでまた持ち出されるとは。いつだったかも、「お前のオナニーは俺だけが知ってるかと思うと、最高に興奮する」と言っていた。

「……見せて、キヨイがするとこ」

「やです」

「どんなふうにすんの？　括くびれのとこ、好きか？　それか、この辺？」

　拒きよ否ひは綺き麗れいに無視されて鈴すず口ぐちを指の腹で弄もてあそぶようにされたら、それだけで腰にじんと痺しびれが広がる。ただでさえ恥はずかしいのに、具体的にどこがイイか、触さわられながら問われるなんて。いたずらしてくる高虎の指がどこに触ふれても気持ちいいから答えられない。

「ほら……俺だけに、してみせて。……いつも右手？」

「ん……や、だ」

　それでもついに握にぎらされて、高虎が重ねた手で手しゆ淫いんするように導かれた。直接触れているのは自分の手なのに、高虎にされているみたいな錯さつ覚かくもある。

「耳まで真っ赤だな。……あぁ、先っぽが開いてきた」

　蜜みつが溢あふれて、自分の指にまで流れだした。

　高虎の手が離れても、一度快楽を追ってしまうともうやめられない。目を閉じて、右手を上下に動かすたびに快感が生まれて、逆に羞しゆう恥ち心しんが削けずられていく。ときどき高虎がその右手を宥めるようにさすったり、赤く膨ふくらんだ先せん端たんを弄いじったりした。

「いつも何を思い浮うかべてオナニーしてる？」

「は、あ……た、高虎さん、にっ……あ、そこっ、だめ……」

　鈴口を指先でほじられたら、淫液がたらたらと溢れてくる。腰ががくがくと揺れてしまう。

「え……俺にされるのを、想像してた？」　>>>♥

　薄うすく開いた目を瞑って答えた。

「……っくそ……そういうの、まいるんだけど」

　高虎の手が陰いん囊のうを下から持ち上げて優しく摑むと、一気に射精感が高まる。

「あっ……それ、ん……だめっ、です……あぁっ、で、そうっ……」

「気持ちいいか？」

「……んっ、んぅっ……」

　射精に向かって右手を動かす下で陰囊をやわやわと転がされて、ぎゅっと瞼を閉じる。つま先が丸くなる。臀でん部ぶが震ふるえる。

「たかっ……っ……」

「出せ」

　激しくこすりたてると、下腹が波打って、やがてタイルの床ゆかを白はく濁だくで汚よごした。短い声を上げながらどくっどくっと射精すると、シャワーの湯がそれを流していく。

「はぁっ……あっ……あ……ふ……」

「よかった？」

「……いちばん……」

「今までのオナニーん中で？」

　高虎の手で尿によう道どうの残ざん滓しをすべて落とされる刺し激げきに腰を震わせながら、こくっと頷うなずいた。

　頭のネジがどこかに飛んでしまったんだろうか。人前でなんて、とても考えられないことをしている──そう思った矢先に高虎が跪ひざまずいて、項うな垂だれていくペニスをつるんと口に含ふくんだ。

「えっ、やっ！　高虎さんっ！」

　全部を頰ほお張ばられて、高虎の口の中で転がされる。射精直後の敏びん感かんな先端が上顎や頰や歯に当たるたび、舌先で擽られるたびに、膝が崩くずれそうになる。

「やっ、や、だぁっ」

　タイル壁に腰と背中を押しつけて、どうにか立っている状態だ。髪かみを引っ張っても、高虎は執しつ拗ように攻せめてくる。あまりに刺激が強すぎてひくひくと喉のどが引き攣つれる。

　ぐったりするまでしゃぶられて、やっと解放されたときには、キヨイはもう涙でぐしゃぐしゃだった。

「……なん、ですか今のっ。……もしかして、お掃そう除じフェラ？」

「そう、それ。お前、先っぽ相当敏感だな」

　楽しげな高虎を睨ねめつつぐすっと鼻を鳴らすと、高虎はますます嬉うれしそうにする。

「泣き顔、エロくて萌もえんな。もっといやらしいことして泣かせたくなる」

「こんな泣き顔がエロいって、意味が分かりません」

　高虎を押し退のけて、「やっぱりいじわるじゃないですか」とバスルームを出ようとしたら、背後から大きな身体からだにぐるりと巻き込まれた。

「イキ顔、色っぽかった。髪も顔も身体も濡ぬれそぼってるのとか、すっげぇエロい。イッたあとますますお前の表情から何からエロいよ。恥ずかしくて泣いてんのか？」

「……今のは、苦しくて」

「悶もだえるくらい気持ちよくて、苦しい？」

　悔くやしさも感じながら、こく、と頷くと、高虎は耳元で笑う。

「だから泣き顔がエロいんだろ。間ま違ちがってない」

　納なつ得とくしたところで、カシャンと浴室ドアが開けられた。

　バスタオルでくるまれた中でキスをして、バスルームを出た。唇を合わせるのに夢中なまま、ふらふらとベッドへ倒たおれる。

　組み敷しかれたら、高虎に抱だかれるんだと、視覚的にも感覚的にも示された気がした。

「あとでちゃんと、お掃除じゃないフェラもしてやる」

「あと、で？　あっ、……ん……」

　耳みみ朶たぶや首筋を唇で愛撫されたら背筋までぞくぞくする。

　鎖さ骨こつの窪くぼみ、そこから頤おとがいまでの緩ゆるやかな丘きゆう陵りように高虎の唇と舌が触れても、身体は小刻みに震えた。身体のあちこちのポイントを掠かすめるたび、大げさに跳はねるのをとめられない。

「こんなとこも……どこも、敏感なんだな」

　魔ま性しように加えて淫いん乱らんだと言われている気がする。二の腕うでの内側を嬲なぶられ、奥歯を嚙かんで耐たえていたら、「声出せ」と低い声こわ色いろで命令された。

「声出すのこらえて悶えてんのもいいけどな。まぁ、そのうち、そんなのどうにもコントロールできなくなるから」

「何、するんですか……？」

「キヨイん中を、俺でぐちゃぐちゃにする」

「や、やっぱりそれ挿れるんだ」

「挿れる」

　高虎は肩を揺ゆらして笑い、キヨイの髪を宥めるようにして梳すいている。

「やなんだよ、なんか表面だけみたいなのはさ。ただ快楽だけが欲しいなら、擦こすりあって出せばおんなじだけ気持ちよくなれるけどな。お前とはそんなんじゃ違うだろ。身体ん中に受け入れさせて、受け入れてくれて、そこに意味があるんだ。そういう行こう為いを許せる相手になりたい。俺はお前の特別なものになりたいんだからな」

「そんなの、特別に決まってます。でも今の、他ほかの男とのことチラつかせたから、減点」

「妬やける？」

「その中でも、いちばんじゃなきゃいやです」

　負けん気を覗のぞかせるキヨイに、高虎は楽しげに笑った。

「お前かわいいな。いちばんに決まってるだろ。今後も他はねーよ」

　信じていいのかなんて訊きく気にもならない。信じる気持ちしか湧わかない。

　枕まくらを高くして、されていることを覗く。高虎が自分の身体に何をするのか、すごく興味があった。小さな乳ち首くびを舐なめる舌の動きや、指先で捏こねたり爪つめで弾はじいたりする手の動きをじっと凝ぎよう視しする。

「なんだ、観察日記でも書く気か」

「そんなふうに、するんだ……って。おれ、男なのに、……」

「ここ、感じてきた？」

「……少し、っ……」

　乳首が尖とがってくると、急にじんときた。高虎の舌が乳首をこすり、乳輪ごと吸われて歯を立てられたら、明らかな快感を覚えた。胸が緩やかに上下する。唾液を纏まとった乳首を指で揉もまれて、縒よられたら、腰こしがぐずっと動いて浮いた。

「……っ……ん、んっ……」

　バスルームで一度達したにもかかわらず、胸を弄られながらペニスを大きな手のひらで包まれたら、硬かたく張り詰つめていく。

　高虎はベッドのサイドチェストから何やら取り出した。

「ローション。使ったことある？」

「ないです」

　高虎はにっと笑って手のひらに落とすと、キヨイの後こう孔こうに塗ぬり広げた。ぬるりとした感かん触しよくに腰が緊きん張ちようする。

　指先の第一関節まで挿いれ、すぐに抜ぬく。それを何度も繰くり返され、指の入りが少しずつ深くなってくる。抜かれなくなったと思ったら、ぐぐぐと、さらに深くなり、キヨイは小さな声を上げた。

「痛くないだろ？」

「は、い……へん……変な、かんじ、……です」

　むずむずとして、縁ふちや中がときどき収縮する。

　ローションをたっぷりと注つぎ足され、指が深く浅く中を擦るたびに、ぬちぬちと粘ねん着ちやく音が響ひびいた。指が増やされ、高虎を受け入れるために拡ひろげられていく。その間も首筋や顔のあちこちを唇くちびるで可愛かわいがるようにされるのが、くすぐったい。

「中がびくびくしてる。気持ちいいか？」

「は……い、なんか……ぁっ、……」

　じんわりと性感が湧いてくる。すると指の根元までごりっと突つき込まれて、出入りのスピードが上がった。高虎の背にしがみつきたくなって手を回すと、高虎に覆おおい被かぶさられて上半身が密着する。髪に蟀谷こめかみに瞼まぶたに頰ほおに、たくさんキスされるのが嬉しくて、「もっと」と高虎の唇にキスをねだった。

　高虎は願えばすぐに叶かなえてくれる。口内を舌で搔かき回されながら、後孔も指で同じようにされる。

「あ、ん、あっ……、……高虎さ……」

「ここんとこ、気持ちいいか？」

　指先で擽くすぐられるとすごく気持ちいいところがある。そこに高虎の指が当たると、恥はずかしいのに負けて腰を揺らしたくなるくらい。

「あっ……あ……は、いっ……」

「このぷくっとした、胡桃くるみ状のここんとこな」

「あっ、あ……あっ……高虎さんっ……」

　臀部が緊張して、後孔がきゅうっと収縮するのと同時に、高虎の指が気持ちいいところをきつく押し上げた。ベッドから完全に尻しりが浮ういて、がくがくと腰が揺れる。

「キヨイ……腰振ふって、やらしいな」

「やっ……やだっ、やぁっ、……ぁっん」

　勝手に腰が動くのだ。そこを緩く揉まれると、羞しゆう恥ち心しんを半分忘れて高虎の指に自ら擦りつけたくなる。

　重なっていた高虎が離はなれたかと思うと、指を深くまで挿れたまま、キヨイの勃たちあがったペニスに顔を近付けた。さっき「あとでしてやる」と言われたことをされるんだ、と期待して、胸が大きく上下する。

「──んんっ……あっ、あぁっ……！」

　さっきの胡桃を揉み込まれての口こう淫いんは、これまでと比べられないほどの快感だ。脚あしを大きく広げて腰を浮かし、ぐずぐずと揺らして声を上げる。痴ち態たいを晒さらす行為なのに、気持ちよくてとまらない。じゅるりと蜜みつを吸い上げられる刺し激げきでイきそうになる。

「……いぃ、よぅっ……、はぁっ……あぁっ、んんっ……」

　半泣きでも、高虎がくれる快感を追うのをやめられない。涙なみだが滲にじむほど恥ずかしいのに、その恥ずかしいことをして欲しくて、「や……もっと、吸って」と口走っていた。

　つま先まで快感で痺しびれる。昇のぼり詰めようとしたその手前で、突とつ然ぜん指が引き抜かれた。口淫から解放されたペニスがびくびくとしながら屹きつ立りつしている。せっかく気持ちよくしてくれていたのに、もっと欲しいとねだっていたのに、それをやめるなんてこれ以上ないいじわるだ。

　高虎はじっとキヨイの反応を窺うかがってくる。

「や、だっ……なんで、指っ……」

「……だから、挿れてやる」

　高虎の欲よく情じようした声にぞくりとして、思わず首を擡もたげて下を覗いた。高虎の逞たくましく反ったものがさらにぐっと鎌かま首くびを擡げ、びくんと跳ねる。涎よだれを垂らすみたいに鈴すず口ぐちからとろりと淫蜜が溢あふれた。

　まだ高虎の指で教えられた快感しか知らなくて、それとは比べものにならない存在感が単純に怖こわい。あんな太くて硬そうなものを受け入れて、抜き挿さしされるのだ。きっとあれは凶きよう暴ぼうで、自分の中をそれこそ奥までぐちゃぐちゃにするに違いないのに。

「指じゃ届かないところまで、挿れっぱなしで擦ってやる」

　指でされたときの気持ちよさが、じわりと期待にすり替かわる。

　折りたたんだ両りよう脚あしを胸に押しつけられてぐっと腰が浮き、秘部があらわになった。いつだったかも、似たようなポーズで写真を撮とられたけれど、まさか本当に高虎とこんなことをするとは。

　甘かん露ろのような蜜液を直接後孔に押しつけて塗り込まれていく。ぬる、ぬる、と先っぽでこすられる感覚に窄すぼまりがひくつくのが自分で分かった。

「……やっ……やぁっ……」

　ぐっと一いつ箇か所しよに負ふ荷かがかかって、入ってくるのかと思えばつるりと外される。何度も焦じらされて、そのたびに尻がぶるぶると震ふるえた。

「キヨイ、挿れるぞ。力抜ぬけ」

　ベッドについた高虎の左ひだり腕うでに縋すがり、目を瞑つぶって顔をすりつける。でも高虎の先せん端たんがそこを押すたびに快楽に対する期待より、緊張と未知の恐きよう怖ふに身体からだが勝手に反応し、ぎゅっと蕾つぼみが閉じてしまう。

「そんなイキんだら入らねぇって……」

「だってっ」

「挿れさせろって、キヨイ」

　傲ごう岸がんなことを言いつつも一いつ旦たん引いてくれて、べそべそと表情と唇を歪ゆがめると「あー、ごめん、ごめんな」と謝りながらのキスで宥なだめられた。そこに再び指を宛あてがわれる。

「ほら、こうされたら気持ちいいって、さっき分かったろ？　指でするより、もっと気持ちいいから」

　指が道筋をつけるように、キヨイの中を行き来する。指に胡桃を擦こすり上げられているさなかに、右手で高虎の熱く滾たぎったものを握にぎらされた。

「これで、ここんとこ……擦ってやるから」

　手て筒づつの中を高虎のペニスがずる、ずる、とピストンする。中を指が擦っているのとシンクロし、実際に繫つながっていると錯さつ覚かくして、とても気持ちよさそうな気がした。

　高虎のものを摑つかまされたまま、繫がる位置に押し当てられる。

「はっ、はぁっ、あっ……」

「キヨイ、キスしようか」

「は、あっ」

　はむっ、と唇を食べるみたいなキスに、キヨイも首を伸のばして応こたえる。キスに夢中になっている間に最初の太いところはぬるりと潜もぐり込んだ。両腕を高虎の首筋に巻き付けて、引き寄せるのと同時に、高虎が深いところまで入ってくる。ゆっくり、どこまでも沈しずむ気がする。

「は、ふ……」

「じょうず。全部、……入った」

　涙がいっぱいの眸ひとみを開くと、高虎が微笑ほほえんでいた。目め尻じりを下げ、ほっと安心したように表情が和やわらいでいる。愛いとしさが伝わるその表情に、キヨイは胸をときめかせた。初めて会った日も、この笑え顔がおが素す敵てきだなと思ったのだ。いじわるだし、エロ発言連発だし、ちょっと乱暴だけど、本当の本当は、その胸の内側に柔やわらかくて甘い部分を隠かくしてるのだと、キヨイは知っている。

　中で高虎がびくびくとしているのが繫がっているところで伝わった。きっと動かしたいのに、我が慢まんしてくれている。

「高虎さ……」

「ん？」

「おれ……ひとりのとき、高虎さんの……好きにされたいって、押し潰つぶされたいって……やらしい妄もう想そう、いっぱいしてて……」

　すると高虎は、キヨイの耳元に顔を伏ふせて悶もだえている。

「そゆこと、言うの？　もう、ヤバイって」

「おれ、すごく……いやらしいですよね」

　ゆらっと高虎の腰が揺ゆれて、キヨイは息を飲んだ。高虎の太い幹がぐっと硬くなる。

「やらしい恋こい人びとなんて最高だと思うけどな」

「ま、魔ま性しよう、ですか？」

「俺の前では魔性なの最高だ。もう誘ゆう惑わくされっぱなし」

　耳みみ朶たぶや首筋を唇くちびると舌で愛あい撫ぶされて、乳ち首くびも捏こねられたら、繫がったところがぐにぐにと蠢うごめいてきつく収縮した。深く重なった高虎の肩かた口ぐちが震えている。

「キヨ、イッ……、腰こし……振ふりてぇんだけど、まだか」

「あ、あ……だいじょぶ、です」

　余よ裕ゆうをなくした表情の高虎に上から顔を覗のぞかれる。

「さっきみたいに、キスして」

　欲情した目の高虎が顔を寄せてきて、キヨイはうっとりと目を閉じた。

　唇が重なるのと同時に、身体を大きくひとつ揺らされ、ずん、と脳天まで衝しよう撃げきが来た。でもそれは痛みなんかじゃなく、甘い痺れだ。

　緩ゆるやかに、穏おだやかな波のように優やさしく揺さ振られ、自分の身体を高虎の意のままに操あやつられているのがいい。

　腰を抱かかえ上げられていちばん奥まで。逃にげられないように支えられて、高虎の硬こう茎けいを隅すみ々ずみまでスライドされる。

「あ……はぁ……あっ……たかっ……」

「うん？」

「それ……っ……もちいいっ……」

「そか。俺も、……いいよ」

「ほんとはっ、もっと、……動きたい、でしょ……？」

「……んー、キヨイが、もっとよくなってきたら、……」

　焦あせんなくていいよ、と、どこまでも待ってくれる。その甘さだけで、きゅんとする。

「だっ……、締しめんなって」

「あっ、んぅっ……高虎さ……っん！」

　ぐちゅんっと音が響ひびいたかと思うと引き抜ぬかれていて、突然の飢き渇かつ感かんで後こう孔こうが激しく痙けい攣れんしている。

「いきなりヤバイって、今のはまじで」

「あ、あぁ、や……あ、なんで抜くんっ……」

　ぐにぐにと高虎のものを求めてうねっている。

「やだ、や、だ、なんでっ、いや、だっ……挿れ、て……」

　喘あえぎながら半泣きで訴うつたえると、高虎に腕うでを引っ張り上げられた。身を起こしたところで高虎に向かい合わせで抱だきかかえられ、脚を大きく開いて膝ひざの上に乗せられる。

「あ、あ……高虎さ……」

「そのまま、腰下ろせ」

　高虎の手に導かれて腰を落としていくと再び挿そう入にゆうが叶かなえられ、キヨイは下腹を震わせて硬こう直ちよくしているものを吞のみ込んだ。

　さっきとは角度も違ちがっていて、深い。あの擦られるとたまらないところに、高虎のものがより強く当たっている気がする。

「あ……あっ……高虎さんっ、あっ……！」

「気持ちいいとこ探して、キヨイも腰振って」

　そんなのしたことないのに無理だ。高虎の両りよう肩かたに手をつき、下からゆるゆると突つき上げられて首を横に振る。

「ほら、加勢してやるから」

　尻しりを両手で摑まれて、持ち上げては落とされ、身体を上下させるリズムを教えられる。

「あっ、あぁっ……や、んっ……！」

「痙攣してんじゃっ……、くっ……ふぅっ……」

　高虎もぎゅっと目を閉じて荒あらく呼吸を弾はずませていて、俯うつむいたその色っぽい表情にキヨイも煽あおられた。自分の身体が高虎を感じさせているんだと分かって嬉うれしくなる。

　だっこの状態で奥まで蹂じゆう躙りんされて、キヨイも腰をがくがくさせた。自分で、というより、高虎に揺さ振られるその勢いで動かされている。

　肩に摑まっていたのに、高虎はそのまま仰ぎよう臥がした。にやりと笑われて、不安の面おも持もちで見下ろす。手た綱づなみたいに高虎と指を絡からませて、高虎の右手はキヨイのペニスを揉もむように手しゆ淫いんした。　>>>♥　うしろを抉えぐられながら前も弄いじられる。前にローションを塗ぬりつけて擦られると、後孔を突かれるのと相まって、堪たまらない気持ちよさでなんにも考えられなくなる。

「……あ、んっ……あぁ……き、もちぃ……よぅっ……」

　下からの突き上げに逆らわず身体からだを揺らした。ぐちゃぐちゃと搔かき回されて響く音が、ひどくいやらしい。

「あっ、あぁっ……はぁ、はぁっ……」

「俺のこと好きか、キヨイ」

「す……好き……好き、です。あぁっ……！」

　ひときわ激しく突き込まれて、まるでロデオみたいに跳はね回る。怒ど張ちようした陰いん茎けいと硬かたく張った先せん端たんが最奥に嵌はまり、奥おう壁へきとあの感じるところを強きよう烈れつに刺し激げきして、声すら出せないほどに感じた。

　愉ゆ楽らくに蕩とろけきったところを擦り立てる高虎のペニスが気持ちよくて、内壁がしゃぶりつくように締め付けてしまう。

　きっと、高虎のすることに感じる身体に仕立てられているのだ。

「キヨイ……よすぎんのか？　ここ、すげぇ鳥とり肌はだ立ってるぞ」

　粟あわ立だった内うち腿ももを撫なでられて、強すぎる刺激にそこがぶるぶると震ふるえる。

　ひとしきり攪かく拌はんされ、限界の寸前で突とつ然ぜん手綱を放されて、高虎の上にぐったりと倒たおれた。乱れた呼吸を整える間もなく、きつく抱きしめられて下から激しく抽ちゆう挿そうされる。高虎の太い腕で身体を縛しばられた状態でピストンされると、さっきの騎き乗じよう位以上にどこにも逃げ場がない。接合した部分で全部の刺激を受けとめてしまう。

「ひ、んっ……！　んっ……、っ……！　……！」

　快感は背筋を痺しびれさせ、脳天まで響いた。

　ぎゅっとしがみつくと、ますます高虎の硬直したものが快感で痙攣する後孔を搔き回す。

「……イく、ぞっ……」

「……っ、……！」

　高虎の陰茎が大きく膨ふくらんだかと思うと、どくっと脈打ち、キヨイの中に滾たぎったものをしぶかせた。その、えも言われぬ悦えつ楽らくに身を震わせる。奥壁を打ち付ける[image: 迸]ほとばしりに誘ゆう発はつされ、キヨイも前を弾はじけさせて果てた。

　キヨイが互たがいの腹を濡ぬらして、同時に極きわまったことを知った高虎は嬉しそうに笑っている。

　ずいぶん長い時間、高虎に重なり、その胸むな元もとに甘えた。

「気持ちよかったか？」

「……ん」

　高虎の首筋に顔を擦こすりつける。髪かみに口付けられて、キヨイは伏せていた顔を上げた。

　唇を重ね、啄ついばみ、うっとりと見つめ合う。好きすぎて、好きという以外になんと言ったらいいのか言葉が思い当たらない。

「どした？」

「高虎さん、……好き、です」

　結局、ほかには思いつかなかった。なんだか頭が真っ白で、全部を高虎に奪うばわれてしまったみたいだ。

　キヨイが身を起こすと、ふたりの下腹をキヨイの白はく濁だくが汚よごしている。ぼんやりとしたまま指先でそれに触ふれた。奥を搔き回された瞬しゆん間かんの快感が脳のう裏りに蘇よみがえって、そこからゆっくり目線を上げたら、高虎の視線と絡む。

「……も一回、して……」

　茫ぼう然ぜんとした表情で素す直なおなおねだりをするキヨイに、高虎が腹を揺ゆらして笑っている。

　高虎が身を起こし、キヨイをぎゅっと抱きしめた。

「このまんま、する？」

「うん」

　頷うなずいたら「かわいいな」と高虎が目め尻じりを下げる。

「いろいろしような」

「いろいろって……？」

「いろいろは、いろいろだ。キヨイのイキ顔を見下ろせるから、正常位もいいな。バックから動物的なのもやらしくて好きだし、側位とか、立ってやったり。ベッド以外の場所もいい。今度ラブホ連れてってやる。おもちゃ使ったりしてみるか？　アスタの仕事してると、サンプルだとか試供品だとかいっていろいろ貰もらったりするから」

「おもちゃって……ネットで見たやつはなんか怖こわかった」

「お前、どんなの見たんだよ」

　高虎は呆あきれの混じった笑い顔だ。でも教本代わりのものはネットで探すしかなくて、キヨイの頭の中には使える使えないに関係なく、膨ぼう大だいな情報だけが詰つまっている。

「高虎さんが、おしえてください」

　いろんな場所でいろんな体位で高虎に抱だかれる自分を妄もう想そうして、うっとりと眸ひとみを濡らす。その淫いん靡びな表情にヤラレた高虎が、キヨイに襲おそいかかった。







　覚えたてのセックスに溺おぼれて、朝方近くまで離はなれたり繫つながったりを繰くり返した。強すぎる快感に涙るい腺せんが壊こわれて、最後は泣きじゃくりながら全身を揺さ振られた。

　高虎の胸で泥どろのように眠ねむって、目が覚めたときは太陽がすでに高い位置まで昇のぼっていた。

　日曜日で仕事が休みとはいえ、午前十一時を回っている。

　視線の先でチカチカと点てん滅めつしているＬＥＤランプに気付いて、高虎の肩を揺らした。

「高虎さん……なんか、着信してます」

「あ？」

　首を擡もたげた高虎が、眠そうな目を無理やりあけて、スマホに手を伸のばす。その途と中ちゆうで、俯うつぶせの背中にキスされ、キヨイは身を捩よじった。あんまり性的なことをされたら、身体に残っている小さな火種にすら火が点つきそうで困るのだ。

「高虎さんっ……、仕事の電話かもしれないでしょう？」

　キスを躱かわして高虎の胸を押す。本当はこのまま、またしてしまってもいいのだけれど、なんだか際限がなくなりそうで、なんとなく、それはそれでいけないことのような気がする。

　スマホのディスプレイを見下ろして、高虎が瞠どう目もくして固まっているのに気が付いた。

「高虎さん？」

「……喜多からだ」

「えっ？」

　思わずキヨイも飛び起きた。聞き間ま違ちがいかと思って、スマホの画面を覗のぞき込む。

　不在着信の相手は、たしかに『喜多』となっていた。着信時間は深夜一時だ。

「うわ……ヤリまくってるときにかかってた……」

「か、か、かけ直して！」

　我に返った高虎が、繫がるかどうか分からないナンバーにコールバックする。

　キヨイも祈いのるような気持ちで見守った。

「……喜多か？」

　繫がっただけでも、飛び上がるくらいにキヨイの胸は沸わいた。

「お前……今まで何やってた」

　高虎はドスの利きいた低い声を絞しぼり出している。落ち着いて、怒おこっちゃだめ、電話切られちゃうじゃないですか、と高虎の手をさすってキヨイは懸けん命めいに宥なだめにかかった。高虎も本当は怒ど鳴なりたいはずだ。これでも抑おさえているはずで、それも分かるけど、やっと繫がった糸を切ってしまうわけにはいかない。

　高虎は目を閉じ、深いため息をついた。自分の波立った感情を懸命に落ち着けようとする、そんな深呼吸。ややあって高虎は気を取り直し、電話に出られなかったことを詫わびた。

「あぁ」とか「うん」とか「……そうか」と頷き、途中で「メモ」とキヨイにジェスチャーした。へろへろの脚あしでベッドから下りて荷物を手た繰ぐり、手帳とボールペンを差し出す。

「……ああ、うん。分かった。ちゃんといろよ。行くから。うん？　うん、いいから」

　最後は穏おだやかに通話を終えて、高虎は深く項うな垂だれたまま、はあぁ、と大きく息をはいた。

「ど……うだったんですか？　データ、喜多さんが持ってるんですか？」

「……持ってる。全部、返すって。今から待ち合わせ場所に持ってくるって」

　ぎゅっと胸が軋きしめいた。いつも頭のどこかにあった案件は、戻もどってこなかったらどうなるか、そうなったときに考えるしかないという状じよう況きようだったのだ。

「自分のやったことでおおごとになるって、アスタのみんなが困ることになるって、言われなくても分かってたんだろうけど、それを具体的に想像するのが怖くて現実逃とう避ひしてたんだろうな。……辞表と一いつ緒しよに受け取ってほしいって言われた」

　今こうして冷静な高虎の姿は、これまでもあまり動どう揺ようしていないようにキヨイの目には映っていた。

「……最後は、高虎さんは自分が責任を取ればいいんだって……覚かく悟ごしてたんですか？」

　キヨイの問いに高虎はにやりと笑う。

「喜多はぜったいに、ぎりぎりに返しにくるって信じてた。前にも言ったろ。まぁ、信じるしかなかったんだけどな」

「……う。じゃあやっぱりおれがやってたことって……」

「無む駄だじゃねーよ。少なくとも俺にとっては、お前の気持ちを知る大事な要素だったしな。それにもしかすると、いつか喜多の耳に入って、ぎりぎりの段階で迷ってたら、喜多の背中を押したかもしれないだろ」

　ぐいと抱だき寄せられて「ありがとな」と頭に高虎のキスを受けた。

「高虎さんが責任を取らされるのいやだし、アスタが潰つぶされるのもいやだって思って……。だって阿久津さんもサトルさんも天利さんも雪菜ちゃんも、みんなあんなに毎日がんばってるのに」

「キヨイもな」

「おれは……もっと、がんばります」

　仕事の話をしたあとに恋こい人びとの口づけを交かわすのは、なんだかちょっと不思議なかんじがする。

「あー……俺、社内恋れん愛あいって経験ないんだわ。距きよ離りの取り方とか分かんねぇな……」

　がしがしと頭を搔かいて、高虎はうーんと唸うなっている。

「おれだって、初めてです」

「くそ……阿久津には言おうかな。編集部内に味方を作っとく意味で。あいつ、なんだかんだでキヨイのことエロい目で見てるしな、抑よく止し力りよくにもなりそうだし」

　険しい顔つきの高虎に、キヨイは真しん剣けんなまなざしで首を横に振った。

「言うべきではないと思います。編集長の恋人だと分かったら、阿久津さんがおれに厳しいことを言いにくくなるじゃないですか」

　きっぱりと正論を述べると高虎は目を瞬まばたかせて、ぷはっと破顔した。

「そうだな、キヨイ、お前しっかりしてるな。犬も恋こいする魔ま性しようの恋人だからって、余計な心配だった。お前はいつだって難なん攻こう不ふ落らくだったんだもんな」

「高虎さんには、けっこうすぐに落とされましたけど」

　照れ笑いを浮うかべるキヨイに、向かい合う高虎も相好を崩くずしている。

「あっ、早く出かける準備したほうがいいんじゃないですか？　約束したんですよね？」

「あ、あぁ、そうだ、そうだった、今はいちゃついてる場合じゃない」

　高虎はばたばたとベッドを抜ぬけ出し、慌あわてて下着を着けている。

「キヨイ、お前はゆっくりしてろよ。まさか、……帰らないよな？」

「言われたとおり、当面の着き替がえと荷物は詰めてきましたから」

　キヨイがスーツケースを指さすと、高虎はにっと笑った。

「おう、待ってろ。帰ったらまた、かわいく泣かせてやる」

　しばらくは身も心も爛ただれそうだなと思いながら、照れ笑いのキスで高虎を見送るキヨイだった。





おわり









　あとがき







　こんにちは、川かわ琴ことゆい華かです。このたびはルビー文庫さんでの三作目『恋人は魔性系』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　今回は、犬にもマウントされまくっている無自覚魔性くんと、魔性のエロ気にやられて踏ふん張ばりが利かなくなっちゃう肉食系上司のラブコメでしたが、お楽しみいただけたでしょうか。

　年下攻め好きを常つね日ひ頃ごろ公言しておりますが、年下をめろめろに可愛かわいがる年上攻めも大好物であります。抗あらがいきれずに最終的に陥かん落らくした高虎は、その反動ゆえ、これからきっと「ちょっと構いすぎやし」と呆あきれるほどにキヨイを溺でき愛あいすることでしょう。※酔よい潰つぶれたキヨイをまめまめしくお世話した辺りにその片へん鱗りんが窺うかがえます。

　一方、キヨイもこれまでブラコンの兄によって過保護な環かん境きようで育てられていたため、こちらも（おもにあっちの）反動がすごそう……とかは余計な心配ですかね。

　さて、エッチな雑誌編集部のお仕事について書くにあたり、私このたび、実際にグラビアアイドル誌を数冊購こう入にゆうしました！（なぜかドヤ顔）ほほう～近ちか頃ごろ人気なのはこの美人さんなのか、ふむむ～男性もギャップ萌もえするよねぇ、としっかり隅すみ々ずみまで堪たん能のうし、とにかく布面積が小さい水着からこぼれ落ちんばかりのおっぱいがすごかっ……という脱だつ線せんもしつつ読み込みました。このお話にも出てきますが、キャッチコピーがおもしろくて秀しゆう逸いつなんですよ。時事ネタや流行語をもじったもの、ビジネス用語なんかをうまくエロと絡からめてあったりで、私たち読者の目を惹ひくＢＬ帯キャッチに通ずるものがあるのでは、と思いました。

　なんの分ぶん析せき……というかんじですが、今作も楽しく書きましたことをお伝えしておきます。

　挿さし絵えは三作連続、桜さくら城ぎやや先生がお引き受けくださいました。ワイルドかっこいい高虎とコリスかわいいキヨイをありがとうございます！　とくに最後のラブシーンの挿絵は、ひそかにここ描かいていただきたいなぁと思っていたまさにど真ん中で（手繫つなぎが重要ですもの）、たいへん萌えてにまにまいたしました。幸せを本当にありがとうございました。

　担当様、今回もプロットから最後までお世話をおかけしました。ばたばたとあがいたりしましたが、楽しく書けたので満足しています！　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

　ここまで読んでくださった読者様、本当にありがとうございました。よろしければこの本のご感想などいただけたら、とても嬉うれしいです！

　では、皆みな様さまにまたこうしてお目にかかれますように。


二〇一四年　十月　　川琴ゆい華　　
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恋こい人びとは魔ま性しよう系けい
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